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そ
の
昔
こ
の
広
い
北
海
道
は
，
私
た
ち
の
先
祖
の
自
由
の
天
地
で
あ
り
ま

し
た
．
天
真
爛
漫
な
稚
児
の
様
に
，
美
し
い
大
自
然
に
抱
擁
さ
れ
て
の
ん
び

り
と
楽
し
く
生
活
し
て
い
た
彼
等
は
，
真
に
自
然
の
寵
児
，
な
ん
と
い
う
幸

福
な
人
だ
ち
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
．

　
冬
の
陸
に
は
林
野
を
お
お
う
深
雪
を
蹴
っ
て
，
天
地
を
凍
ら
す
寒
気
を
物

と
も
せ
ず
山
又
山
を
ふ
み
越
え
て
熊
を
狩
り
，
夏
の
海
に
は
涼
風
泳
ぐ
み
ど

り
の
波
，
白
い
鴎
の
歌
を
友
に
木
の
葉
の
様
な
小
舟
を
浮
べ
て
ひ
ね
も
す
魚

を
漁
り
，
花
咲
く
春
は
軟
ら
か
な
陽
の
光
を
浴
び
て
，
永
久
に
囀さえ
ず
る
小
鳥
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と
共
に
歌
い
暮
し
て
蕗ふき
と
り
蓬
よ
も
ぎ摘
み
，
紅
葉
の
秋
は
野
分
に
穂
揃
う
す
す
き

を
わ
け
て
，
宵
ま
で
鮭
と
る
篝
か
が
りも
消
え
，
谷
間
に
友
呼
ぶ
鹿
の
音
を
外
に
，ま

円ど
か
な
月
に
夢
を
結
ぶ
．
嗚
呼
な
ん
と
い
う
楽
し
い
生
活
で
し
ょ
う
．
平
和

の
境
，
そ
れ
も
今
は
昔
，
夢
は
破
れ
て
幾
十
年
，
こ
の
地
は
急
速
な
変
転
を

な
し
，
山
野
は
村
に
，
村
は
町
に
と
次
第
々
々
に
開
け
て
ゆ
く
．

　
太
古
な
が
ら
の
自
然
の
姿
も
何
時
の
間
に
か
影
薄
れ
て
，
野
辺
に
山
辺
に

嬉
々
と
し
て
暮
し
て
い
た
多
く
の
民
の
行
方
も
亦
い
ず
こ
．
僅
か
に
残
る
私

た
ち
同
族
は
，
進
み
ゆ
く
世
の
さ
ま
に
た
だ
驚
き
の
眼
を
み
は
る
ば
か
り
．

し
か
も
そ
の
眼
か
ら
は
一
挙
一
動
宗
教
的
感
念
に
支
配
さ
れ
て
い
た
昔
の
人

の
美
し
い
魂
の
輝
き
は
失
わ
れ
て
，
不
安
に
充
ち
不
平
に
燃
え
，
鈍
り
く
ら

ん
で
行
手
も
見
わ
か
ず
，
よ
そ
の
御
慈
悲
に
す
が
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
，
あ
さ
ま
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し
い
姿
，
お
お
亡
び
ゆ
く
も
の
…
…
そ
れ
は
今
の
私
た
ち
の
名
，
な
ん
と
い

う
悲
し
い
名
前
を
私
た
ち
は
持
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
．

　
そ
の
昔
，
幸
福
な
私
た
ち
の
先
祖
は
，
自
分
の
こ
の
郷
土
が
末
に
こ
う
し

た
惨
め
な
あ
り
さ
ま
に
変
ろ
う
な
ど
と
は
，
露
ほ
ど
も
想
像
し
得
な
か
っ
た

の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
．

　
時
は
絶
え
ず
流
れ
る
，
世
は
限
り
な
く
進
展
し
て
ゆ
く
．
激
し
い
競
争
場

裡
に
敗
残
の
醜
を
さ
ら
し
て
い
る
今
の
私
た
ち
の
中
か
ら
も
，
い
つ
か
は
，

二
人
三
人
で
も
強
い
も
の
が
出
て
来
た
ら
，
進
み
ゆ
く
世
と
歩
を
な
ら
べ
る

日
も
，
や
が
て
は
来
ま
し
ょ
う
．
そ
れ
は
ほ
ん
と
う
に
私
た
ち
の
切
な
る
望

み
，
明
暮

あ
け
く
れ

祈
っ
て
い
る
事
で
御
座
い
ま
す
．

　
け
れ
ど
…
…
愛
す
る
私
た
ち
の
先
祖
が
起
伏
す
日
頃
互
い
に
意
を
通
ず
る
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為
に
用
い
た
多
く
の
言
語
，
言
い
古
し
，
残
し
伝
え
た
多
く
の
美
し
い
言
葉

，
そ
れ
ら
の
も
の
も
み
ん
な
果
敢
な
く
，
亡
び
ゆ
く
弱
き
も
の
と
共
に
消
失

せ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
．
お
お
そ
れ
は
あ
ま
り
に
い
た
ま
し
い
名
残
惜

し
い
事
で
御
座
い
ま
す
．

　
ア
イ
ヌ
に
生
れ
ア
イ
ヌ
語
の
中
に
生
い
た
っ
た
私
は
，
雨
の
宵
，
雪
の
夜

，
暇
あ
る
毎
に
打
集
っ
て
私
た
ち
の
先
祖
が
語
り
興
じ
た
い
ろ
い
ろ
な
物
語

の
中
極
く
小
さ
な
話
の
一
つ
二
つ
を
拙
な
い
筆
に
書
連
ね
ま
し
た
．

　
私
た
ち
を
知
っ
て
下
さ
る
多
く
の
方
に
読
ん
で
い
た
だ
く
事
が
出
来
ま
す

な
ら
ば
，
私
は
，
私
た
ち
の
同
族
祖
先
と
共
に
ほ
ん
と
う
に
無
限
の
喜
び
，

無
上
の
幸
福
に
存
じ
ま
す
．
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大
正
十
一
年
三
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
里
幸
惠
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　A

EK
IR

U
SH

I

K
am

uichikap kam
ui yaieyukar, 

〝Shirokanipe ranran pishkan

〞

C
hironnup yaieyukar, 

〝Tow
a tow

a to

〞

C
hironnup yaieyukar, 

〝H
aikunterke H

aikoshitem
turi

〞

Isepo yaieyukar, 

〝Sam
paya terke

〞
N

itatorunpe yaieyukar, 

〝H
arit kunna

〞
Pon H

orkeukam
ui yaieyukar, 

〝H
otenao

〞
K

am
uichikap K

am
ui yaieyukar, 

〝K
onkuw

a
〞

R
epun K

am
ui yaieyukar, 

〝A
tuika tom

atom
aki kuntuteashi hm

 hm
!

〞
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Terkepi yaieyukar, 

〝Tororo hanrok hanrok!

〞

Pon O
kikirm

ui yaieyukar, 

〝K
utnisa kutunkutun

〞

Pon O
kikirm

ui yaieyukar, 

〝Tanota hurehure

〞

Esam
an yaieyukar, 

〝K
appa reureu kappa

〞

Pipa yaieyukar, 
〝Tonupeka ranran

〞
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目
次

　
序
（
知
里
幸
惠
）

梟
の
神
の
自
ら
歌
っ
た
謡
「
銀
の
滴
し
ず
く降
る
降
る
ま
わ
り
に
」

狐
が
自
ら
歌
っ
た
謡
「
ト
ワ
ト
ワ
ト
」

狐
が
自
ら
歌
っ
た
謡
「
ハ
イ
ク
ン
テ
レ
ケ
　
ハ
イ
コ
シ
テ
ム
ト
リ
」

兎
が
自
ら
歌
っ
た
謡
「
サ
ン
パ
ヤ
　
テ
レ
ケ
」

谷
地
の
魔
神
が
自
ら
歌
っ
た
謡
「
ハ
リ
ツ
　
ク
ン
ナ
」

小
狼
の
神
が
自
ら
歌
っ
た
謡
「
ホ
テ
ナ
オ
」

梟
の
神
が
自
ら
歌
っ
た
謡
「
コ
ン
ク
ワ
」
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海
の
神
が
自
ら
歌
っ
た
謡
「
ア
ト
イ
カ
　
ト
マ
ト
マ
キ
　
ク
ン
ト
テ
ア
シ
　

フ
ム
　
フ
ム
！
」

蛙
が
自
ら
を
歌
っ
た
謡
「
ト
ー
ロ
ロ
　
ハ
ン
ロ
ク
　
ハ
ン
ロ
ク
！
」

小
オ
キ
キ
リ
ム
イ
が
自
ら
歌
っ
た
謡
「
ク
ツ
ニ
サ
　
ク
ト
ン
ク
ト
ン
」

小
オ
キ
キ
リ
ム
イ
が
自
ら
歌
っ
た
謡
「
こ
の
砂
赤
い
赤
い
」

獺
か
わ
う
そが
自
ら
歌
っ
た
謡
「
カ
ッ
パ
　
レ
ウ
レ
ウ
　
カ
ッ
パ
」

沼
貝
が
自
ら
歌
っ
た
謡
「
ト
ヌ
ペ
カ
　
ラ
ン
ラ
ン
」
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ア
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ヌ
神
謡
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    K
am

uichikap kam
ui yaieyukar,

    

〝Shirokanipe ranran pishkan

〞

“Shirokanipe ranran pishkan,  konkanipe

ranran pishkan.

” arian rekpo  chiki kane

petesoro  sapash aine,  ainukotan  enkashike

chikush kor  shichorpokun  inkarash ko

teeta w
enkur  tane nishpa ne,  teeta nishpa

tane w
enkur ne  kotom

 shiran.

A
tuiteksam

 ta  ainuhekattar  akshinotponku
（
１
）
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akshinotponai  euw
eshinot korokai.

“Shirokanipe ranran pishkan,

konkanipe ranran pishkan.

” arian rekpo

chiki kane  hekachiutar  enkashike

chikush aw
a,  unchorpoke  ehoyuppa

ene haw
okai:

　
　

“Pirka chikappo! kam
ui chikappo!

K
eke hetak,  akash w

a  toan chikappo

kam
ui chikappo  tukan w

a ankur,  hoshkiukkur

sonno ram
etok  shino chipapa  ne ruw

e tapan

”
haw

okai kane,  teeta w
enkur  tane nishpa nep
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poutari,  konkani ponku  konkani ponai

uw
eunupa  untukan ko,  konkani ponai

shichorpok chikushte  shienka chikushte,

rapokita,  hekachiutar  tum
ukeheta

shine hekachi  yayan ponku  yayan ponai

ukoani  iyeutanne,  chinukar chiki

w
enkur poho  ne kotom

no  im
i ka w

ano

akoeram
an.  K

ipnekorka  shiktum
orke

（
２
）

chiuw
ante ko,  nishpasani  nekotom

no,  shinnai-

chikapne  iyeutanne.  A
nihi nakka  yayan ponku

yayan ponai  uw
eunu w

a  unram
ante ko,
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teeta w
enkur  tane nishpanep  poutari  eum

inare

ene haw
okai:

　
　

“A
chikara

（
３
） ta  w

enkur hekachi

toan chikappo  kam
ui chikappo  aokaiutar

akor konkaniai ka  som
ouk

（
４
） ko,  enepkoran

w
enkur hekachi  kor yayanai  m

uninchikuniai

toan chikappo  kam
ui chikappo  shinoshino

uk nankor w
a.

”

haw
okai kane  w

enkur hekachi  ukooterke

ukokikkik.  K
ipnekorka  w

enkur hekachi

senne ponno  ekottanu  uneyoko.
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Shirki chiki  ihom
akeutum

  chiyaikore.
“Shirokanipe ranran pishkan,

konkanipe ranran pishkan.

” arian rekpo

chiki kane  m
oiretara  kam

uinish kashi

chikoshikarinpa,  w
enkur hekachi

oatchikiri  otuim
aashi  oatchikiri  ohanke ashi,

poknapapushi  shikoruki  yoko w
a anaine

unkotushura,  tapan ponai  ekshirkonna

tonnatara,  shirki chiki  chisantekehe

chiturpa w
a  nean ponai  chieshikari

shikachikachiash  rapash hum
i

18アイヌ神謡集



chiekisarshut  m
aukururu.

Ikichiash aw
a,  nerok hekattar  uhoyuppare

w
enotaupun  shiokotpakor  unuw

etushm
ak.

Toitoi kata  hachirash  koiram
no  hoshkinopo

w
enkur hekachi  unkoshirepa  uneshikari.

Shirki chiki,  teeta w
enkur  tane nishpa nep

poutari  iyoshino  hoyuppa w
a arki,

tuw
an w

enitak  rew
an w

enitak  shuipa kane

w
enkur hekachi  ukooputuipa  ukokikkik.

“Shirun hekachi  w
enkur hekachi

hoshki tashi  aki kushnep  eiyetushm
ak.

”
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haw
okai ko,  w

enkur hekachi  unkashike

kam
u kam

u  unhonkokishm
a.

H
ushkotoi w

ano  iki aine  ainuutur w
a

soikosanu  orow
ano  hoyupu hum

i  taknatara.

Teeta w
enkur  tane nishpa nep  poutari

shum
a ari  nihum

 ari  yapkir korka

w
enkur hekachi  senne pono  ekottanu

w
enotaupun  shiokote  hoyupu aine  shine ponchise

chisesoikehe  akoshirepa.  Pon hekachi

rorunpurai kari  unahunke  kurkashike

itakom
are,  tapne tapne  nekatuhu  eisoitak.
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C
hiseupshor w

a  onneum
urek

tekkakipo  rikunruke  raunruke  arki w
a

inkarash ko,  shino w
enkur  ikikorkaiki

nishpa ipor  katkem
at ipor  ukoturpa,

unnukar aw
a,  ikkeu noshki  kom

kosam
pa.

Poroshikupkur  yaikokutkor  yupu kane

unkoonkam
i.

“K
am

uichikap kam
ui  pase kam

ui

w
enash shiri  chiw

enchisehe

koshirepa shiri  iyairaikere.

Teeta anak  nishpa otta  yayukopishkip
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chine akorka  tane anakne  tan korachi

shirun w
enkur ne  okayash w

a,  kotankor

（
５
） kam

ui

pase kam
ui  chireushire ka

aeoripak  kiw
aneyakka  tanto anak

tane shirkunne kushu  tanukuran  pase kam
ui

areushire w
a  nisatta anak  ouse inau aripoka

pase kam
ui  aom

ante kushne.
” ari okaipe

ye kor  tuw
an onkam

i  rew
an onkam

i  ukakushte.

Poroshikupm
at  rorunpurai  chorpoketa

okitarunpe  soho kar w
a  otta unante.

Taporow
a  opittano  hotkei nani  etoro haw

e
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m
eshrototke.

C
hinetopake  ashurpe ututta  rokash kane

okayash aine  shiannoshki  turpaketa

chirikipuniash.

“Shirokanipe ranran pishkan,

konkanipe ranran pishkan.

”
arian rekpo  haukenopo  chiki kane,

tapan ponchise  eharkiso

（
６
） un  eshiso un

（
７
）

terkeash hum
i  tununitara.

Shirappaash ko  unpishkan ta

pirkaikor  kam
uiikor  tuihum

konna
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tununitara.

Irukai neko  tan ponchise pirkaikor

kam
uiikor  chieshikte.

“Shirokanipe ranran pishkan,

konkanipe ranran pishkan.

”
arian rekpo  chiki kane  tapan ponchise

irukai neko  kani chise  poro chise ne

chikar okere,  chiseupshoro  kam
uiim

om
a

chiekarkar, kam
uikosonte  pirkaike

chitunashkarkar  chiseupshoro  chietom
te.

N
ishpa horari ruw

e  okkashita  tan porochise
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upshoroho  chitom
tekarkar,  chiokere ko

hushko anpe  chishikopayar  chihayokpehe

（
８
）

ashurpeututa  rokash kane  okayash.

chisekorutar  chiw
entarapka.

A
inunishpa  m

aukow
en w

a w
enkur ne w

a,

teeta w
enkur  tane nishpa nep  utarorke w

a

apiye haw
e  akorew

en shiri  chinukar w
a,

chieram
poken kushu,  pashtakam

ui

chine ruw
e ka  shom

one korka,  ainuchise

chiko reushi  chipirkare ruw
e  ne katuhu

chieram
ante.
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Taporow
a  ponno okayash  shirpeker aw

a

chisekor utar  shine ikinne  uhopunpare.

Shik noyanoya inkanrokpe  opittano

am
so kata  oahuntaipa.  Poroshikupm

at

tuchish w
enpe  yayekote,  poroshikupkur

tu pekernupe  re pekernupe  yaikorapte,

okai rokine,  poroshikupkur  chirikipuni

unotta arki  tuw
an onkam

i  rew
an onkam

i

ukakushte  kurkashike  itakom
are:

“Tarap hetapne  m
okor hetapne  chiki kuni

chiram
u aw

a  iyosserkere  ikaran ruw
e,
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w
enash shiri  otuiash

（
９
） shiri  chiw

enchisehe

koshirepa  patek neyakka  chieyairaikep,

K
otankor K

am
ui  pase kam

ui  m
aukow

enash ruw
e

chieram
poken  unekarkar,

chikashnukar
（10
） nakka  shipase ike  aunekarkar

kiruw
eokai.

” ari okaipe chishturano

eonkam
i.

Taporow
a  poroshikupkur  inauni tuye

pirka inau  tom
tekar w

a  unetom
te.

Poroshikupm
at  yaikokutkor  yupu kane

pon hekachi  shikashuire  usa nina
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usa w
akkata  sakeshuye  etokooiki,  irukai neko

iw
an shintoko  rororaipa.

O
row

ano apehuchi

（11

）  kam
uihuchi tura

usaokai  kam
uiorushpe  chieuw

eneusar.

（12

）

Tutko pakno  shiran ko,  kam
uierushuipe

nepnekushu  chiseupshoro  sakehura

epararse.

Tata otta  nea hekachi  okam
kino

hushko am
ip  am

ire w
a  kotanepitta okai

teeta w
enkur  tane nishpa nep  utarorkehe

ashke

（13

） aukte kushu  asange w
akushu
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oshiinkarash ko  ponhekachi  chisepishno

ahun w
a  sonkoye ko,

teeta w
enkur  tane nishpa nep  utarorkehe

eum
inare:

“U
sainetapshui  w

enkurutar  koohanepo

nekonaan  sake kar w
a  nekonaan

m
arapto an w

a  eunahunke  haw
e ta an,

payean w
a  nekona shirki ya  inkarash w

a

aem
ina ro.

” ari

haw
okai kane  inne topa ne  uw

eutanne

arki aine  toop tuim
ano  ouse chise  nukar w

a
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ehom
atpa  yashtom

a w
a  nani hoshippap ka okai,

chisesoi pakno  arki w
a  oahuntaipap ka okai.

Shirki chiki  chisekor katkem
at  soine w

a

ainuopitta  ashkehe uk w
a  ahupte ko,

opitta no  shinu kane  reye kane  ahup w
a

hepunpa  ruw
e  oararisham

.

Shiranchiki  chisekon nishpa  chirikipuni

ki charanke  kakkokhau

（14
） ne  ouseturse

ene ene  ne katuhu  eisoitak:

“Tapne tapne  w
enkur ane w

a  raukisam
no

ukopayekai ka  aeaikap ruw
e  ne a korka
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pase kam
ui  uneram

pokiw
en,  nep w

enpuri

chikon ruw
e ka  som

one a kushu  tankorachi

aunkashnukar  ki ruw
ene kushu,

tan tew
ano  kotanepitta  shine utar

ane ruw
ene kushu  uw

ekatairotkean

ukopayekaian  ki kunine  nishpa utar

akoram
kor  shiri tapan.

” ari okaipe

echaranke aw
a  nishpa utar

otusanashke  oresanashke  ukaenoipa

chisekor nishpa  koyayapapu,  tew
ano anak

uw
ekatairotke kuni  eukoitak.
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C
hiokai nakka  aunkoonkam

i.

Taporow
a  ainuopitta  ram

uriten w
a

shisak tonoto  ukoante.

C
hiokai anak  K

am
ui H

uchi  C
hisekor K

am
ui

（15

）

N
usakor

（16

） H
uchi tura  uw

eneusarash kor

ainupitoutar  tapkar shiri  rim
se shiri

chinukar w
a  chieyaikiror  ante kane,

tutko rerko  shiran ko  ikuoka an,

ainupitoutar  uw
ekatairotke shiri

chinukar w
a  chieram

ushinne,

K
am

ui H
uchi  C

hisekor K
am

ui
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N
usakor H

uchi chietutkopak.

Taporow
a  chiunchisehe  chikohekom

o.

U
netokta  chiunchisehe  pirka inau

pirka sake  chieshikte.

Shiran chiki  hanke kam
ui  tuim

a kam
ui

chikosonkoanpa  chitak w
a  shisak tonoto

chiukoante,  ikutuikata  kam
uiutar

chikoisoitaka,  ainukotan chihotanukar

eneshirani  eneshirkii  chiom
om

m
om

o ko,

kam
uiutar  unkopuntek.

K
am

uiutar  hekom
paita  pirka inau
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tup chikore  rep chikore.

N
ea ainukotan orun  inkarash ko

tane anakne  ratchitara  ainupitoutar

opittano  uw
ekatairotke  nea nishpa

kotan esapane w
a okai,

nea hekachi  tane anakne  okkai pakno

shikup w
a,  m

at ka kor  po ka kor,

onaha ka,  unuhu ka,  nunuke kor okai,

ram
m

aram
m

a  sakekarichi ko

ikiratpa ta  usa inau  usa sake unenom
i,

chiokai nakka  ainuutar  serm
akaha
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hem
para nakka  chiehorari,

ainum
oshir  chiepunkine w

a okayash.

    ari kam
uichikap kam

ui isoitak.

（
１
）
　
昔
は
男
の
子
が
少
し
大
き
く
な
る
と
，
小
さ
い
弓
矢
を
作
っ
て
与

　
え
ま
す
．
子
供
は
そ
れ
で
樹
木
や
鳥
な
ど
を
的
に
射
て
遊
び
，
知
ら
ず
し

　
ら
ず
の
中
に
弓
矢
の
術
に
上
達
し
ま
す
．

　ak

…
…
は
弓
術
，shinot 

は
遊
戯
，ponai 

は
小
矢
．

（
２
）
　shiktum

orke

…
…
眼
つ
き
．

　
人
の
素
性
を
知
ろ
う
と
思
う
時
は
，
そ
の
眼
を
見
る
と
一
ば
ん
よ
く
わ
か

　
る
と
申
し
ま
し
て
，
少
し
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し
た
り
す
る
と
叱
ら
れ
ま
す
．
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（
３
）
　achikara

…
…
「
汚
い
」
と
い
う
意
味
．

（
４
）
　
鳥
や
け
も
の
が
人
に
射
落
さ
れ
る
の
は
，
人
の
作
っ
た
矢
が
欲
し

　
い
の
で
，
そ
の
矢
を
取
る
の
だ
と
言
い
ま
す
．

（
５
）
　kotankorkam

ui

…
…
国
ま
た
は
村
を
持
つ
神
．

　
山
に
は
，nupurikorkam
ui

…
…
山
を
持
つ
神
（
熊
）
と nupuripakorka

　m
ui

…
…
山
の
東
を
持
つ
神
（
狼
）
な
ど
が
あ
っ
て
，
ふ
く
ろ
う
は
熊
，

　
狼
の
次
に
お
か
れ
ま
す
．

　kotankorkam
ui 

は
山
の
神
，
山
の
東
の
神
，
の
様
に
荒
々
し
い
あ
わ
て

　
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
．
そ
れ
で
ふ
だ
ん
は
沈おち
着
い
て
，
眼
を
つ
ぶ
っ
て
ば

　
か
り
い
て
，
よ
っ
ぽ
ど
大
変
な
事
の
あ
る
時
で
な
け
れ
ば
眼
を
開
か
な
い

　
と
申
し
ま
す
．
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（
６
）
　eharkiso

…
…
左
の
座
．

（
７
）
　eshiso

…
…
右
の
座
．

　
家
の
央
に
囲い
炉ろ
裏り
が
あ
っ
て
，
東
側
の
窻
の
あ
る
方
が
上
座
，
上
座
か
ら

　
見
て
右
が eshiso 

左
が harkiso

．
上
座
に
坐
る
の
は
男
子
に
限
り
ま
す

　
．
お
客
様
な
ど
で
，
家
の
主
人
よ
り
も
身
分
の
卑
し
い
人
は
上
座
に
つ
く

　
事
を
遠
慮
し
ま
す
．
右
の
座
に
は
主
人
夫
婦
が
な
ら
ん
で
す
わ
る
事
に
き

　
ま
っ
て
い
ま
す
．
右
座
の
次
が
左
の
座
で
，
西
側
（
戸
口
の
方
）
の
座
が

　
一
ば
ん
下
座
に
な
っ
て
い
ま
す
．

（
８
）
　hayokpe 

冑
．

　
鳥
で
も
け
も
の
で
も
山
に
い
る
時
は
，
人
間
の
目
に
は
見
え
な
い
が
，
各

　
々
に
人
間
の
様
な
家
が
あ
っ
て
，
み
ん
な
人
間
と
同
じ
姿
で
暮
し
て
い
て
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，
人
間
の
村
へ
出
て
来
る
時
は
冑
を
着
け
て
出
て
来
る
の
だ
と
云
い
ま
す

　
．
そ
し
て
鳥
や
け
も
の
の
屍
体
は
冑
で
本
体
は
目
に
は
見
え
な
い
け
れ
ど

　
も
，
屍
体
の
耳
と
耳
の
間
に
い
る
の
だ
と
云
い
ま
す
．

（
９
）
　otuipe
…
…
尻
の
切
れ
た
奴
．

　
犬
の
尻
尾
の
切
れ
た
様
に
短
い
の
は
あ
ま
り
尊
び
ま
せ
ん
．

　
極
く
つ
ま
ら
な
い
人
間
の
事
を w

enpe

…
…
悪
い
奴
，otuipe

…
…
尻
尾

　
の
切
れ
た
奴
と
悪
口
を
し
ま
す
．

（10

）
　chikashnukar

．
神
が
大
へ
ん
気
に
入
っ
た
人
間
の
あ
る
時
，
ち

　
っ
と
も
思
い
が
け
な
い
所
へ
，
そ
の
人
間
に
何
か
大
き
な
幸
を
恵
与
す
る

　
と
，
そ
の
人
は ikashnukar an 

と
云
っ
て
よ
ろ
こ
び
ま
す
．

（11

）
　apehuchi

…
…
火
の
老
女
．
火
の
神
様
は
，
家
の
中
で
最
も
尊
い
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神
様
で
お
ば
あ
さ
ん
に
き
ま
っ
て
い
ま
す
．
山
の
神
や
海
の
神
，
そ
の
他

　
種
々
な
神
々
が
こ
の
ふ
く
ろ
う
の
様
に
お
客
様
に
な
っ
て
，
家
へ
来
た
時

　
は
，
こ
の apehuchi 

が
主
に
な
っ
て
，
お
客
の
お
相
手
を
し
て
話
を
し

　
ま
す
．
た
だ kam

uihuchi

（
神
老
女
）
と
云
っ
て
も
い
い
事
に
な
っ
て
い

　
ま
す
．

（12

）
　neusar 

語
り
合
う
事
．

　
種
々
な
世
間
話
を
語
り
合
う
の
も neusar

．
普
通 kam

uiyukar

（
神
謡
）

　
や uw

epeker

（
昔
譚
）
の
様
な
も
の
を neusar 

と
云
い
ま
す
．

（13

）
　ashke a uk

．ashke 

は
指
，
手
．a uk 

は
取
る
．
な
に
か
祝
い
が

　
あ
る
と
き
人
を
招
待
す
る
事
を
云
い
ま
す
．

（14

）
　kakkokhau

…
…
カ
ッ
コ
ウ
鳥
の
声
．
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カ
ッ
コ
ウ
鳥
の
声
は
，
美
し
く
ハ
ッ
キ
リ
と
耳
に
響
き
ま
す
か
ら
，
ハ
キ

　
ハ
キ
と
し
て
み
ん
な
に
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
物
を
云
う
人
の
事
を
カ
ッ
コ

　
ウ
鳥
の
様
だ
と
申
し
ま
す
．

（15

）
　chisekorkam

ui

…
…
家
を
持
つ
神
．

　
火
の
神
が
主
婦
で
，
家
の
神
が
主
人
の
様
な
も
の
で
す
．
男
性
で chisek

　orekashi

…
…
家
を
持
つ
お
じ
い
さ
ん
と
も
申
し
ま
す
．

（16

）
　nusakorkam

ui
…
…
御
幣
棚
を
持
つ
神
，
老
女
．

　
御
幣
棚
の
神
も
女
性
に
き
ま
っ
て
い
ま
す
．
何
か
変
事
の
場
合
人
間
に
あ

　
ら
わ
れ
る
事
が
あ
り
ま
す
が
，
そ
の
時
は
蛇
の
形
を
か
り
て
あ
ら
わ
れ
る

　
と
云
い
ま
す
．
そ
れ
で
御
幣
棚
の
近
所
に
，
ま
た
は
東
の
方
の
窻
の
近
所

　
に
，
蛇
が
出
て
来
た
り
す
る
と
，
「
き
っ
と
御
幣
棚
の
お
ば
あ
さ
ん
が
用
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事
が
あ
っ
て
外
出
し
た
の
だ
ろ
う
」
と
言
っ
て
，
決
し
て
そ
の
蛇
を
殺
し

　
ま
せ
ん
．
殺
す
と
罰
が
当
り
ま
す
と
云
い
ま
す
．
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梟
の
神
の
自
ら
歌
っ
た
謡

　
　
　
　
　
「
銀
の
滴
し
ず
く降
る
降
る
ま
わ
り
に
」

「
銀
の
滴
降
る
降
る
ま
わ
り
に
，
金
の
滴

降
る
降
る
ま
わ
り
に
．
」
と
い
う
歌
を
私
は
歌
い
な
が
ら

流
に
沿
っ
て
下
り
，
人
間
の
村
の
上
を

通
り
な
が
ら
下
を
眺
め
る
と

昔
の
貧
乏
人
が
今
お
金
持
に
な
っ
て
い
て
，
昔
の
お
金
持
が

今
の
貧
乏
人
に
な
っ
て
い
る
様
で
す
．

海
辺
に
人
間
の
子
供
た
ち
が
お
も
ち
ゃ
の
小
弓
に
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お
も
ち
ゃ
の
小
矢
を
も
っ
て
あ
そ
ん
で
居
り
ま
す
．

「
銀
の
滴
降
る
降
る
ま
わ
り
に

金
の
滴
降
る
降
る
ま
わ
り
に
．
」
と
い
う
歌
を

歌
い
な
が
ら
子
供
等
の
上
を

通
り
ま
す
と
，
（
子
供
等
は
）
私
の
下
を
走
り
な
が
ら

云
う
こ
と
に
は
，

「
美
し
い
鳥
！
　
神
様
の
鳥
！

さ
あ
，
矢
を
射
て
あ
の
鳥

神
様
の
鳥
を
射
当
て
た
も
の
は
，
一
ば
ん
さ
き
に
取
っ
た
者
は

ほ
ん
と
う
の
勇
者
，
ほ
ん
と
う
の
強
者
だ
ぞ
．
」

云
い
な
が
ら
，
昔
貧
乏
人
で
今
お
金
持
に
な
っ
て
る
者
の
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子
供
等
は
，
金
の
小
弓
に
金
の
小
矢
を

番つが
え
て
私
を
射
ま
す
と
，
金
の
小
矢
を

私
は
下
を
通
し
た
り
上
を
通
し
た
り
し
ま
し
た
．

そ
の
中
に
，
子
供
等
の
中
に

一
人
の
子
供
が
た
だ
の
（
木
製
の
）
小
弓
に
た
だ
の
小
矢

を
持
っ
て
仲
間
に
は
い
っ
て
い
ま
す
．
私
は
そ
れ
を
見
る
と

貧
乏
人
の
子
ら
し
く
，
着
物
で
も

そ
れ
が
わ
か
り
ま
す
．
け
れ
ど
も
そ
の
眼
色
を

よ
く
見
る
と
，
え
ら
い
人
の
子
孫
ら
し
く
，
一
人
変
り

者
に
な
っ
て
仲
間
入
り
を
し
て
い
ま
す
．
自
分
も
た
だ
の
小
弓
に

た
だ
の
小
矢
を
番
え
て
私
を
ね
ら
い
ま
す
と
，
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昔
貧
乏
人
で
今
お
金
持
の
子
供
等
は
大
笑
い
を
し
て

云
う
に
は
，

「
あ
ら
お
か
し
や
貧
乏
の
子

あ
の
鳥
，
神
様
の
鳥
は
私
た
ち
の

金
の
小
矢
で
も
お
取
り
に
な
ら
な
い
も
の
を
，
お
前
の
様
な

貧
乏
な
子
の
た
だ
の
矢
腐
れ
木
の
矢
を

あ
の
鳥
，
神
様
の
鳥
が
よ
く
よ
く

取
る
だ
ろ
う
よ
．
」

と
云
っ
て
，
貧
し
い
子
を
足
蹴
に
し
た
り

た
た
い
た
り
し
ま
す
．
け
れ
ど
も
貧
乏
な
子
は

ち
っ
と
も
構
わ
ず
私
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
．
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私
は
そ
の
さ
ま
を
見
る
と
，
大
層
不
憫
に
思
い
ま
し
た
．

「
銀
の
滴
降
る
降
る
ま
わ
り
に
，

金
の
滴
降
る
降
る
ま
わ
り
に
．
」
と
い
う
歌
を

歌
い
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
大
空
に

私
は
輪
を
え
が
い
て
い
ま
し
た
．
貧
乏
な
子
は

片
足
を
遠
く
立
て
片
足
を
近
く
た
て
て
，

下
唇
を
グ
ッ
と
噛
み
し
め
て
，
ね
ら
っ
て
い
て

ひ
ょ
う
と
射
放
し
ま
し
た
．
小
さ
い
矢
は
美
し
く
飛
ん
で

私
の
方
へ
来
ま
し
た
，
そ
れ
で
私
は
手
を

差
し
の
べ
て
そ
の
小
さ
い
矢
を
取
り
ま
し
た
．

ク
ル
ク
ル
ま
わ
り
な
が
ら
私
は

46アイヌ神謡集



風
を
き
っ
て
舞
い
下
り
ま
し
た
．

す
る
と
，
彼
か

の
子
供
た
ち
は
走
っ
て

砂
吹
雪
を
た
て
な
が
ら
競
争
し
ま
し
た
．

土
の
上
に
私
が
落
ち
る
と
一
し
ょ
に
，
一
等
先
に

貧
乏
な
子
が
か
け
つ
い
て
私
を
取
り
ま
し
た
．

す
る
と
，
昔
貧
乏
人
で
今
は
金
持
に
な
っ
て
る
者
の

子
供
た
ち
は
後
か
ら
走
っ
て
来
て

二
十
も
三
十
も
悪
口
を
つ
い
て

貧
乏
な
子
を
押
し
た
り
た
た
い
た
り

「
に
く
ら
し
い
子
，
貧
乏
人
の
子

私
た
ち
が
先
に
し
よ
う
と
す
る
事
を
先
が
け
し
や
が
っ
て
．
」
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と
云
う
と
，
貧
乏
な
子
は
，
私
の
上
に

お
お
い
か
ぶ
さ
っ
て
，
自
分
の
腹
に
し
っ
か
り
と
私
を
押
え
て
い
ま
し
た
．

も
が
い
て
も
が
い
て
や
っ
と
の
事
，
人
の
隙
か
ら

飛
び
出
し
ま
す
と
，
そ
れ
か
ら
，
ど
ん
ど
ん
か
け
出
し
ま
し
た
．

昔
は
貧
乏
人
で
今
は
金
持
の
子
供
等
が

石
や
木
片
を
投
げ
つ
け
る
け
れ
ど

貧
乏
な
子
は
ち
っ
と
も
構
わ
ず

砂
吹
雪
を
た
て
な
が
ら
か
け
て
来
て
一
軒
の
小
屋
の

表
へ
着
き
ま
し
た
．
子
供
は

第
一
の
窻
か
ら
私
を
入
れ
て
，
そ
れ
に

言
葉
を
添
え
，
斯
々

か
く
か
く

の
あ
り
さ
ま
を
物
語
り
ま
し
た
．
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家
の
中
か
ら
老
夫
婦
が

眼
の
上
に
手
を
か
ざ
し
な
が
ら
や
っ
て
来
て

見
る
と
，
大
へ
ん
な
貧
乏
人
で
は
あ
る
け
れ
ど
も

紳
士
ら
し
い
淑
女
ら
し
い
品
を
そ
な
え
て
い
ま
す
，

私
を
見
る
と
，
腰
の
央なか
を
ギ
ッ
ク
リ
屈
め
て
，
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
．

老
人
は
キ
チ
ン
と
帯
を
し
め
直
し
て
，

私
を
拝
し

「
ふ
く
ろ
う
の
神
様
，
大
神
様
，

貧
し
い
私
た
ち
の
粗
末
な
家
へ

お
出
で
下
さ
い
ま
し
た
事
，
有
難
う
御
座
い
ま
す
．

昔
は
，
お
金
持
に
自
分
を
数
え
入
れ
る
ほ
ど
の
者
で
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御
座
い
ま
し
た
が
今
は
も
う
こ
の
様
に

つ
ま
ら
な
い
貧
乏
人
に
な
り
ま
し
て
，
国
の
神
様

大
神
様
を
お
泊
め
申
す
も

畏
れ
多
い
事
な
が
ら
今
日
は
も
う

日
も
暮
れ
ま
し
た
か
ら
，
今
宵
は
大
神
様
を

お
泊
め
申
し
上
げ
，
明
日
は
，
た
だ
イ
ナ
ウ
だ
け
で
も

大
神
様
を
お
送
り
申
し
上
げ
ま
し
ょ
う
．
」
と
い
う
事
を

申
し
な
が
ら
何
遍
も
何
遍
も
礼
拝
を
重
ね
ま
し
た
．

老
婦
人
は
，
東
の
窻
の
下
に

敷
物
を
し
い
て
私
を
そ
こ
へ
置
き
ま
し
た
．

そ
れ
か
ら
み
ん
な
寝
る
と
直
ぐ
に
高
い
び
き
で
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寝
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
．

私
は
私
の
体
の
耳
と
耳
の
間
に
坐
っ
て

い
ま
し
た
が
や
が
て
，
ち
ょ
う
ど
，
真
夜
中
時
分
に

起
き
上
り
ま
し
た
．

「
銀
の
滴
降
る
降
る
ま
わ
り
に
，

金
の
滴
降
る
降
る
ま
わ
り
に
．
」

と
い
う
歌
を
静
か
に
う
た
い
な
が
ら

こ
の
家
の
左
の
座
へ
右
の
座
へ

美
し
い
音
を
た
て
て
飛
び
ま
し
た
．

私
が
羽
ば
た
き
を
す
る
と
，
私
の
ま
わ
り
に

美
し
い
宝
物
，
神
の
宝
物
が
美
し
い
音
を
た
て
て
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落
ち
散
り
ま
し
た
．

一
寸
の
う
ち
に
，
こ
の
小
さ
い
家
を
，
り
っ
ぱ
な
宝
物

神
の
宝
物
で
一
ぱ
い
に
し
ま
し
た
．

「
銀
の
滴
降
る
降
る
ま
わ
り
に
，

金
の
滴
降
る
降
る
ま
わ
り
に
．
」

と
い
う
歌
を
う
た
い
な
が
ら
こ
の
小
さ
い
家
を

一
寸
の
間
に
か
ね
の
家
，
大
き
な
家
に

作
り
か
え
て
し
ま
い
ま
し
た
，
家
の
中
は
，
り
っ
ぱ
な
宝
物
の
積
場

を
作
り
，
り
っ
ぱ
な
着
物
の
美
し
い
の
を

早
つ
く
り
し
て
家
の
中
を
飾
り
つ
け
ま
し
た
．

富
豪
の
家
よ
り
も
も
っ
と
り
っ
ぱ
に
こ
の
大
き
な
家
の
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中
を
飾
り
つ
け
ま
し
た
．
私
は
そ
れ
を
終
る
と

も
と
の
ま
ま
に
私
の
冑
の

耳
と
耳
の
間
に
坐
っ
て
い
ま
し
た
．

家
の
人
た
ち
に
夢
を
見
せ
て

ア
イ
ヌ
の
ニ
シ
パ
が
運
が
悪
く
て
貧
乏
人
に
な
っ
て

昔
貧
乏
人
で
今
お
金
持
に
な
っ
て
い
る
者
た
ち
に

ば
か
に
さ
れ
た
り
い
じ
め
ら
れ
た
り
し
て
る
さ
ま
を
私
が
見
て

不
憫
に
思
っ
た
の
で
，
私
は
身
分
の
卑
し
い
た
だ
の
神
で
は

な
い
の
だ
が
，
人
間
の
家

に
泊
っ
て
，
恵
ん
で
や
っ
た
の
だ
と
い
う
事
を

知
ら
せ
ま
し
た
．
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そ
れ
が
済
ん
で
少
し
た
っ
て
夜
が
明
け
ま
す
と

家
の
人
々
が
一
し
ょ
に
起
き
て

目
を
こ
す
り
こ
す
り
家
の
中
を
見
る
と
み
ん
な

床
の
上
に
腰
を
抜
か
し
て
し
ま
い
ま
し
た
．
老
婦
人
は

声
を
上
げ
て
泣
き
，
老
人
は

大
粒
の
涙
を
ポ
ロ
ポ
ロ
こ
ぼ
し
て

い
ま
し
た
が
，
や
が
て
，
老
人
は
起
き
上
り

私
の
処
へ
来
て
，
二
十
も
三
十
も
礼
拝

を
重
ね
て
，
そ
し
て
云
う
事
に
は
，

「
た
だ
の
夢
た
だ
の
眠
り
を
し
た
の
だ
と

思
っ
た
の
に
，
ほ
ん
と
う
に
，
こ
う
し
て
い
た
だ
い
た
事
．
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つ
ま
ら
な
い
つ
ま
ら
な
い
，
私
共
の
粗
末
な
家
に

お
出
で
下
さ
る
だ
け
で
も
有
難
く
存
じ
ま
す
も
の
を

国
の
神
様
，
大
神
様
，
私
た
ち
の
不
運
な

事
を
哀
れ
ん
で
下
さ
い
ま
し
て

お
恵
み
の
う
ち
に
も
最
も
大
き
い
お
恵
み
を
い
た
だ
き

ま
し
た
事
．
」
と
云
う
事
を
泣
き
な
が
ら

申
し
ま
し
た
．

そ
れ
か
ら
，
老
人
は
イ
ナ
ウ
の
木
を
き
り

り
っ
ぱ
な
イ
ナ
ウ
を
美
し
く
作
っ
て
私
を
飾
り
ま
し
た
．

老
婦
人
は
身
仕
度
を
し
て

小
さ
い
子
を
手
伝
わ
せ
，
薪
を
と
っ
た
り
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水
を
汲
ん
だ
り
し
て
，
酒
を
造
る
仕
度
を
し
て
，
一
寸
の
間
に

六
つ
の
酒
樽
を
上
座
に
な
ら
べ
ま
し
た
．

そ
れ
か
ら
私
は
火
の
老
女
，
老
女
神
と

種
々
な
神
の
話
を
語
り
合
い
ま
し
た
．

二
日
程
た
つ
と
，
神
様
の
好
物
で
す
か
ら

は
や
，
家
の
中
に
酒
の
香
が

漂
い
ま
し
た
．

そ
こ
で
，
あ
の
小
さ
い
子
に
態わざ
と

古
い
衣
物
を
着
せ
て
，
村
中
の

昔
貧
乏
人
で
今
お
金
持
に
な
っ
て
い
る
人
々
を

招
待
す
る
た
め
使
い
に
出
し
て
や
り
ま
し
た
．
の
で
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後
見
送
る
と
，
子
供
は
家
毎
に

入
っ
て
使
い
の
口
上
を
述
べ
ま
す
と

昔
貧
乏
人
で
今
お
金
持
に
な
っ
て
い
る
人
々
は

大
笑
い
を
し
て

「
こ
れ
は
ふ
し
ぎ
，
貧
乏
人
ど
も
が

ど
ん
な
酒
を
造
っ
て
ど
ん
な

御
馳
走
が
あ
っ
て
そ
の
た
め
人
を
招
待
す
る
の
だ
ろ
う
，

行
っ
て
ど
ん
な
事
が
あ
る
か
見
物
し
て

笑
っ
て
や
り
ま
し
ょ
う
．
」
と

言
い
合
い
な
が
ら
大
勢
打
ち
連
れ
て

や
っ
て
来
て
，
ず
ー
っ
と
遠
く
か
ら
，
た
だ
家
を
見
た
だ
け
で
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驚
い
て
は
ず
か
し
が
り
，
そ
の
ま
ま
帰
る
者
も
あ
り
ま
す
，

家
の
前
ま
で
来
て
腰
を
抜
か
し
て
い
る
の
も
あ
り
ま
す
．

す
る
と
，
家
の
夫
人
が
外
へ
出
て

人
皆
の
手
を
取
っ
て
家
へ
入
れ
ま
す
と
，

み
ん
な
い
ざ
り
這
い
よ
っ
て

顔
を
上
げ
る
者
も
あ
り
ま
せ
ん
．

す
る
と
，
家
の
主
人
は
起
き
上
っ
て

カ
ッ
コ
ウ
鳥
の
様
な
美
し
い
声
で
物
を
言
い
ま
し
た
．

 

斯  

々 

か
く
か
く

の
訳
を
物
語
り

「
こ
の
様
に
，
貧
乏
人
で
へ
だ
て
な
く

互
に
往
来
も
出
来
な
か
っ
た
の
だ
が

58アイヌ神謡集



大
神
様
が
あ
わ
れ
ん
で
下
さ
れ
，
何
の
悪
い
考
え
も

私
ど
も
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
し
た
の
で
こ
の
様
に

お
恵
み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
す
か
ら

今
か
ら
村
中
，
私
共
は
一
族
の
者

な
ん
で
す
か
ら
，
仲
善
く
し
て

互
に
往
来
を
し
た
い
と
い
う
事
を
皆
様
に

望
む
次
第
で
あ
り
ま
す
．
」
と
い
う
事
を

申
し
述
べ
る
と
，
人
々
は

何
度
も
何
度
も
手
を
す
り
あ
わ
せ
て

家
の
主
人
に
罪
を
謝
し
，
こ
れ
か
ら
は

仲
よ
く
す
る
事
を
話
し
合
い
ま
し
た
．
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私
も
み
ん
な
に
拝
さ
れ
ま
し
た
．

そ
れ
が
済
む
と
，
人
は
み
な
，
心
が
柔
ら
い
で

盛
ん
な
酒
宴
を
開
き
ま
し
た
．

私
は
，
火
の
神
様
や
家
の
神
様
や

御
幣
ご
へ
い
棚
の
神
様
と
話
し
合
い
な
が
ら

人
間
た
ち
の
舞
を
舞
っ
た
り
躍
り
を
し
た
り
す
る
さ
ま
を

眺
め
て
深
く
興
が
り
ま
し
た
．
そ
し
て

二
日
三
日
た
つ
と
酒
宴
は
終
り
ま
し
た
．

人
間
た
ち
が
仲
の
善
い
あ
り
さ
ま
を

見
て
，
私
は
安
心
を
し
て

火
の
神
，
家
の
神
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御
幣
棚
の
神
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
．

そ
れ
が
済
む
と
私
は
自
分
の
家
へ
帰
り
ま
し
た
．

私
の
来
る
前
に
，
私
の
家
は
美
し
い
御
幣

美
酒
が
一
ぱ
い
に
な
っ
て
い
ま
し
た
．

そ
れ
で
近
い
神
，
遠
い
神
に

使
者
を
た
て
て
招
待
し
，
盛
ん
な
酒
宴
を

張
り
ま
し
た
，
席
上
，
神
様
た
ち
へ

私
は
物
語
り
，
人
間
の
村
を
訪
問
し
た
時
の

そ
の
村
の
状
況
，
そ
の
出
来
事
を
詳
し
く
話
し
ま
す
と

神
様
た
ち
は
大
そ
う
私
を
ほ
め
た
て
ま
し
た
．

神
様
た
ち
が
帰
る
時
に
美
し
い
御
幣
を
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二
つ
や
り
三
つ
や
り
し
ま
し
た
．

彼か
の
ア
イ
ヌ
村
の
方
を
見
る
と
，

今
は
も
う
平
穏
で
，
人
間
た
ち
は

み
ん
な
仲
よ
く
，
彼
の
ニ
シ
パ
が

村
に
頭
に
な
っ
て
い
ま
す
，

彼
の
子
供
は
，
今
は
も
う
，
成
人

し
て
，
妻
も
も
ち
子
も
持
っ
て

父
や
母
に
孝
行
を
し
て
い
ま
す
，

何
時
で
も
何
時
で
も
，
酒
を
造
っ
た
時
は

酒
宴
の
は
じ
め
に
，
御
幣
や
お
酒
を
私
に
送
っ
て
よ
こ
し
ま
す
．

私
も
人
間
た
ち
の
後
に
坐
し
て
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何
時
で
も

人
間
の
国
を
守ま
護も
っ
て
い
ま
す
．

　
　
と
，
ふ
く
ろ
う
の
神
様
が
物
語
り
ま
し
た
．

63



 C
hironnup yaieyukar,

〝Tow
a tow

a to

〞

Tow
a tow

a to

Shineanto ta  arm
oisam

 un  nunipeash kusu

sapash.

Shum
atum

u  chashchash,  tow
a tow

a to

nitum
u chashchash,  tow

a  tow
a to

sapash kor  shietok un  inkarash aw
a

arm
oisam

 ta  hunpe yan w
a

ainupitoutar  ushiyakko  turpa kane
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isoetapkar  iso erim
se  ichautar  irurautar

utasatasa  nishpautar  isoeonkam
ip

（
１
）

em
ush ruikep  arm

oisam
a  kokunnatara,

chinukat chiki  shino chieyaikopuntek.

“H
etakta usa  tooani  chikoshirepa

ponno poka  chiahupkar okai.

” ari

yainuash kushu 

〝O
nonno!
（
２
） O

nonno!

〞 ari

hotuipaash kor,

shum
atum

u  chashchash,  tow
a tow

a to

nitum
u  chashchash,  tow

a tow
a to

payeash aine  hankeno payeash  inkarash aw
a
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senneka shui  inkarash kuni  chiram
uai

hum
pe yan ruw

e  nekuni patek  chiram
uap

arm
oisam

 ta  setautar  osom
ai an w

a

poro shinupuri  chishireanu,

new
aanpe  hum

pe ne kuni  chiram
u ruw

e

ne rokokai.

A
inupitoutar  isoerim

se  isoetapkar

usa icha  usa irura  kishiri nekuni

chiram
urokpe  shipashkurutar

shi tokpa  shi charichari

tonta terke  teta terke  shirine aw
okai.
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Irushkakeutum
  chiyaikore.

“Toishikim
anaush  tow

a tow
a to

w
enshikim

anaush  tow
a tow

a to

sarpoki huraot  tow
a tow

a to

sarpoki m
unin  tow

a tow
a to

ointenu  tow
a tow

a to

otaipenu  tow
a tow

a to

inkar hetap  neptap teta  ki hum
i okai.

”
O

row
ano shui

shum
atum

u chashchash,  tow
a tow

a to

nitum
u chashchash,  tow

a tow
a to
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rutteksam
 peka  hoyupuash kor

inkarash aw
a  unetokta

chip an kane  shiran kiko  chiposhketa

ainu tunpish  uniw
ente

（
３
） kor okai,

“U
sainetap shui  nep achom

atup

an w
a tapne  shirki kiya, senne nepeka

chipkohokush  utar hene  okai ruw
e hean?

H
etakta usa  nohankeno  payeash w

a

ainuorushpe  chinu okai.

”

yainuash kushu  tapan hokokse

（
４
）

chiriknapuni,
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shum
atum

u chashchash,  tow
a tow

a to

nitum
u chashchash,  tow

a tow
a to

terkeash kane  payeash w
a  inkarash aw

a

chip ne kuni  chiram
uap  atuiteksam

ta an

shirar ne w
a,  ainu ne kuni  chiram

uap

tu porourir  ne aw
okai.

Tu porourir  tannerekuchi  rurpa yonpa,

ikichi shiri  uniw
ente an  shirine pekor

chinukan ruw
e  ne aw

okai.

“Toishikim
anaush,  tow

a tow
a to

w
enshikim

anaush,  tow
a tow

a to
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sarpoki huraot,  tow
a tow

a to

sarpoki m
unin,  tow

a tow
a to

ointenu,  tow
a tow

a to

otaipenu,  tow
a tow

a to

inkar hetap  neptap teta  ki hum
i okai.

”

O
row

a no shui

shum
atum

u chashchash,  tow
a tow

a to

nitum
u chashchash,  tow

a tow
a to

terkeash kane  petturashi  payeash aw
a,

toop penata  m
enoko tunpish

utka otta  roshki kane  uchishkar kor okai,
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chinukar chiki  chiehom
atu,

“U
sainetapshui  nep w

enpe an,

nep ashurek

（
５
） w

ata  uchishkaran

（
６
） shiri

okaipe ne ya?

H
etaktausa  shirepaash w

a  ainuorushpe

chinu okai.

”

yainuash kushu,

shum
atum

u chashchash,  tow
a tow

a to

nitum
u chashchash,  tow

a tow
a to

terkeash kane  payeash w
a  inkarash aw

a

pethontom
ta  tu uraini  roshki kanan ko,

71



tu uraiikushpe  chiukururu ko,

tu m
enoko  uko hepoki  ukohetari kane

uchishkar shiri  ne kuni  chiram
u ruw

e

ne aw
okai,

“Toishikim
anaush,  tow

a tow
a to

w
enshikim

anaush,  tow
a tow

a to

sarpoki huraot,  tow
a tow

a to

sarpoki m
unin,  tow

a tow
a to

ointenu,  tow
a tow

a to

otaipenu,  tow
a tow

a to

inkar hetap  neptap teta  ki hum
i okai.

”
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O
row

ano shui  petturashi

shum
atum

u chashchash,  tow
a tow

a to

nitum
u chashchash,  tow

a tow
a to

terkeash kane  hoshippa ash w
a  arkiash.

Shietokun  inkarash aw
a,

nekonne shiri  ne nankora,

chiunchisehe  nuikohopuni

kam
uinish kata  rikin shupuya

kutteknish ne,  chinukar chiki

hom
atpaash  yainuturainuash pakno

hom
atpaash,  m

atrim
im

se

（
７
）  chiriknapuni
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terkeash aw
a  unetunankar  hem

antaanpe

taruipeutanke

（
８
）  riknapuni  unteksam

ta

chitursere, inkarash aw
a  chim

achihi

hom
atuipor  eun kane  hese haw

e  taknatara:

〝C
hikor nishpa  nekonne haw

e tan?

〞

H
aw

ash chiki  inkarash aw
a  neita tapne

chiseuhui  an pokor  inkarash aw
a

chiunchisehe  ene ani nepkor

ash kane an,  ape ka isam
  shupuya ka isam

,

oroyachiki  chim
achihi  iyuta ko

rapoketa  rerarui w
a  tuituye am

am

74アイヌ神謡集



m
urihi  rera paru shiri

shupuya nepkor  chinukan ruw
e  ne rokokai.

N
unipeash yakka  aep om

ukenash  kashikunshui,

peutankeash w
a  chim

achihi

ehom
atu kushu,  tuituye koran  am

am
 neyakka

m
ui turano  eyapkir w

a  isam
 kushu,

tanukuran anak  sayosakash,

irushkaash kushu  chiam
asotki  sotkiasam

chikoyayoshura.

“Toishikim
anaush,  tow

a tow
a to

w
enshikim

anaush,  tow
a tow

a to
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sarpoki huraot,  tow
a tow

a to

sarpoki m
unin,  tow

a tow
a to

ointenu,  tow
a tow

a to

otaipenu,  tow
a tow

a to

inkar hetap  neptap teta  ki hum
i okai.

”

                                   ari

                C
hironnup tono yaieyukar.

（
１
）
　isoeonkam

i

．iso 

は
海
幸
，eonkam

i 

は
…
…
を
謝
す
事
．

　
鯨
が
岸
で
打
ち
上
げ
ら
れ
る
の
は
，
海
の
大
神
様
が
人
間
に
下
さ
る
為
に

　
御
自
分
で
持
っ
て
来
て
，
岸
へ
打
ち
上
げ
て
下
さ
る
も
の
だ
と
信
じ
て
，
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そ
の
時
は
必
ず
重
立
っ
た
人
が
盛
装
し
て
沖
の
方
を
む
い
て
礼
拝
を
し
ま

　
す
．

（
２
）
　ononno

．
こ
れ
は
海
に
山
に
猟
に
出
た
人
が
何
か
獲
物
を
持
っ
て

　
帰
っ
て
来
た
時
に
そ
れ
を
迎
え
る
人
が
口
々
に
言
う
言
葉
で
す
．

（
３
）
　uniw

ente
…
…
大
水
害
の
あ
と
，
火
災
の
あ
と
，
火
山
の
破
裂
の

　
あ
と
，
そ
の
他
種
々
な
天
災
の
あ
っ
た
あ
と
な
ど
に
，
ま
た
は
人
が
熊
に

　
喰
わ
れ
た
り
，
海
や
川
に
落
ち
た
り
，
そ
の
他
な
に
に
よ
ら
ず
変
っ
た
事

　
で
負
傷
し
た
り
，
死
ん
だ
り
し
た
場
合
に
行
う
儀
式
の
事
．

　
そ
の
時
は
槍
や
刀
の
さ
き
を
互
い
に
突
き
合
せ
な
が
ら
お
悔
み
の
言
葉
を

　
交
し
ま
す
．
一
つ
の
村
に
罹
災
者
が
出
来
る
と
，
近
所
の
村
々
か
ら
沢
山

　
の
代
表
者
が
そ
の
村
に
集
っ
て
そ
の
儀
式
を
行
い
ま
す
が
，
一
人
と
一
人
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で
も
致
し
ま
す
．

（
４
）
　hokokse

…
…uniw

ente 

の
時
，
ま
た
大
へ
ん
な
変
り
事
が
出
来

　
た
時
に
神
様
に
救
い
を
求
め
る
時
の
男
の
叫
び
声
．
フ
オ
ホ
ホ
ー
イ
と
，

　
こ
れ
は
男
に
限
り
ま
す
．

（
５
）
　ashur 
は
変
っ
た
話
，ek 

は
来
る
．

　
…
…
村
か
ら
遠
い
所
に
旅
に
出
た
人
が
病
気
し
た
と
か
死
ん
だ
と
か
し
た

　
時
に
そ
の
所
か
ら
そ
の
人
の
故
郷
へ
使
者
が
そ
の
変
事
を
知
ら
せ
に
来
る

　
と
か
，
外
の
村
で
誰
々
が
死
に
ま
し
た
と
か
，
何
々
の
変
っ
た
事
が
あ
り

　
ま
し
た
と
か
と
村
へ
人
が
知
ら
せ
に
来
る
事
を
云
い
ま
す
．

　
そ
の
使
者
を ashurkorkur

（
変
っ
た
話
を
持
つ
人
）
と
云
い
ま
す
．

　ashurkorkur 

は
村
の
近
く
へ
来
た
時
に
先
ず
大
声
を
あ
げ
て hokokse
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（
フ
オ
ホ
ホ
ー
イ
）
を
し
ま
す
．
す
る
と
，
そ
れ
を
き
き
つ
け
た
村
人
は

　
，
や
は
り
大
声
で
叫
び
な
が
ら
村
は
ず
れ
ま
で
出
迎
え
て
そ
の
変
り
事
を

　
き
き
ま
す
．

（
６
）
　uchishkar

…
…
泣
き
合
う
．
こ
れ
は
女
の
挨
拶
，
長
く
別
れ
て
い

　
て
久
し
ぶ
り
で
会
っ
た
時
，
近
親
の
者
が
死
ん
だ
時
，
誰
か
が
な
に
か
大

　
変
な
危
険
に
あ
っ
て
，
や
っ
と
免
れ
た
時
な
ど
に
，
女
ど
う
し
で
手
を
取

　
り
合
っ
た
り
，
頭
や
肩
を
抱
き
合
っ
た
り
し
て
泣
く
事
．

（
７
）
　m

atrim
im

se

（
女
の
叫
び
声
）
…
…
何
か
急
変
の
場
合
ま
た
は u

　niw
ente 

の
場
合
，
男
は hokokse
（
フ
オ
ホ
ホ
ー
イ
）
と
太
い
声
を
出
し

　
ま
す
が
，
女
は
ほ
そ
く
ホ
ー
イ
と
叫
び
ま
す
．

　
女
の
声
は
男
の
声
よ
り
も
高
く
強
く
ひ
び
く
の
で
神
々
の
耳
に
も
先
に
は
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い
る
と
云
い
ま
す
．
そ
れ
で
急
な
変
事
が
起
っ
た
時
に
は
，
男
で
も
女
の

　
様
に
ほ
そ
い
声
を
出
し
て
，
二
声
三
声
叫
び
ま
す
．

（
８
）
　peutanke

…
…rim

im
se 

と
同
じ
意
で
す
が
，
こ
れ
は
普
通
よ
く

　
用
い
ら
れ
る
言
葉
で
，rim

im
se 

の
方
は
少
し
難
か
し
い
言
葉
に
な
っ
て

　
い
ま
す
．
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狐
が
自
ら
歌
っ
た
謡
「
ト
ワ
ト
ワ
ト
」

ト
ワ
ト
ワ
ト

あ
る
日
に
海
辺
へ
食
物
を
拾
い
に

出
か
け
ま
し
た
．

石
の
中
ち
ゃ
ら
ち
ゃ
ら

木
片
の
中
ち
ゃ
ら
ち
ゃ
ら

行
き
な
が
ら
自
分
の
行
手
を
見
た
と
こ
ろ
が

海
辺
に
鯨
が
寄
り
上
っ
て

人
間
た
ち
が
み
ん
な
盛
装
し
て
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海
幸
を
ば
喜
び
舞
い
海
幸
を
ば
喜
び
躍
り
肉
を
切
る
者
運
ぶ
者
が

行
き
交か
っ
て
重
立
っ
た
人
た
ち
は
海
幸
を
ば
謝
し
拝
む
者

刀
を
と
ぐ
者
な
ど
浜
一
ぱ
い
に
黒
く
見
え
ま
す
．

私
は
そ
れ
を
見
る
と
大
層
喜
び
ま
し
た
．

「
あ
あ
早
く
あ
そ
こ
へ
着
い
て

少
し
で
も
い
い
か
ら
貰
い
た
い
も
の
だ
」
と

思
っ
て
「
ば
ん
ざ
ー
い
！
　
ば
ん
ざ
ー
い
」
と

叫
び
な
が
ら

石
の
中
ち
ゃ
ら
ち
ゃ
ら

木
片
の
中
ち
ゃ
ら
ち
ゃ
ら

行
っ
て
行
っ
て
近
く
へ
行
っ
て
見
ま
し
た
ら
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ち
っ
と
も
思
い
が
け
な
か
っ
た
の
に

鯨
が
上
っ
た
の
だ
と
ば
か
り
思
っ
た
の
は

浜
辺
に
犬
ど
も
の
便
所
が
あ
っ
て

大
き
な
糞
の
山
が
あ
り
ま
す
，

そ
れ
を
鯨
だ
と
私
は
思
っ
た
の
で

あ
り
ま
し
た
．

人
間
た
ち
が
海
幸
を
ば
喜
ん
で
躍
り
海
幸
を
ば
喜
び
舞
い

肉
を
切
っ
た
り
は
こ
ん
だ
り
し
て
い
る
の
だ
と

私
が
思
っ
た
の
は
か
ら
す
ど
も
が

糞
を
つ
っ
つ
き
糞
を
散
ら
し
散
ら
し

そ
の
方
へ
飛
び
こ
の
方
へ
飛
び
し
て
い
る
の
で
し
た
．
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私
は
腹
が
立
ち
ま
し
た
．

「
眼
の
曇
っ
た
つ
ま
ら
な
い
奴

眼
の
曇
っ
た
悪
い
奴

尻
尾
の
下
の
臭
い
奴

尻
尾
の
下
の
腐
っ
た
奴

お
尻
か
ら
や
に
の
出
る
奴

お
尻
か
ら
汚
い
水
の
出
る
奴

な
ん
と
い
う
物
の
見
方
を
し
た
の
だ
ろ
う
．
」

そ
れ
か
ら
ま
た

石
の
中
ち
ゃ
ら
ち
ゃ
ら

木
片
の
中
ち
ゃ
ら
ち
ゃ
ら
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海
の
そ
ば
か
ら
走
り
な
が
ら

見
た
と
こ
ろ
が
私
の
行
手
に

舟
が
あ
っ
て
そ
の
舟
の
中
で

人
間
が
二
人
互
い
に
お
悔
み
を
の
べ
て
い
ま
す
，

「
お
や
，
何
の
急
変
が

あ
る
の
で
あ
あ
い
う
事
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
，
も
し
や

舟
と
一
し
ょ
に 

引  

繰 

ひ
っ
く
り

か
え
っ
た
人
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
し
ら
，

お
お
早
く
ず
っ
と
近
く
へ
行
っ
て

人
の
話
を
聞
き
た
い
も
の
だ
．
」

と
思
う
の
で
フ
オ
ホ
ホ
ー
イ
と

高
く
叫
ん
で
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石
の
中
ち
ゃ
ら
ち
ゃ
ら

木
片
の
中
ち
ゃ
ら
ち
ゃ
ら

飛
ぶ
よ
う
に
し
て
行
っ
て
見
た
ら

舟
だ
と
思
っ
た
の
は
浜
辺
に
あ
る

岩
で
あ
っ
て
，
人
だ
と
思
っ
た
の
は

二
羽
の
大
き
な
鵜
で
あ
っ
た
の
で
し
た
．

二
羽
の
大
き
な
鵜
が
長
い
首
を
の
ば
し
た
り
縮
め
た
り

し
て
い
る
の
を
悔
み
を
言
い
合
っ
て
い
る
様
に

私
は
見
た
の
で
あ
り
ま
し
た
．

「
眼
の
曇
っ
た
つ
ま
ら
な
い
奴

眼
の
曇
っ
た
悪
い
奴
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尻
尾
の
下
の
臭
い
奴

尻
尾
の
下
の
腐
っ
た
奴

お
尻
か
ら
や
に
の
出
る
奴

お
尻
か
ら
汚
い
水
の
出
る
奴

な
ん
と
い
う
物
の
見
方
を
し
た
の
だ
ろ
う
．
」

そ
れ
か
ら
ま
た

石
の
中
ち
ゃ
ら
ち
ゃ
ら

木
片
の
中
ち
ゃ
ら
ち
ゃ
ら

飛
ぶ
様
に
し
て
川
を
の
ぼ
っ
て
行
き
ま
し
た
と
こ
ろ
が

ず
ー
っ
と
川
上
に
女
が
二
人

浅
瀬
に
立
っ
て
い
て
泣
き
合
っ
て
い
ま
す
．
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私
は
そ
れ
を
見
て
ビ
ッ
ク
リ
し
て

「
お
や
，
な
ん
の
悪
い
事
が
あ
っ
て

な
ん
の
凶
報
が
来
て
あ
ん
な
に
泣
き
合
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
？

あ
あ
早
く
着
い
て
人
の
話
を

聞
き
た
い
も
の
だ
．
」

と
思
っ
て

石
の
中
ち
ゃ
ら
ち
ゃ
ら

木
片
の
中
ち
ゃ
ら
ち
ゃ
ら

飛
ぶ
様
に
し
て
行
っ
て
見
た
ら

川
の
中
程
に
二
つ
の
簗やな
が
あ
っ
て
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二
つ
の
簗
の
杭くい
が
流
れ
に
あ
た
っ
て
グ
ラ
グ
ラ
動
い
て
い
る
の
を

二
人
の
女
が
う
つ
む
い
た
り
仰
む
い
た
り
し
て

泣
き
合
っ
て
い
る
の
だ
と
私
は
思
っ
た
の

で
あ
り
ま
し
た
．

「
眼
の
曇
っ
た
つ
ま
ら
ぬ
奴

眼
の
曇
っ
た
悪
い
奴

尻
尾
の
下
の
臭
い
奴

尻
尾
の
下
の
腐
っ
た
奴

お
尻
か
ら
や
に
の
出
る
奴

お
尻
か
ら
汚
い
水
の
出
る
奴

な
ん
と
い
う
物
の
見
方
を
し
た
の
だ
ろ
う
．
」
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そ
れ
か
ら
ま
た
，
川
を
の
ぼ
っ
て

石
の
中
ち
ゃ
ら
ち
ゃ
ら

木
片
の
中
ち
ゃ
ら
ち
ゃ
ら

飛
ぶ
よ
う
に
し
て
帰
っ
て
来
ま
し
た
．

自
分
の
行
手
を
見
ま
し
た
と
こ
ろ
が

ど
う
し
た
の
だ
か

私
の
家
が
燃
え
あ
が
っ
て

大
空
へ
立
ち
の
ぼ
る
煙
は

立
ち
こ
め
た
雲
の
様
で
す
．
そ
れ
を
見
た
私
は

ビ
ッ
ク
リ
し
て
気
を
失
う
ほ
ど

驚
き
ま
し
た
．
女
の
声
で
叫
び
な
が
ら
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飛
び
上
り
ま
す
と
，
む
こ
う
か
ら
誰
か
が

大
き
な
声
で
ホ
ー
イ
と
叫
び
な
が
ら
私
の
そ
ば
へ

飛
ん
で
来
ま
し
た
．
見
る
と
そ
れ
は
私
の
妻
で

ビ
ッ
ク
リ
し
た
顔
色
で
息
せ
き
き
っ
て
，

「
旦
那
様
ど
う
し
た
の
で
す
か
？
」

と
云
う
の
で
，
見
る
と

火
事
の
様
に
見
え
た
の
に

私
の
家
は
も
と
の
ま
ま

た
っ
て
い
ま
す
．
火
も
な
し
，
煙
も
あ
り
ま
せ
ん
．

そ
れ
は
，
私
の
妻
が 

搗  

物 

つ
き
も
の

を
し
て
い
る
と

そ
の
時
に
風
が
強
く
吹
い
て
簸
て
い
る
粟
の
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糠ぬか
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
さ
ま
を

煙
の
様
に
私
は
見
た
の
で
あ
り
ま
し
た
．

食
物
を
探
し
に
出
か
け
て
も
食
物
も
見
付
か
ら
ず
，
そ
の
上
に

ま
た
，
私
が
大
声
を
上
げ
た
の
で
私
の
妻
が

そ
れ
に
驚
い
て
簸
て
い
た
粟
を
も

簸
と
一
し
ょ
に
放
り
飛
ば
し
て
し
ま
っ
た
の
で

今
夜
は
食
べ
る
事
も
出
来
ま
せ
ん

私
は
腹
立
た
し
く
て
床
の
底
へ

身
を
投
げ
て
寝
て
し
ま
い
ま
し
た
．

「
眼
の
曇
っ
た
つ
ま
ら
ぬ
奴

眼
の
曇
っ
た
悪
い
奴
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尻
尾
の
下
の
臭
い
奴

尻
尾
の
下
の
腐
っ
た
奴

お
尻
か
ら
や
に
の
出
る
奴

お
尻
か
ら
汚
い
水
の
出
る
奴

な
ん
と
い
う
物
の
見
方
を
し
た
の
だ
ろ
う
．
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
　
　
狐
の
頭
か
し
らが
物
語
り
ま
し
た
．
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          C
hironnup yaieyukar,

    

〝H
aikunterke H

aikoshitem
turi.

〞

H
aikunterke  H

aikoshitem
turi

M
oshiresani  kam

uiesani  tapkashike

chiehorari  okayash.

Shineanto ta  soita soineash  inkarash aw
a,

pirka neto netokurkashi  teshnatara,  atuisho kata

O
kikirm

ui  Shupunram
ka  Sam

ayunkur

repa kushu  resoush w
a  paye korokai.  Shirki chiki
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chikor w
enpuri  unkosankosan.

Tapanesannot  m
oshiresani  kam

ui esani

tapkashike  too heperai  too hepashi

koshneterke  chikoikkeukan  m
atunitara

nitnepause

（
１
）  pausenitkan  chikekkekekke

tapan petetok  chinukannukar  shirw
en nitnei

chihotuyekar,  neikorachi tapan petpo

petetokw
ano  yupkerera  shupne rera

chisanasanke  atuika oshm
a  hontom

ota

tapan atui  kannaatui  chipoknare

poknaatui  chikannare.  O
kikirm

ui  utarorke
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kon repachip  repunkuratui  yaunkuratui

uw
eushi ta  anisapushkap  kaiuturu

koshikarim
pa.  Tapan ruyanpe  nupuri shinne

chip kurkashi  kotososatki.  Shirki chiki

O
kikirm

ui Sam
ayunkur Shupunram

ka

hum
se tura  chipokonanpe  kohokushhokush.

Tapan ponchip  kom
ham

 turse  shikopayar

chikipokaiki  upsh anke  shirki korka

ineapkushu  ainupitoutar  okirashnu w
a

shirki nankora  tapan ponchip  rera tum
ta

kam
pekurka  echararse.
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C
hinukat chiki  chikor w

enpuri  unkosankosan.

K
oshneterke  chikoikkeukan  m

atunitara,

nitnepause  pausenitkan  chikekkekekke

shirw
en nitnei  serm

aka chiush  chikoarikiki.

Shirki aine  hunakpaketa  Sam
ayunkur

tektuika w
a  tektuipok w

a  kem
 chararse

shinkiekot.

Shirki chiki  rauki m
ina  chiuw

eshuye.

O
row

anoshui  arikikiash

koshneterke  chikoikkeukan  m
atunitara,

nitnepause  pausenitkan  chikekkekekke,
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shirw
en nitnei  serm

aka chiush.

O
kikirm

ui  Shupunram
ka  etunne kane

ukoorshutke  tum
ashnu assap  pekotopo  pekoreupa

ikichi aine  hunakpaketa  Shupunram
ka

tektuika w
a  tektuipok w

a  kem
 chararse

shinkiekot.  Shirki chiki

raukim
ina  chiuw

eshuye.

O
row

anoshui  koshne terke  chikoikkeukan

m
atunitara,  nitne pause,  pausenitkan

chikekkekekke  chikoarikiki.

K
ipnekorka  O

kikirm
ui  shinki ruw

e  oararisam
,
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earkaparpe  eitum
am

or  noye kane

chipokonanpe  kohokushhokush, iki aineno

tektuipok ta  kor kanchi  chioarkaye.

Shirki chiki,  shinkiekot  Sam
ayunkur

kotetterke  kor kanchi  eshikari  shinen ne kane

chipokonanpe  kohokushhokush.

chinukatchiki,  chikor w
enpuri  unkosankosan,

nitnepause  pausenitkan  chikekkekekke,

koshneterke  chikoikkeukan  m
atunitara,

arikikiash  shirw
en nitnei  serm

aka chiush.

K
i aineno  Sam

ayunkur  kor kanchi nakka
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chioarkaye,  O
kikirm

ui  Shupunram
ka

kotetterke,  kor kanchi  eshikari,

tum
ashnu assap  pekotopo  pekorew

e.

K
ipne korka  nea kanchi ka  ruyanpe kaye,

tata otta  O
kikirm

ui  chiposhketa

chiashtushtekka,  yupke rera  rera tum
ta

sennekashui  ainupito  unnukar kuni

chiram
u aw

a  m
oshiresani  kam

uiesani

tapkashikun  chishiknoshkike  enitom
om

o,

ipor kon ruw
e  pirka rokpe  kor w

enpuri

enantui ka  eparsere,  pushtotta

（
２
） oro  oiki kane
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hem
anta sanke  inkarash aw

a  noyaponku

noyaponai  sanasanke.

Shirki chiki  raukim
ina  chiuw

eshuye,

“A
inupito  nep ki ko  ashtom

a heki,

ene okai  noyaponai
（
３
）  nep aekarpe taana.

”

yainuash kane  tapan esannot

m
oshiresani  kam

uiesani  tapkashike

too heperai  too hepashi  koshneterke

chikoikkeukan  m
atunitara,  nitnepause

pausenitkan  chikekkekekke,

shirw
en nitnei chikopuntek.
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R
apoketa  O

kikirm
ui  eak ponai  ek aine

chiokshutuhu  kororkosanu.

Pateknetek  nekonneya  chieram
ishkare.

H
unakpaketa  yaishikarunash  inkarash aw

a

pirka shirpirka  chishireanu, atuiso kashi

teshnatara,  O
kikirm

ui  kon repachip  oararisam
.

N
ekonne hum

i  ne nankora,  chikankitaye w
ano

chipokishirke pakno  tatkararse  shikopayar.

Sennekashui  ainupito  eak ponai  ene uniyuninka kuni

chiram
uai  orow

ano  hochikachikaash,

tapan esannot  m
oshiresani  kam

uiesani
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tapkashike  too heperai  too hepashi  rayayaiseash kor

raiyepashash,  tokap hene  kunne hene  shiknuash ranke

raiash ranke  ki aineno  nekonneya

chieram
ishkare.

H
unakpaketa  yaishikarunash  inkarash aw

a,

poro shitunpe  ashurpeutut ta  okayash kane  okayash.

Tutko pakno  shiran aw
a  O

kikirm
ui  kam

uishiri ne

arki w
a  sancha otta  m

ina kane  ene itaki:

　
　

“Iram
ashire  m

oshiresani  kam
uiesani

tapkashike  epunkine  shitunpe kam
ui,

pirkapuri  kam
uipuri  kor akushu
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rai neyakka  katupirkano  ki ruw
e okai.

”

itak kane,  chisapaha  uina w
a,

unchisehe ta  am
pa w

a,  chikannanotkew
e

yaikota

（
４
） kor  ashinruikkeu ne kar,  chipoknanotkew

e

m
achihi kor  ashinruikkeu ne kar w

a,

chinetopake anak  neeno  toikom
unin w

a isam
.

O
row

ano  kunne hene  tokap hene

shihurakow
enash  ki aineno  toirai w

en rai

chiki.

Pashtakam
ui  chine ruw

e ka  som
one akorka,

arw
enpuri  chikora kushu  nepneushi ka
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chieram
peutek  w

enrai  chiki shiri tapanna.

Tew
ano okai  chironnuputar,  itekki

w
enpuri kor yan.

                 ari chironnup kam
ui yaieyukar.

（
１
）
　pau

．
狐
の
鳴
声
の
擬
声
詞
．

（
２
）
　pushtotta

…
…
鞄
の
様
な
形
の
も
の
で
，
海
猟
に
出
か
け
る
時
に

　
火
道
具
，
薬
類
，
そ
の
他
細
々
の
必
要
品
を
入
れ
て
持
っ
て
ゆ
く
も
の
．

　
同
じ
用
途
の
も
の
で piuchiop
，karop 

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
，が
蒲ま
，
ア

　
ツ
シ
織
な
ど
で
作
り
ま
す
か
ら
，
陸
で
使
用
し
ま
す
．pushtotta 

は
熊
の

　
皮
，
あ
ざ
ら
し
の
皮
，
そ
の
他
の
毛
皮
で
製
し
ま
す
か
ら
水
が
と
お
ら
な
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い
の
で
，
海
へ
持
っ
て
行
く
の
で
す
．

（
３
）
　noya ai

…
…
蓬
の
矢
．
蓬
は
ア
イ
ヌ
の
尊
ぶ
草
で
す
．
蓬
の
矢
で

　
打
た
れ
る
と
，
浮
ぶ
事
が
出
来
な
い
か
ら
悪
魔
の
最
も
恐
れ
る
も
の
だ
と

　
云
う
の
で
，
遠
出
す
る
と
き
必
要
品
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
ま
す
．

（
４
）
　
も
と
は
男
の
便
所
と
女
の
便
所
は
別
に
な
っ
て
い
ま
し
た
．ashi

　nru 

も eosineru 

も
同
じ
く
便
所
の
事
．

　
狐
の
中
で
黒
狐
は
最
も
尊
い
も
の
だ
と
し
て
い
ま
す
．
海
の
中
に
突
き
出

　
て
い
る
岬
は
大
概
黒
狐
の
所
領
で
，
黒
狐
は
よ
っ
ぽ
ど
の
大
へ
ん
が
な
け

　
れ
ば
，
人
に
声
を
き
か
せ
な
い
と
申
し
ま
す
．

　O
kikurum

i

（O
kikirm

ui

）
と Sam

ayunkur 

と Shupunram
ka 

と
は
い

　
と
こ
同
士
で
，Shupunram

ka 

は
一
ば
ん
年
上
で O

kikirm
ui 

は
一
ば
ん
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年
下
だ
と
云
い
ま
す
．Shupunram

ka 

は
温
和
な
人
で
内
気
で
す
か
ら
な

　
に
も
話
が
あ
り
ま
せ
ん
が
，Sam

ayunkur 

は
短
気
で
，
智
恵
が
浅
く
，

　
あ
わ
て
者
で
，
根
性
が
悪
い
弱
虫
で
，O

kikirm
ui 

は
神
の
様
に
智
恵
が

　
あ
り
，
情
深
く
，
勇
気
の
あ
る
え
ら
い
人
だ
と
云
う
の
で
，
そ
の
物
語
り

　
は
無
限
と
い
う
ほ
ど
沢
山
あ
り
ま
す
．
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狐
が
自
ら
歌
っ
た
謡

　
　
　
「
ハ
イ
ク
ン
テ
レ
ケ
　
ハ
イ
コ
シ
テ
ム
ト
リ
」

ハ
イ
ク
ン
テ
レ
ケ
　
ハ
イ
コ
シ
テ
ム
ト
リ

国
の
岬
，
神
の
岬
の
上
に

私
は
坐
し
て
居
り
ま
し
た
．

あ
る
日
に
外
へ
出
て
見
ま
す
と

海
は
凪な
ぎ
て
ひ
ろ
び
ろ
と
し
て
い
て
，
海
の
上
に

オ
キ
キ
リ
ム
イ
と
シ
ュ
プ
ン
ラ
ム
カ
と
サ
マ
ユ
ン
ク
ル
が

海
猟
に
三
人
乗
り
で
出
か
け
て
い
ま
す
，
そ
れ
を
見
た
私
は
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私
の
持
っ
て
る
悪
い
心
が
む
ら
む
ら
と
出
て
来
ま
し
た
．

こ
の
岬
，
国
の
岬
，
神
の
岬

の
上
を
ず
ー
っ
と
上
へ
ず
ー
っ
と
下
へ

軽
い
足
取
り
で
腰
や
わ
ら
か
に
か
け
出
し
ま
し
た
．

重
い
調
子
で
木
片
を
ポ
キ
リ
ポ
キ
リ
と
折
る
様
に
パ
ー
ウ
，
パ
ウ
と
叫
び

こ
の
川
の
水
源
を
に
ら
み
に
ら
み
暴
風
の
魔
を

呼
び
ま
し
た
．
す
る
と
，
そ
れ
に
つ
れ
て
こ
の
川
の

水
源
か
ら
烈
し
い
風
，
つ
む
じ
風
が

吹
き
出
し
て
海
に
は
い
る
と
直
ぐ
に

こ
の
海
は
，
上
の
海
が
下
に
な
り

下
の
海
が
上
に
な
り
ま
し
た
．
オ
キ
キ
リ
ム
イ
た
ち
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の
漁
舟
は
沖
の
人
の
海
と
，
陸
の
人
の
海
と
の

出
会
っ
た
と
こ
ろ
（
海
の
中
程
）
に
，
非
常
な
急
変
に
会
っ
て
波
の
間
を

ク
ル
リ
と
廻
り
ま
し
た
．
大
き
な
浪
が
山
の
様
に

舟
の
上
へ
か
ぶ
さ
り
寄
り
ま
す
．
す
る
と
，

オ
キ
キ
リ
ム
イ
，
サ
マ
ユ
ン
ク
ル
，
シ
ュ
プ
ン
ラ
ム
カ
は

声
を
ふ
る
っ
て
，
舟
を
漕
ぎ
ま
し
た
．

こ
の
小
さ
い
舟
は
落
葉
の
飛
ぶ
様
に
吹
き
飛
ば
さ
れ

今
に
も
く
つ
が
え
り
そ
う
に
な
る
け
れ
ど
も

感
心
に
も
人
間
た
ち
は
力
強
く
て

こ
の
小
舟
は
風
の
中
に

波
の
上
を
す
べ
り
ま
す
．
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そ
れ
を
見
る
と
私
の
持
っ
て
い
る
悪
い
心
が
む
ら
む
ら
と
出
て
来
ま
し
た
．

軽
い
足
取
り
で
腰
や
わ
ら
か
に
か
け
ま
わ
り
，

重
い
調
子
で
木
片
が
ポ
キ
リ
ポ
キ
リ
と
折
れ
る
様
に
パ
ウ
，
パ
ウ
と
叫
び

暴
風
の
魔
を
声
援
す
る
の
み
に
精
を
出
し
ま
し
た
．

そ
う
し
て
る
中
に
，
や
っ
と
，
サ
マ
ユ
ン
ク
ル
が

手
の
上
か
ら
，
手
の
下
か
ら
血
が
流
れ
て

疲
れ
て
た
お
れ
ま
し
た
．

そ
の
さ
ま
を
見
て
私
は
ひ
そ
か
に
笑
い
を
浮
べ
ま
し
た
．

そ
れ
か
ら
ま
た
，
精
を
出
し
て

軽
い
足
取
り
で
腰
や
わ
ら
か
に
か
け
ま
わ
り

重
い
調
子
で
木
片
を
ポ
キ
リ
ポ
キ
リ
と
折
る
様
に
叫
び
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暴
風
の
魔
を
声
援
し
ま
し
た
．

オ
キ
キ
リ
ム
イ
と
シ
ュ
プ
ン
ラ
ム
カ
と
二
人
で

励
ま
し
合
い
な
が
ら
勇
ま
し
く
舟
を
漕
い
で

居
り
ま
し
た
が
，
と
，
あ
る
時
シ
ュ
プ
ン
ラ
ム
カ
は

手
の
上
か
ら
手
の
下
か
ら
血
が
流
れ
て

疲
れ
て
た
お
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
，
そ
れ
を
見
て

ひ
そ
か
に
私
は
笑
い
ま
し
た
．

そ
れ
か
ら
ま
た
軽
い
足
取
り
で
腰
や
わ
ら
か
に

飛
び
ま
わ
り
重
い
調
子
で
か
た
い
木
片
を

ポ
キ
リ
ポ
キ
リ
と
折
る
様
に
叫
び
精
を
出
し
ま
し
た
．

け
れ
ど
も
，
オ
キ
キ
リ
ム
イ
は
疲
れ
た
様
子
は
少
し
も
無
い
．
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一
枚
の
薄
物
を
体
に
ま
と
い
，

舟
を
漕
い
で
い
ま
す
，
そ
の
う
ち
に

手
の
下
で
そ
の
持
っ
て
い
た
檝
が
折
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
．

す
る
と
，
疲
れ
死
ん
だ
サ
マ
ユ
ン
ク
ル
に

躍
り
か
か
り
そ
の
持
っ
て
い
る
檝
を
も
ぎ
と
っ
て
た
っ
た
一
人
で

舟
を
漕
ぎ
ま
し
た
．

私
は
そ
れ
を
見
る
と
，
持
前
の
悪
い
心
が
む
ら
む
ら
と
出
て
来
ま
し
た
．

重
い
調
子
で
か
た
い
木
片
を
ポ
キ
リ
ポ
キ
リ
と
折
る
様
に
叫
び

軽
い
足
取
り
で
腰
や
わ
ら
か
に
か
け
ま
わ
り

精
を
出
し
て
暴
風
の
魔
に
声
援
し
ま
し
た
．

そ
う
し
て
る
う
ち
に
サ
マ
ユ
ン
ク
ル
の
舵
も
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折
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
．
オ
キ
キ
リ
ム
イ
は
シ
ュ
プ
ン
ラ
ム
カ
に

躍
り
か
か
り
そ
の
檝
を
と
っ
て

勇
ま
し
く
舟
を
漕
ぎ
ま
し
た
．

け
れ
ど
も
彼
の
檝
も
波
に
折
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
．

そ
こ
で
，
オ
キ
キ
リ
ム
イ
は
舟
の
中
に

立
ち
つ
く
し
て
，
烈
し
い
風
の
う
ち
に

ま
さ
か
人
間
の
彼
が
私
を
見
つ
け
よ
う
と
は

思
わ
な
か
っ
た
に
，
国
の
岬
，
神
の
岬
の

上
の
，
私
の
眼
の
央
を
見
つ
め
ま
し
た
．

今
ま
で
や
さ
し
か
っ
た
顔
に
怒
り
の
色
を

あ
ら
わ
し
て
，
鞄
を
い
じ
っ
て
い
た
が
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中
か
ら
出
し
た
も
の
を
見
る
と
，
蓬
よ
も
ぎ
の
小
弓
と

蓬
の
小
矢
を
取
り
出
し
ま
し
た
．

そ
れ
を
見
て
ひ
そ
か
に
私
は
笑
い
ま
し
た
．

「
人
間
な
ぞ
何
を
し
た
っ
て
，
恐
い
事
が
あ
る
も
の
か
，

あ
ん
な
蓬
の
小
矢
は
何
に
使
う
も
の
だ
ろ
う
．
」

と
思
っ
て
こ
の
岬

国
の
岬
，
神
の
岬
の
上
を

ず
ー
っ
と
上
へ
ず
ー
っ
と
下
へ
軽
い
足
取
り
で

腰
や
わ
ら
か
に
か
け
ま
わ
り
，
重
い
調
子
で

か
た
い
木
片
を
ポ
キ
リ
ポ
キ
リ
と
折
る
様
に
パ
ウ
，
パ
ウ
と
叫
び

暴
風
の
魔
を
ほ
め
た
た
え
ま
し
た
．
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そ
の
中
に
オ
キ
キ
リ
ム
イ
の
射
放
し
た
矢
が
飛
ん
で
来
ま
し
た
が

ち
ょ
う
ど
私
の 

襟  

首 

え
り
く
び

の
と
こ
ろ
へ
突
き
さ
さ
り
ま
し
た
．

そ
れ
っ
き
り
あ
と
ど
う
な
っ
た
か
解
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
．

ふ
と
気
が
つ
い
て
見
る
と

大
そ
う
好
い
お
天
気
で
，
海
の
上
は

広
々
と
し
て
，
オ
キ
キ
リ
ム
イ
の
漁
舟
も
な
に
も
あ
り
ま
せ
ん
．

ど
う
し
た
事
か
私
の
頭
の
さ
き
か
ら

足
の
さ
き
ま
で
雁
皮
が
燃
え
縮
む
様
に
痛
み
ま
す
．

ま
さ
か
人
間
の
射
た
小
さ
な
矢
が
こ
ん
な
に
私
を
苦
し
め

よ
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
に
，
そ
れ
か
ら
手
足
を
も
が
き
苦
し
み

こ
の
岬
，
国
の
岬
，
神
の
岬
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の
上
を
，
ず
ー
っ
と
上
へ
，
ず
ー
っ
と
下
へ
泣
き
叫
び
な
が
ら

も
が
き
苦
し
み
，
昼
で
も
夜
で
も
生
き
た
り

死
ん
だ
り
，
し
て
い
る
中
に
，
ど
う
し
た
か

わ
か
ら
な
く
な
り
ま
し
た
．

ふ
と
気
が
つ
い
て
見
る
と
，

大
き
な
黒
狐
の
耳
と
耳
と
の
間
に
私
は
居
り
ま
し
た
．

二
日
ほ
ど
た
っ
た
時
，
オ
キ
キ
リ
ム
イ
が
神
様
の
様
な
様
子
で

や
っ
て
来
て
，
ニ
コ
ニ
コ
笑
っ
て
言
う
こ
と
に
は
，

「
ま
あ
見
ば
の
よ
い
事
，
国
の
岬
，
神
の
岬

の
上
を
見
守
る
黒
狐
の
神
様
は
，

善
い
心
，
神
の
心
を
持
っ
て
い
た
か
ら
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死
に
ざ
ま
の
見
ば
の
よ
い
死
方
を
し
た
の
で
す
ね
．
」

言
い
な
が
ら
私
の
頭
を
取
っ
て
，

自
分
の
家
へ
持
っ
て
行
き
私
の
上
顎
の
骨
を

自
分
の
便
所
の
ど
だ
い
と
し
，
私
の
下
顎
を

そ
の
妻
の
便
所
の
礎
と
し
て
，

私
の
か
ら
だ
は
そ
の
ま
ま
土
と
共
に
腐
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
．

そ
れ
か
ら
夜
で
も
昼
で
も

悪
い
臭
気
に
苦
し
ん
で
い
る
中
に
私
は
つ
ま
ら
な
い
死
方
，
悪
い

死
方
を
し
ま
し
た
．

た
だ
の
身
分
の
軽
い
神
で
も
な
か
っ
た
の
で
す
が

大
変
な
悪
い
心
を
私
は
持
っ
て
い
た
為
な
ん
に
も
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な
ら
な
い
，
悪
い
死
方
を
私
は
し
た
の
で
す
か
ら

こ
れ
か
ら
の
狐
た
ち
よ
，
決
し
て

悪
い
心
を
持
ち
な
さ
る
な
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
狐
の
神
様
が
物
語
り
ま
し
た
．
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  Isepo yaieyukar,

〝Sam
paya terke

〞

Sam
paya terke

Tu pinnai kam
a  re pinnai kam

a  terkeash kane

shinotash kor  yupinekur oshi  ekim
un payeash.

K
eshtoanko  yupinekur  oshi payeash  ingarash ko,

A
inupito  kuare

（
１
） w

a anko,  ne ku yupinekur

hechaw
ere ranke,  new

aanbe  chiem
ina kor patek

okayashpe nekushu,  tananto shui

payeash w
a  ingarash aw

a,  sennekashui
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shiran kuni  chiram
uai

yupinekur  kuorokush w
a  rayaiyaise koran.

C
hiehom

atu  yupinekur  sam
aketa

terkeash w
a  paye ash aw

a,  yupinekur

chish turano  ene itaki:

　
　

“Ingarkusu  chiakinekur,  tantew
ano

ehoyupu w
a  eom

an w
a

akor kotan  kotanoshm
akta  eshirepa chiki

‘Y
upinekur  kuorokush na,  hu ohohoi!

’ ari

ehotuipa kushnena.

”

haw
ash chiki,
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chieesekur  echiu kane,  orow
ano

tu pinnai kam
a  re pinnai kam

a  terkeash kane

shinotash kor  sapash aine,

chikor kotan  kotanoshm
ake  chikoshirepa.

O
tta eashir  yupinekur  unuitekai

chieshikarun,  tanrui hotuye  chiki kushne aw
a

yupinekur  nekontapne  unuitek aw
a

oar chioira.  C
hiashtushtekkaash

chieyaishikarunka,  kipnekorka  oar chioira.

O
row

ano  hetopo shui

tu pinnai kam
a  re pinnai kam

a
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horkaterke  horkatapkar  chiki kane,

yupinekur  ottaani un  arkiash w
a

ingarash aw
a  nepka isam

.

Y
upinekur  ouse kem

i  shirush  kane shiran.

”

   

（ari anko oyakta terke

）

〝K
etka w

oiw
oi  ketka,  ketka w

oi ketka.

〞

keshtoanko  kim
ta payeash,

A
inupito  arew

aan ku  chihechaw
ere,

new
aanbe  chiem

ina kor patek  okayash aw
a

shineanta shui,  neaita ku aare kane

shiran kiko,  utorsam
ata  pon noyaku
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aare kane shiran,

chinukar chiki

〝Eneokaipe  nep aekarpe tan?

〞

yainuash  chiem
ina rushui kushu

ponno chikeretek,  nani kiraash kusu

ikichiash aw
a  sennekashui  shirki kuni

chiram
uai,  nea ku oro  chioshm

a hum
i

chim
onetoko  rorkosanu.

K
iraash kushu  yayehotuririash ko

poo yupkeno  aunnunba  enew
a poka

ikichiashi ka  isam
 kusu  chishash kor
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okayash aw
a  unsam

ata  hem
antaanpe

chitursere,  ingarash aw
a,  chiakinekur

ne kanean.  C
hienupetne w

a  chiutarihi

chikoashuranure  chiuitek aw
a

orow
ano  chitere ikeka,  nep hum

i ka  oararisam
.

C
hishash kor  okayash aw

a,  unsam
ata

ainukurm
am

  chishipushure.  Ingarash aw
a

kam
uishirine an  A

inu okkaipo

sancha otta  m
ina kane,  unuina w

a

hunakta unani.  Ingarash aw
a

poro chise  upshoroho  kam
uikorpe
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chieshikte kane  shiran.

N
ea O

kkaipo  apeare w
a,

tanporo shu  hoka otte,  sosam
otpe

（
２
） etaye w

a,

chinetopake  rush turano  taukitauki

shuoro eshikte,  orow
ano  shuchorpoke  eusheush

ape are.  N
ekonaka  ikichiash w

a

kiraashrushui kusu  ainu okkaipo  shikuturu

chitushm
ak korka  ainu okkaipo  unoyakun

inkar shiri  oarisam
.

“Shu pop w
a  chiash yakun,  nepneushi ka

chieram
peutek  toi rai  w

en rai  chiki etokush.
” ari
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yainuash kane,  ainu okkaipo  shikuturu

chitushm
ak aine,  hunakpaketa,

shine kam
ahau ne  chiyaikattek,

rikun shupa  chiyaikopoye,  shuparurkehe

chikohem
eshu,  harkisotta terkeashtek,

soyo terkeash,  chish turano,

terkeash kane pashash kane,  kiraash aine

chiunchisehe  chikoshirepa,

eashka yaikahum
shuash.

Shioka un  inkarash aw
a,

yayan ainu  use okkaipo  nekuni patek
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chiram
uap,  O

kikirm
ui  kam

ui ram
etok

ne ruw
e ne aw

an.

Y
ayan ainupito  are ku ne kuni  chiram

u w
a,

keshtokeshto  irara ash w
a,  O

kikirm
ui

rushka kusu  noyaponku ari

unraike kusu  ikia korka,  chiokai ka

pashta kam
ui  chine som

oki ko,  toi rai  w
en rai

chiki yakne  chiutarihi ka,  yaieram
peutek kuni

chieram
poken  unekarkar kusu,

renkaine  kiraash yakka  som
o unnoshpa

ruw
e ne aw

an.
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Eepakita,  hoshkino anak,  isepo anak

yuk pakno  netopake rupnep  nea korka,

tankorachi an  w
en irara  chiki kusu

O
kikirm

ui  shinekam
ahaw

e pakno  okayash ruw
e ne.

Tew
ano okai  autarihi,  opittano, enepakno

okai kunii ne nangor.

Tew
anookai  Isepoutar, itekki irara yan.

    ari Isepotono poutari pashkum
a w

a onne.

（
１
）
　
ア
マ
ツ
ポ
（
弩
い
し
ゆ
み）
す
な
わ
ち
「
仕
掛
け
弓
」
を
仕
掛
け
る
事
．

（
２
）
　
刀
剣
．
こ
れ
は
戦
争
の
時
に
使
う
刀
剣
と
は
違
う
の
で
，
ふ
だ
ん
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家
の
右
座
の
宝
物
の
積
ん
で
あ
る
上
に
吊
し
て
あ
る
の
が
そ
れ
で
す
．
戦

　
争
の
時
に
は
使
い
ま
せ
ん
が
，uniw

ente 

な
ど
の
と
き
に
は
使
い
ま
す
．
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兎
が
自
ら
歌
っ
た
謡
「
サ
ン
パ
ヤ
　
テ
レ
ケ
」

サ
ン
パ
ヤ
　
テ
レ
ケ

二
つ
の
谷
，
三
つ
の
谷
を
飛
び
越
え
飛
び
越
え

遊
び
な
が
ら
兄
様
の
あ
と
を
し
た
っ
て
山
へ
行
き
ま
し
た
．

毎
日
毎
日
兄
様
の
あ
と
へ
行
っ
て
見
る
と

人
間
が
弩
い
し
ゆ
みを
仕
掛
け
て
置
い
て
あ
る
と
そ
の
弩
を
兄
様
が

こ
わ
し
て
し
ま
う
，
そ
れ
を
私
は
笑
う
の
を

常
と
し
て
い
た
の
で
こ
の
日
ま
た

行
っ
て
見
た
ら
，
ち
っ
と
も
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思
い
が
け
な
い

兄
様
が
弩
に
か
か
っ
て
泣
き
叫
ん
で
い
る
．

私
は
ビ
ッ
ク
リ
し
て
，
兄
様
の
そ
ば
へ

飛
ん
で
行
っ
た
ら
兄
様
は

泣
き
な
が
ら
云
う
こ
と
に
は
，

「
こ
れ
弟
よ
，
今
こ
れ
か
ら

お
前
は
走
っ
て
行
っ
て

私
た
ち
の
村
の
後
へ
着
い
た
ら

兄
様
が
弩
に
か
か
っ
た
よ
　
　
，
フ
オ
ホ
ホ
ー
イ
と

大
声
で
よ
ぶ
の
だ
よ
．
」

私
は
き
い
て
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ハ
イ
，
ハ
イ
，
と
返
辞
を
し
て
，
そ
れ
か
ら

二
つ
の
谷
，
三
つ
の
谷
を
飛
び
越
え
飛
び
越
え

遊
び
な
が
ら
来
て

私
た
ち
の
村
の
村
後
へ
着
き
ま
し
た
．

そ
こ
で
は
じ
め
て
兄
様
が
私
を
使
い
に
よ
こ
し
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
，
私
は
大
声
で
叫
び
声
を
挙
げ
よ
う
と
し
た

が
，
兄
様
が
何
を
言
っ
て
私
を
使
に
よ
こ
し
て
あ
っ
た
の
か

す
っ
か
り
私
は
忘
れ
て
い
ま
し
た
．
そ
こ
に
立
ち
つ
く
し
て

思
い
出
そ
う
と
し
た
が
ど
う
し
て
も
だ
め
だ
．

そ
れ
か
ら
ま
た

二
つ
の
谷
を
越
え
三
つ
の
谷
を
越
え
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後
へ
逆
飛
び
逆
躍
び
し
な
が
ら

兄
様
の
い
る
所
へ
来
て

見
る
と
誰
も
い
な
い
．

兄
様
の
血
だ
け
が
そ
こ
ら
に
附
い
て
い
た
．

　
　
　
（
こ
こ
ま
で
で
話
は
外
へ
飛
ぶ
）

ケ
ト
カ
　
ウ
ォ
イ
ウ
ォ
イ
　
ケ
ト
カ
，
ケ
ト
カ
　
ウ
ォ
イ
　
ケ
ト
カ

毎
日
毎
日
私
は
山
へ
行
っ
て

人
間
が
弩
を
仕
掛
け
て
あ
る
の
を
こ
わ
し
て

そ
れ
を
面
白
が
る
の
が
常
で
あ
っ
た
所
が

あ
る
日
ま
た
，
前
の
所
に
弩
が
仕
掛
け
て

あ
る
と
，
そ
の
側
に
小
さ
い
蓬
よ
も
ぎの
弩
が
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仕
掛
け
て
あ
る
，

私
は
そ
れ
を
見
る
と

「
こ
ん
な
物
，
何
に
す
る
物
だ
ろ
う
．
」

と
思
っ
て
お
か
し
い
の
で

ち
ょ
と
そ
れ
に
触
っ
て
見
た
，
直
ぐ
に
逃
げ
よ
う
と

し
た
ら
，
思
い
が
け

な
く
，
そ
の
弩
に
い
や
と
い
う
程

は
ま
っ
て
し
ま
っ
た
．

逃
げ
よ
う
と
も
が
け
ば

も
が
く
ほ
ど
，
強
く
し
め
ら
れ
る
の
で
ど
う
す
る
事
も

出
来
な
い
の
で
，
私
は
泣
い
て
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い
る
と
，
私
の
側
へ
何
だ
か

飛
ん
で
来
た
の
で
見
る
と
そ
れ
は
私
の
弟

で
あ
っ
た
．
私
は
よ
ろ
こ
ん
で
，
私
た
ち
の
一
族
の
も
の
に

こ
の
事
を
知
ら
せ
る
様
に
言
い
つ
け
て
や
っ
た
が

そ
れ
か
ら
い
く
ら
待
っ
て
も
何
の
音
も
な
い
．

私
は
泣
い
て
い
る
と
，
私
の
側
へ

人
の
影
が
あ
ら
わ
れ
た
．
見
る
と
，

神
の
様
な
美
し
い
人
間
の
若
者

ニ
コ
ニ
コ
し
て
，
私
を
取
っ
て
，

ど
こ
か
へ
持
っ
て
行
っ
た
．
見
る
と

大
き
な
家
の
中
が
神
の
宝
物
で
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一
ぱ
い
に
な
っ
て
い
る
．

彼か
の
若
者
は
火
を
焚
い
て
，

大
き
な
鍋
を
火
に
か
け
て
，
掛
け
て
あ
る
刀
を
引
き
抜
い
て

私
の
か
ら
だ
を
皮
の
ま
ま
ブ
ツ
ブ
ツ
に
切
っ
て

鍋
一
ぱ
い
に
入
れ
そ
れ
か
ら
鍋
の
下
へ
頭
を
突
き
入
れ
突
き
入
れ

火
を
焚
き
つ
け
出
し
た
．
ど
う
か
し
て

逃
げ
た
い
の
で
私
は
人
間
の
若
者
の
隙
を

ね
ら
う
け
れ
ど
も
，
人
間
の
若
者
は
ち
っ
と
も
私
か
ら

眼
を
は
な
さ
な
い
．

「
鍋
が
煮
え
立
っ
て
私
が
煮
え
て
し
ま
っ
た
ら
，
な
ん
に
も

な
ら
な
い
つ
ま
ら
な
い
死
方
，
悪
い
死
方
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
」
と
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思
っ
て
人
間
の
若
者
の
油
断
を

ね
ら
っ
て
ね
ら
っ
て
，
や
っ
と
の
事

一
片
の
肉
に
自
分
を
化かわ
ら
し
て

立
ち
上
る
湯
気
に
身
を
交まじ
え
て
鍋
の
椽
に

上
り
，
左
の
座
へ
飛
び
下
り
る
と
直
ぐ
に

戸
外
へ
飛
び
出
し
た
，
泣
き
な
が
ら

飛
ん
で
息
を
切
ら
し
て
逃
げ
て
来
て

私
の
家
へ
着
い
て

ほ
ん
と
う
に
あ
ぶ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
胸
撫
で
下
し
た
．

後
ふ
り
か
え
っ
て
見
る
と
，

た
だ
の
人
間
，
た
だ
の
若
者
と
ば
か
り
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思
っ
て
い
た
の
は
オ
キ
キ
リ
ム
イ
，
神
の
様
な
強
い
方

な
の
で
あ
り
ま
し
た
．

た
だ
の
人
間
が
仕
掛
け
た
弩
だ
と
思
っ
て

毎
日
毎
日
悪
戯
を
し
た
の
を
オ
キ
キ
リ
ム
イ

は
大
そ
う
怒
っ
て
蓬
の
小
弩
で

私
を
殺
そ
う
と
し
た
の
だ
が
，
私
も

た
だ
の
身
分
の
軽
い
神
で
も
な
い
の
に
，
つ
ま
ら
な
い
死
方
，
悪
い
死
方

を
し
た
ら
，
私
の
親
類
の
も
の
共
も
，
困
り
惑
う
で
あ
ろ
う

事
を
不
憫
に
思
っ
て
下
さ
れ
て

お
か
げ
で
，
私
が
逃
げ
て
も
追
い
か
け
な
か
っ
た

の
で
あ
り
ま
し
た
．
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そ
れ
か
ら
，
前
に
は
，
兎
は

鹿
ほ
ど
も
体
の
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
が
，

こ
の
様
な
悪
戯
を
私
が
し
た
た
め
に

オ
キ
キ
リ
ム
イ
の
一
つ
の
肉
片
ほ
ど
小
さ
く
な
っ
た
の
で
す
．

こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
仲
間
は
み
ん
な
こ
の
位
の

か
ら
だ
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
．

こ
れ
か
ら
の
兎
た
ち
よ
，
決
し
て
い
た
ず
ら
を
し
な
さ
る
な
．

　
　
と
，
兎
の
首
領
が
子
供
等
を
教
え
て
死
に
ま
し
た
．
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N
itatorunpe yaieyukar,

〝H
arit kunna

〞

H
arit kunna

Shineanto ta  shirpirka kusu

chikor nitat otta  chishikihi new
a  chiparoho patek

chietukka w
a,  inkarash kane  okayash aw

a

to opishun  ainukutkesh sarasara.

Inkar ash aw
a  tu okkaipo  usetur ka  rarpa kane.

H
oshki ekpe,  ram

etoksone  ram
etokipor

eipottum
u  niunatara,  kam

uishirine okaiko,
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iyoshi ekpe  chinukar ko,  katuhu ka  w
enaw

ena

rerek okkayo new
a,  hem

antaokaipe  eukoitakkor

arki aine,  chikor nitat  sam
akehe kushpa,

unpekano  arki aike,  iyoshino ek  rerek ainu

ashash kane iki  etuhu kishm
a,

“H
m

,  shirun nitat  w
en nitat,  kotchake akush aw

a

ichakkere  neptapteta  w
en huraha  okaipeneya?

”

ari haw
ean.

Inu new
a  chikip ne korka,  okayash hum

i ka

chieram
peutek  turushkinrane  unkohetari.

Y
achitum

 w
a  soyoterkeash,  terkeashko
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toi yasashke  toi pererke.  C
hinotsephum

i

taunatara,  nerokpe  chitoikonoshpa,  ikiash aw
a,

hoshki ekpe  w
eninkarpo  kitek

chepshikiru  ekannayukar,  rerek ainu

tem
pokihi kush w

a,  too hoshkino  kiraw
a isam

.

R
erek ainu  tutem

 retem
  chinoshpa ko

chioshikoni,  kitaina w
ano  chioanruki.

Tataotta  nea okkayo  chitoikonoshpa,  sapash aine

A
inu kotan  poro kotan  oshm

akehe  akoshirepa.

Ingarash aw
a  unetunankar,

A
pe H

uchi  K
am

ui H
uchi  hure kosonte  iw

an kosonte
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kokutkor kane,  iw
an kosonte  opannere,

hure kuw
a  ekuw

akor kane,  U
nteksam

ta  chitursere.

“U
sainetapshui  nep ekar kusu  tan ainu kotan

ekosan shiri tan,  hetak hoshipi,  hetak hoshipi!

”

itak kane  hure kuw
a  kani kuw

a  unkurkashi

eshitaiki,  kuw
atuika w

a  otuw
ennui  orew

ennui

unkurkashi  w
enaptoshinne chiranaranke.

K
ipne korka  senneponno  chiekottanu,

chinotsephum
  taunatara kor,  nea ainu

chitoikonoshpa ko  nea ainu,  kotantum
 peka

pashno karip  shikopayar.  O
shi terkeash ko
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toi yasashke  toi pererke.  K
otanutur  haushitaiki

m
attek am

pap,  potek am
pap,  urayayaisere,

ukirarep  shirpop apkor  haw
ash korka,

senneponno  chiekottanu,  w
en toiupun

chishiokote,  K
am

ui H
uchi  unteksam

a  ehoyupu ko

w
en nuiikir  unenkata  patkepatke.

R
apokita  nea okkayo  shine chise  chiseupshor

koraw
oshm

a  hontom
ota  soyoterke.

Inkarash aw
a,  noya ponku  noya ponai  uw

eunu

unetunankar  sancha otta  m
inakane  yokoyoko,

shirki chiki  chiem
ina rushui.
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〝Enean pon noyaai  neike auninpe tan?

〞 ari

yainuash kane chinotsephum
  taunatara,

kitaina w
ano  chiruki kushu  ikichiash aw

a,

rapoketa  nea okkayo  chiokshutu peka

unshirkochotcha,  pateknetek  nekonneya

chieram
ishkare.

H
unakpaketa  yaishikarunash,  ingarash aw

a

poro chatai  ashurpeututta  okayash kane  okayash.

K
otankor utar  uw

ekarpa,  nea chinoshpa okkaipo

aripaw
ekur  tenke kane,  chirakew

ehe  ukotata,

shine aniun  rurpa w
a  uhuika w

a  nepashuhu
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kim
uniw

a  iw
aoshm

ake  kochari w
a isam

.

Tap eashir  ingrash ko,  oyachiki,  yayan ainu

useokkaipo  ne kuni  chiram
u aw

a,

O
kikirm

ui  kam
ui ram

etok  ne aw
an.

A
shtom

a w
en kam

ui  nitne kam
ui  chine kiw

a,

ainu kotan  koehangeno  okayash w
a,

O
kikirm

ui  K
otan eyam

 kusu,  unshim
em

okka

unshinoshpare w
a,  noyaai ari  unraike ruw

e

nerokokai.  O
row

a,  hoskino  chioanruki

rerekainu anak,  ainune kuni  chiram
u aw

a,

oyachiki  O
kikirm

ui  eosom
ap  ainune kar w

a,
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tura w
a  ek ruw

e  ne aw
an.

N
itne kam

ui  chinea kushu,  tane anakne

poknam
oshir  arw

en m
oshir un  aunom

ante kusu,

tew
ano anak  ainu m

oshir  nep akoeyam
pe ka

isam
,  aeerannakpe ka isam

 nankor.

A
shtom

a nitne kam
ui  chinea korka,

shine ainupito  chinupurkashure  unekarkar,

tane anakne  toi rai  w
en rai  chiki shiri tapan.

    ari nitatorun nitne kam
ui yayeyukar.

148アイヌ神謡集



　
谷
地
の
魔
神
が
自
ら
歌
っ
た
謡
「
ハ
リ
ツ
　
ク
ン
ナ
」

ハ
リ
ツ
　
ク
ン
ナ

あ
る
日
に
好
い
お
天
気
な
の
で

私
の
谷
地
に
眼
と
口
と
だ
け

出
し
て
見
て
い
た
と
こ
ろ
が

ず
っ
と
浜
の
方
か
ら
人
の
話
し
声
が
き
こ
え
て
来
た
．

見
る
と
，
二
人
の
若
者
が
連
れ
だ
っ
て
来
た
．

先
に
来
た
者
は
勇
者
ら
し
く
勇
者
の
品
を

そ
な
え
て
，
神
の
様
に
美
し
い
が
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後
か
ら
来
た
者
を
見
る
と
，
様
子
の
悪
い

顔
色
の
悪
い
男
で
，
何
か
話
し
合
い
な
が
ら

や
っ
て
来
た
が
私
の
谷
地
の
側
を
通
り

ち
ょ
う
ど
私
の
前
へ
来
る
と
，
あ
と
か
ら
来
た
顔
色
の
悪
い
男
が

立
ち
止
り
立
ち
止
り
自
分
の
鼻
を
お
お
い

「
お
お
臭
い
，
い
や
な
谷
地
，
悪
い
谷
地
の
前
を
通
っ
た
ら

ま
あ
汚
い
，
何
だ
ろ
う
こ
ん
な
に
臭
い
の
は
．
」

と
言
っ
た
．

私
は
た
だ
聞
い
た
ば
か
り
だ
け
れ
ど
自
分
の
居
る
か
居
な
い
か
も

わ
か
ら
ぬ
ほ
ど
腹
が
立
っ
た
．

泥
の
中
か
ら
飛
び
出
し
た
．
私
が
飛
び
上
る
と
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地
が
裂
け
地
が
破
れ
る
．
牙
を

鳴
ら
し
な
が
ら
，
彼
等
を
強
く
追
っ
か
け
た
と
こ
ろ
が

先
に
来
た
者
は
，
そ
れ
と
見
る
や

魚
が
ク
ル
リ
と
あ
と
へ
か
え
る
様
に
引
っ
か
え
し
て
顔
色
の
悪
い
男
の

わ
き
の
下
を
く
ぐ
り
ず
ー
っ
と
逃
げ
て
し
ま
っ
た
．

青
い
男
を
二
間
三
間
追
っ
か
け
る
と

直
ぐ
追
い
つ
い
て
頭
か
ら
呑
ん
で
し
ま
っ
た
．

そ
こ
で
今
度
は
彼か
の
男
を
あ
り
っ
た
け
の
速
力
で
追
っ
か
け
て
来
て

人
間
の
村
，
大
き
な
村
の
後
へ
着
い
た
．

見
る
と
む
こ
う
か
ら

火
の
老
女
，
神
の
老
女
が
あ
か
い
着
物
，
六
枚
の
着
物
に
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帯
を
し
め
，
六
枚
の
着
物
を
羽
織
っ
て

あ
か
い
杖
を
つ
い
て
私
の
側
へ
飛
ん
で
来
た
．

「
こ
れ
は
こ
れ
は
，
お
前
は
何
し
に
こ
の
ア
イ
ヌ
村
へ

来
る
の
か
，
さ
あ
お
帰
り
，
さ
あ
お
帰
り
．
」

言
い
な
が
ら
，
あ
か
い
杖
，
か
ね
の
杖
を
ふ
り
上
げ
て
私
を

た
た
く
と
，
杖
か
ら
焔
が

私
の
上
へ
雨
の
様
に
降
っ
て
来
る
．

け
れ
ど
も
私
は
ち
っ
と
も
構
わ
ず
，

牙
打
ち
鳴
ら
し
な
が
ら
彼
の
男
を

追
っ
か
け
る
と
，
彼
の
男
は
村
の
中
を

よ
く
ま
わ
る
環
の
様
に
走
っ
て
行
く
．
そ
の
あ
と
を
飛
ん
で
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行
く
と
，
大
地
が
裂
け
大
地
が
破
れ
る
．
村
中
は
大
さ
わ
ぎ

妻
の
手
を
引
く
者
，
子
の
手
を
引
く
者
，
泣
き
叫
び

逃
げ
ゆ
く
も
の
，
煮
え
く
り
か
え
る
よ
う
な
あ
り
さ
ま
，
け
れ
ど
も

私
は
少
し
も
構
わ
ず
，
土
吹
雪

を
た
て
る
，
火
の
老
女
神
は
私
の
側
を
走
っ
て
来
る
と

大
へ
ん
な
焔
が
，
私
の
上
に
飛
び
交
う
．

そ
の
中
に
，
彼
の
男
は
一
軒
の
家
に

飛
び
込
む
と
直
ぐ
に
ま
た
飛
び
出
し
た
．

見
る
と
，
蓬
の
小
弓
に
蓬
の
小
矢
を
つ
が
え
て

む
こ
う
か
ら
，
ニ
コ
ニ
コ
し
て
，
私
を
ね
ら
っ
て
い
る
．

そ
れ
を
見
て
私
は
可
笑
し
く
思
っ
た
．

153



「
あ
ん
な
小
さ
な
蓬
の
矢
，
何
で
人
が
苦
し
む
も
の
か
．
」
と

思
い
な
が
ら
私
は
牙
を
打
ち
鳴
ら
し
て
，

頭
か
ら
呑
も
う
と
し
た
ら

そ
の
時
彼
の
男
は
私
の
首
ッ
玉
を

し
た
た
か
に
射
た
．
そ
れ
っ
き
り
ど
う
し
た
か

わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
．

ふ
と
気
が
つ
い
て
見
た
と
こ
ろ
が

大
き
な
竜
の
耳
と
耳
の
間
に
私
は
い
た
．

村
の
人
々
が
集
っ
て
，
彼
か

の
私
が
追
っ
か
け
た
若
者
が

大
声
で
指
図
さ
し
ず
を
し
て
，
私
の
屍
体
を
み
ん
な
細
か
に
刻
み

一
つ
所
へ
運
ん
で
焼
い
て
そ
の
灰
を
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山
の
岩
の
岩
の
後
へ
捨
て
て
し
ま
っ
た
．

今
に
な
っ
て
は
じ
め
て
見
る
と
，
そ
れ
は
，
た
だ
の
人
間

た
だ
の
若
者
だ
と
思
っ
た
の
は

オ
キ
キ
リ
ム
イ
，
神
の
勇
者
で
あ
っ
た
．

恐
し
い
悪
い
神
，
悪
魔
神
，
私
は
そ
れ
で
あ
っ
て

人
間
の
村
の
近
く
に
い
る
の
で
，

オ
キ
キ
リ
ム
イ
は
村
の
為
を
思
っ
て
，
私
を
お
こ
ら
せ

自
分
を
追
い
か
け
さ
せ
て
，
蓬
の
矢
で
私
を
殺
し
た
の
で

あ
っ
た
．
そ
れ
か
ら
，
先
に
私
が
呑
ん
で
し
ま
っ
た

青
い
男
は
，
人
間
だ
と
思
っ
た
の
だ
っ
た
が

そ
れ
は
，
オ
キ
キ
リ
ム
イ
が
そ
の
放
糞
を
人
に
作
り
，
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そ
れ
を
連
れ
て
来
た
の
で
あ
っ
た
．

私
は
魔
神
で
あ
っ
た
か
ら
今
は
も
う

地
獄
の
お
そ
ろ
し
い
悪
い
国
に
や
ら
れ
た
の
だ
か
ら

こ
れ
か
ら
は
，
人
間
の
国
に
は
，
な
ん
の
危
険
も

な
い
，
邪
魔
も
の
も
な
い
で
あ
ろ
う
．

私
は
恐
し
い
魔
神
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
，

一
人
の
人
間
の
計
略
に
ま
け
て

今
は
も
う
，
つ
ま
ら
な
い
死
方
，
悪
い
死
方
を
す
る
の
で
す
．

　
　
と
谷
地
の
魔
神
が
物
語
り
ま
し
た
．
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     Pon H
orkeukam

ui yaieyukar,

            
〝H

otenao

〞
H

otenao

Shineantota  nishm
uash kusu  pishta sapash,

shinotash kor  okayash aw
a,  shine ponrupneainu

ek koran w
akusu,  hepashi san ko  hepashi chietushm

ak,

heperai ek ko  heperai chietushm
ak.

Ikichiash aw
a,  hepashi iw

anshui

heperai iw
anshui  ne ita  ponrupneainu
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kor w
enpuri  enantuika  eparsere,  eneitaki:

　
　

“Pii tuntun,  pii tuntun!

tan hekachi  w
en hekachi  eiki chiki,

tan esannot  teeta rehe  tane rehe

ukaepita  eki kushnena!

”
H

aw
ash chiki  chiem

ina kor  itakash haw
e

ene okai:

　
　

“N
ennam

ora  tan esannot  teeta rehe

tane rehe  eram
peuteka!

Teeta anak  shinnupur kusu

tapan esannot 

‘K
am

uiesannot

’ ari
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ayea korka  tane anakne  shirpan kusu
‘Inauesannot

’ ari  aye ruw
e  tashi anne!

”

itakash aw
a  ponrupneainu  eneitaki:

　
　

“Pii tuntun,  pii tuntun!

Tan hekachi,  sonnohetap  ehaw
an chiki

tapan petpo  teeta rehe  tane rehe

ukaepita  eki kushnena.
”

haw
ash chiki  itakash haw

e  ene okai:

　
　

“N
ennam

ora  tapan petpo  teeta rehe

tane rehe  eram
peuteka!

teeta kane  shinnupurita  tapan petpo
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‘K
anchiw

etunash

’ ari  ayea korka

tane shirpan kushu 

‘K
anchiw

em
oire

’ ari

aye ruw
e tashi anne!

”

itakash aw
a  ponrupneainu  ene itaki:

　
　

〝Pii tuntun,  pii tuntun!

〞
sonnohetapne  ehaw

an chiki,

ushinritpita  aki kushnena!
”

haw
ash chiki  itakash haw

e  eneokai:

　
　

“N
ennam

ora  eshinrichihi  eram
peuteka!

otteeta  O
kikirm

ui  kim
ta om

an w
a,

kucha karita  keneinunpe  kar aike
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ne inunpe apekar w
a  sattek okere,

O
kikirm

ui  oararkehe oterke ko  oararkehe

hotari.  N
ew

aanpe  O
kikirm

ui  rushka kushu

ne inunpe  pet otta  kor w
a san w

a,

oshura w
a  isam

 ruw
e ne.

O
row

ano  ne inunbe  petesoro  m
om

 aineno,

atuioro oshm
a,  tu atuipenrur  re atuipenrur

chieshirkik shiri  kam
uiutar  nukar w

a,

aeoripak  O
kikirm

ui  tekekarpe  neeno

yaieram
peutek w

a  m
om

 aineno  atuikom
unin

aenunuke kusu,  kam
uiutar orow

a
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ne inunbe  cheppone akar w
a 

‘Inunpepecheppo

’ ari

arekore ruw
e ne.

A
w

a,  ne inunpepecheppo,  yaishinrit

eram
peutek w

a  ainune yaikar w
a  iki koran.

N
e inunpepecheppo  ene ruw

e tashi anne.

”

itakash aw
a,  pon rupneainu iporohoka

w
enaw

ena ikokanu w
a an aine

“pii tuntun,  pii tuntun!

eani anak  Pon H
orkeusani  ene ruw

e tashi

anne.

”

itakkeseta  atui orun  terke hum
i  chopkosanu,
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oshi inkarash aw
a,  shine hure cheppo

honoyanoya w
a  too herepashi

om
an w

a isam
.

    ari pon H
orkeukam

ui isoitak.
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小
狼
の
神
が
自
ら
歌
っ
た
謡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
ホ
テ
ナ
オ
」

ホ
テ
ナ
オ

あ
る
日
に
退
屈
な
の
で
浜
辺
へ
出
て
，

遊
ん
で
い
た
ら
一
人
の
小
男
が

来
て
い
た
か
ら
，
川
下
へ
下
る
と

私
も
川
下
へ
下
り
，

川
上
へ
来
る
と
私
も
川
上
へ
行
き
道
を
さ
え
ぎ
っ
た
．

す
る
と
川
下
へ
六
回
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川
上
へ
六
回
に
な
っ
た
時
小
男
は

持
前
の  

癇    

癪  

か
ん
し
ゃ
く

を
顔
に
表
し
て
言
う
こ
と
に
は
，

「
ピ
イ
ピ
イ

こ
の
小
僧
め
悪
い
小
僧
め
，
そ
ん
な
事
を
す
る
な
ら

こ
の
岬
の
，
昔
の
名
と
今
の
名
を

言
い
解
い
て
見
ろ
」

私
は
聞
い
て
笑
い
な
が
ら
い
う
こ
と

に
は
，

「
誰
が
こ
の
岬
の
昔
の
名
と

今
の
名
を
知
ら
な
い
も
の
か
！

昔
は
，
尊
い
え
ら
い
神
様
や
人
間
が
居
っ
た
か
ら
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こ
の
岬
を
神
の
岬
と

言
っ
た
も
の
だ
が
，
今
は
時
代
が
衰
え
た
か
ら

御
幣
の
岬
と
よ
ん
で
い
る
の
さ
！
」

云
う
と
，
小
男
の
云
う
こ
と
に
は
，

「
ピ
イ
ト
ン
，
ピ
イ
ト
ン

こ
の
小
僧
め
本
当
に
お
前
は
そ
う
い
う
な
ら

こ
の
川
の
前
の
名
と
今
の
名
を

云
っ
て
見
ろ
．
」

聞
く
と
，
私
の
云
う
こ
と
に
は
，

「
誰
が
こ
の
川
の
前
の
名

今
の
名
を
知
ら
な
い
も
の
か
！
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昔
，
え
ら
か
っ
た
時
代
に
は
こ
の
川
を

流
れ
の
早
い
川
と
云
っ
て
い
た
の
だ
が

今
は
世
が
衰
え
て
い
る
の
で
流
れ
の
遅
い
川
と

云
っ
て
い
る
の
さ
．
」

云
う
と
小
男
の
云
う
こ
と
に
は
，

「
ピ
イ
ト
ン
ト
ン
，
ピ
イ
ト
ン
ト
ン

本
当
に
お
前
そ
ん
な
事
を
云
う
な
ら

お
互
の
素
性
の
解
き
合
い
を
や
ろ
う
．
」

聞
い
て
私
の
云
う
こ
と
に
は
，

「
誰
が
お
前
の
素
性
を
知
ら
な
い
も
の
か
！

大
昔
，
オ
キ
キ
リ
ム
イ
が
山
へ
行
っ
て
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狩
猟
小
舎
を
建
て
た
時
榛
は
し
ば
みの
木
の
炉
縁
ろ
ぶ
ち
を
作
っ
た
ら

そ
の
炉
縁
が
火
に
当
っ
て
か
ら
か
ら
に
乾
い
て
し
ま
っ
た
．

オ
キ
キ
リ
ム
イ
が
片
方
を
踏
む
と
片
一
方
が

上
る
，
そ
れ
を
オ
キ
キ
リ
ム
イ
が
怒
っ
て

そ
の
炉
縁
を
川
へ
持
っ
て
下
り

捨
て
て
し
ま
っ
た
の
だ
．

そ
れ
か
ら
そ
の
炉
縁
は
流
れ
に
沿
う
て
流
れ
て
い
っ
て

海
へ
出
で
，か
彼な
方た
の
海
波
，
此
方

こ

な

た

の
海
波

に
打
ち
つ
け
ら
れ
る
様
を
神
様
た
ち
が
御
覧
に
な
っ
て
，

敬
う
べ
き
え
ら
い
オ
キ
キ
リ
ム
イ
の
手
作
り
の
物
が
そ
の
様
に

何
の
役
に
も
た
た
ず
迷
い
流
れ
て
海
水
と
共
に
腐
っ
て
し
ま
う
の
は
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勿  

体 
も
っ
た
い

な
い
事
だ
か
ら
神
様
た
ち
か
ら

そ
の
炉
縁
は
魚
に
さ
れ
て
，

炉
縁
魚
と

名
づ
け
ら
れ
た
の
だ
．

と
こ
ろ
が
そ
の
炉
縁
魚
は
，
自
分
の
素
性
が

わ
か
ら
な
い
の
で
，
人
に
ば
け
て
う
ろ
つ
い
て
い
る
．

そ
の
炉
縁
魚
が
お
前
な
の
さ
．
」

云
う
と
，
小
男
は
顔
色
を

変
え
変
え
聞
い
て
い
た
が

「
ピ
イ
ト
ン
ト
ン
，
ピ
イ
ト
ン
ト
ン
！

お
前
は
，
小
さ
い
，
狼
の
子
な
の
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さ
．
」

云
い
終
る
と
直
ぐ
に
海
へ
パ
チ
ャ
ン
と
飛
び
込
ん
だ
．

あ
と
見
送
る
と
一
つ
の
赤
い
魚
が

尾
鰭
お
び
れ
を
動
か
し
て
ず
ー
っ
と
沖
へ

行
っ
て
し
ま
っ
た
．

　
　
と
，
幼
い
狼
の
神
様
が
物
語
り
ま
し
た
．
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    K
am

uichikap K
am

ui yaieyukar, 

           
〝K

onkuw
a

〞

“K
onkuw

a

Teeta kane  itakash haw
e  karinbaunku

kunum
 noshki  chauchaw

atki  korachitapne

itakash haw
e  okai aw

a,

tane rettekash  tane onneash  ki hum
i okai.

N
ew

aneyakka  nenkatausa  paw
etokkor w

a,

sonko otta  yayotuw
aship  an yakne,
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kanto orun  sonkoem
ko  eiw

ansonko

chieuitekkarokai.

” ari

kutoshintoko  putakashike  chioreporep kor

itakash aw
a,  apa otta  kanakankunip

“N
en unm

oshm
a  sonko otta  paw

etokkor w
a

yayotuw
ashi ya.

” ari,  itak w
akusu

inkarash aw
a  Pashkurokkayo  ne kane an.

C
hiahunge w

a,  orow
ano  kutoshintoko

puta kashike  chioreporep kor

Pashkurokkayo  chiuitek kushu,

ne sonko  chiye aine  rerko shiran,
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resonko patek  chiyerapokta  ingarash aw
a,

Pashkurokkayo  inum
beoshm

ak

koherachichi.  Shirki chiki  w
enkinrane

unkohetari  Pashkurokkayo

chirapkokikkik,  chiraike w
a isam

.

O
row

ano shui  kutoshintoko  putakashike

chiorep kor,

“N
enkatausa  sonko otta  yayotuw

aship

an yakne  kanto orun  sonkoem
ko  eiw

ansonko

chieuitekkar okai.

” ari.

itakash aw
a,  hem

anta shui  apa orun
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“N
en unm

oshm
a  paw

etokkor w
a

kanto orun  auiteknoine anpe  okai haw
e.

”

itak w
akushu,  ingarash aw

a  M
etoteyam

i

ne kane an.

C
hiahunke w

a  orow
ano shui

kutoshintoko  puta kashike  chiorep kor

sonkoem
ko  eiw

ansonko chiye w
a

inererko shiran,  inesonko  chiyerapokta

m
etoteyam

i  inum
pe oshm

ak  koherachichi.

C
hirushka kushu  M

etoteyam
i  chirapkokikkik

chiraike w
a isam

.
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O
row

ano shui  kutoshintoko  puta kashike

chiorep kane,
“N

enkatausa  paw
etokkor w

a  sonko otta

yayotuw
aship  an yakne  kanto orum

sonkoem
ko  eiw

ansonko  chikore okai.

”

itakash aike,  kanakankunip

oripak kane  shiaw
oraye,  inkarash aw

a

K
atkenokkayo

（
１
） kam

uishirine

harkisone  ehorari.  Shirki chiki,

kutoshintoko  puta kashike  chiorep kane,

sonkoem
ko  eiw

ansonko  kunne hene
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tokap hene  chiecharanke.  Inkarash ko

K
atkenokkayo  nepechiu ruw

e  oarisam
no

ikokanu w
a  okai aine,  tokaprerko  kunnererko

chiukopishki  iw
anrerko  ne ita

chiyeokere ko nani  rikunshuika

chioposore,  kanto orun  om
anw

a isam
.

N
e sonko  ikkew

e anak,  ainum
oshir

kem
ush w

a  ainupitoutar  tane anakne

kem
ekot kushki.  N

epikkeune  eneshirki shirineya

inkarash aw
a,  kanto otta

Y
ukkor K

am
ui new

a  C
hepkor K

am
ui
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ukoram
kor w

a  yuk som
osapte  chep som

osapte

ruw
e ne aw

an kusu,  kam
uiutar orow

a

nekona aye yakka  senneponno  ekottanuno

okai kusu,  ainupitoutar  ekim
ne kushu

kim
ta paye yakka  yuk ka isam

,  chepkoiki kushu

petotta  paye yakka  chep ka isam
 ruw

e  ne aw
an.

C
hinukar w

a  chirushka kushu  kanto orun

Y
ukkor K

am
ui  C

hepkor K
am

ui  chiko sonkoanpa

ki ruw
ene.

O
row

ano  keshtokeshto  shiran aine,

kantokotor  sepepatki  hum
ash aine,
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kanakankunip  shiaw
oraye.  Inkarash aw

a

K
atkenokkayo  tanean pirka  shioarw

enrui,

ram
etokipor  eipottum

u  niunatara,

itasasonko echaranke.

K
anto otta  Y

ukkor K
am

ui  C
hepkor K

am
ui

tanto pakno  yuk som
oatte  chep som

oatte

ikkew
e anak  ainupitoutar  yukkoiki ko

chikuni ari  yuksapa kik,  iri ko

yuksapaha  neeno kenash kata

oshurpa w
a are,  chepkoiki ko

m
uninchikuni ari  chepsapa kik kushu,
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yukutar  atushpa kane  chishkor

Y
ukkor K

am
ui  otta hoshippa,  cheputar

m
uninchikuni  ekupakane  C

hepkor K
am

ui

otta hoshippa.  Y
ukkor K

am
ui C

hepkorkam
ui

irushka kushu  ukoram
kor w

a  yuk som
oatte

chep som
oatte  ruw

e neakorka,  tantew
ano

ainupitoutar  yuk hene  chep hene

korkatu pirka  kusune yakun  yuk aatte

chep aatte  kikushne.  ari,  Y
ukkor K

am
ui

C
hepkor K

am
ui  haw

okai katuhu  om
om

m
om

o.

C
hinu orow

a  K
atkenokkayo otta
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iram
yeash w

a,  inkarash aw
a  sonnokaun

ainupitoutar  yuk hem
em

  chep hem
em

korkatu w
en  kirokokai.

O
row

a  tew
ano anak  iteki  neeno  ikichi kuni

ainupitoutar  m
okor otta  tarap otta

chiepakashnu aw
a  ainupitoutar ka

ipashteram
po  yaikorpare,  orow

ano anak

inau korachi  isapakikni  tom
tekarkar

ari chepkoiki,  yukkoiki ko  yuksapaha ka

pirkano  tom
te w

a  inaukorpare.  K
iw

akushu

cheputar  nupetneno  pirka inau  ekupa kane
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C
hepkor K

am
ui  otta paye,  yukutar

nupetneno  ashirsapakar kane  Y
ukkor K

am
ui

otta hoshippa.  N
ew

aanpe Y
ukkor K

am
ui

C
hepkor K

am
ui  enupetne kusu,

poronno chepatte,  poronno yukatte.

A
inupitoutar  tane anakne  nep erannak

neperushui  som
okino okai,

chinukat chiki  chieram
ushinne.

C
hiokai anak  tane onneash  tane rettekash

ki w
a kushu,  kanto orun  payeash kuni

chiram
ua korka,  chiepunkine  ainum

oshir
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kem
ush w

a  ainupitoutar  kem
ekot kushki ko

chiekottanu  som
okino  payeash ka  eaikap kushu,

tanepakno  okayasha korka,  tane anakne

nepaerannakpe ka  isam
 kushu  shinoram

etok

upenram
etok  unokaketa  ainum

oshir

chiepunkinere,  tane kanto orun  payeash shiri tapan.

ari K
otankor K

am
ui kam

ui ekashi

isoitak orow
a kanto orun om

an.  ari.

（
１
）
　katken

…
…
川
ガ
ラ
ス
．
昔
か
ら
大
そ
う
い
い
鳥
と
し
て
尊
ば
れ

　
る
鳥
で
す
．
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梟
の
神
が
自
ら
歌
っ
た
謡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
コ
ン
ク
ワ
」

「
コ
ン
ク
ワ

昔
私
の
物
言
う
時
は
桜
皮
を
巻
い
た
弓
の

 

弓  

把 

き
ゅ
う
は

の
央
を
鳴
り
渡
ら
す
如
く
に

言
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
，

今
は
衰
え
年
老
い
て
し
ま
っ
た
事
よ
．

け
れ
ど
も
誰
か
雄
弁
で

使
者
と
し
て
の
自
信
を
持
っ
て
る
者
が
あ
っ
た
ら
，
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天
国
へ
五
ツ
半
の
談
判

を
言
い
つ
け
て
や
り
た
い
も
の
だ
．
」
と

た
が
つ
き
の
シ
ン
ト
コ
の
蓋
の
上
を
た
た
き
な
が
ら

私
は
言
っ
た
，
と
こ
ろ
が
入
口
で
誰
か
が

「
私
を
お
い
て
誰
が
使
者
と
し
て
雄
弁
で

自
信
の
あ
る
も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
．
」
と
い
う
の
で

見
る
と
鴉
か
ら
すの
若
者
で
あ
っ
た
．

私
は
家
に
入
れ
て
，
そ
れ
か
ら
，
た
が
つ
き
の
シ
ン
ト
コ
の

蓋
の
上
を
た
た
き
な
が
ら

鴉
の
若
者
を
使
者
に
た
て
る
為

そ
の
談
判
を
云
い
き
か
せ
て
三
日
た
っ
て
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三
つ
目
の
談
判
を
話
し
な
が
ら
見
る
と

鴉
の
若
者
は
炉
縁
の
後
で

居
眠
り
を
し
て
い
る
，
そ
れ
を
見
る
と
，
癪
し
ゃ
く
に

さ
わ
っ
た
の
で
鴉
の
若
者
を

羽
ぐ
る
み
引
っ
ぱ
た
い
て
殺
し
て
し
ま
っ
た
．

そ
れ
か
ら
又
た
が
つ
き
の
シ
ン
ト
コ
の
蓋
の
上
を

た
た
き
な
が
ら

「
誰
か
使
者
と
し
て
自
信
の
あ
る
者
が

あ
れ
ば
天
国
へ
五
ツ
半
の

談
判
を
言
い
つ
け
て
や
り
た
い
．
」
と

言
う
と
，
誰
か
が
ま
た
入
口
へ
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「
誰
が
私
を
お
い
て
，
雄
弁
で

天
国
へ
使
者
に
立
つ
ほ
ど
の
者
が
あ
り
ま
し
ょ
う
．
」

と
言
う
の
で
見
る
と
山
の
か
け
す

で
あ
っ
た
．

家
へ
入
れ
て
そ
れ
か
ら
ま
た

た
が
つ
き
の
シ
ン
ト
コ
の
蓋
の
上
を
た
た
き
な
が
ら

五
ツ
半
の
談
判
を
話
し
て

四
日
た
っ
て
，
四
つ
の
用
向
を
言
っ
て
い
る
う
ち
に

山
の
か
け
す
は
炉
縁
の
後
で
居
眠
り
を
し
て
い
る
．

私
は
腹
が
立
っ
て
山
の
か
け
す
を
羽
ぐ
る
み
ひ
っ
ぱ
た
い
て

殺
し
て
し
ま
っ
た
．
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そ
れ
か
ら
ま
た
た
が
つ
き
の
シ
ン
ト
コ
の
蓋
の
上
を

た
た
き
な
が
ら
，

「
誰
か
雄
弁
で
使
者
と
し
て

自
信
の
あ
る
者
が
あ
れ
ば
，
天
国
へ

五
ツ
半
の
談
判
を
持
た
せ
て
や
り
た
い
．
」

と
言
う
と
，
誰
か
が

慎
つ
つ
し
み深
い
態
度
で
は
い
っ
て
来
た
の
で
見
る
と

川
ガ
ラ
ス
の
若
者
，
美
し
い
様
子
で

左
の
座
に
坐
っ
た
．
そ
れ
で
私
は

た
が
つ
き
の
シ
ン
ト
コ
の
蓋
の
上
を
た
た
き
な
が
ら

五
ツ
半
の
用
件
を
夜
で
も
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昼
で
も
言
い
続
け
た
．
見
れ
ば

川
ガ
ラ
ス
の
若
者
，
何
も
疲
れ
た
様
子
も
な
く

聞
い
て
い
て
昼
と
夜
を

数
え
て
六
日
目
に

私
が
言
い
終
る
と
直
ぐ
に
天
窻
か
ら

出
て
天
国
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
．

そ
の
談
判
の
大
む
ね
は
，
人
間
の
世
界
に

饑
饉
が
あ
っ
て
人
間
た
ち
は
今
に
も

餓
死
し
よ
う
と
し
て
い
る
．
ど
う
い
う
訳
か
と

見
る
と
天
国
に

鹿
を
司
つ
か
さ
どる
神
様
と
魚
を
司
る
神
様
と
が

189



相
談
を
し
て
鹿
も
出
さ
ず
魚
も
出
さ
ぬ
こ
と
に

し
た
か
ら
で
あ
っ
た
の
で
，
神
様
た
ち
か
ら

ど
ん
な
に
言
わ
れ
て
も
知
ら
ぬ
顔
を
し
て

い
る
の
で
人
間
た
ち
は
猟
に

山
へ
行
っ
て
も
鹿
も
無
い
，
魚
漁
に

川
へ
行
っ
て
も
魚
も
無
い
．

私
は
そ
れ
を
見
て
腹
が
立
っ
た
の
で

鹿
の
神
，
魚
の
神
へ
使
者
を
た
て
た

の
で
あ
る
．

そ
れ
か
ら
幾
日
も
た
っ
て

空
の
方
に
微
か
な
音
が
き
こ
え
て
い
た
が
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誰
か
が
は
い
っ
て
来
た
．
見
る
と

川
ガ
ラ
ス
の
若
者
，
今
は
前
よ
り
も
美
し
さ
を
増
し

勇
ま
し
い
気
品
を
そ
な
え
て

返
し
談
判
を
述
べ
は
じ
め
た
．

天
国
の
鹿
の
神
や
魚
の
神
が

今
日
ま
で
鹿
を
出
さ
ず
魚
を
出
さ
な
か
っ
た

理
由
は
，
人
間
た
ち
が
鹿
を
捕
る
時
に

木
で
鹿
の
頭
を
た
た
き
，
皮
を
剥
ぐ
と

鹿
の
頭
を
そ
の
ま
ま
山
の
木
原
に

捨
て
お
き
，
魚
を
と
る
と

腐
れ
木
で
魚
の
頭
を
た
た
い
て
殺
す
の
で
，
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鹿
ど
も
は
，
裸
で
泣
き
な
が
ら

鹿
の
神
の
許もと
へ
帰
り
，
魚
ど
も
は

腐
れ
木
を
く
わ
え
て
魚
の
神
の

許
へ
帰
る
．
鹿
の
神
，
魚
の
神
は

怒
っ
て
相
談
を
し
，
鹿
を
出
さ
ず

魚
を
出
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
．
が
こ
の
の
ち

人
間
た
ち
が
鹿
で
も
魚
で
も

て
い
ね
い
に
取
扱
う
と
い
う
事
な
ら
鹿
も
出
す

魚
も
出
す
で
あ
ろ
う
，
と
鹿
の
神
と

魚
の
神
が
言
っ
た
と
い
う
事
を
詳
し
く
申
し
立
て
た
．

私
は
そ
れ
を
聞
い
て
か
ら
川
ガ
ラ
ス
の
若
者
に
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讃
辞
を
呈
し
て
，
見
る
と
本
当
に

人
間
た
ち
は
鹿
や
魚
を

粗
末
に
取
扱
っ
た
の
で
あ
っ
た
．

そ
れ
か
ら
，
以
後
は
，
決
し
て
そ
ん
な
事
を
し
な
い
様
に

人
間
た
ち
に
，
眠
り
の
時
，
夢
の
中
に

教
え
て
や
っ
た
ら
，
人
間
た
ち
も

悪
か
っ
た
と
い
う
事
に
気
が
付
き
，
そ
れ
か
ら
は

幣ぬさ
の
様
に
魚
を
と
る
道
具
を
美
し
く
作
り

そ
れ
で
魚
を
と
る
．
鹿
を
と
っ
た
と
き
は
，
鹿
の
頭
も

き
れ
い
に
飾
っ
て
祭
る
，
そ
れ
で

魚
た
ち
は
，
よ
ろ
こ
ん
で
美
し
い
御
幣
ご
へ
い
を
く
わ
え
て
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魚
の
神
の
も
と
に
行
き
，
鹿
た
ち
は

よ
ろ
こ
ん
で
新
し
く 

月  

代 

さ
か
や
き

を
し
て
鹿
の
神

の
も
と
に
立
ち
帰
る
．
そ
れ
を
鹿
の
神
や

魚
の
神
は
よ
ろ
こ
ん
で

沢
山
，
魚
を
出
し
，
沢
山
，
鹿
を
出
し
た
．

人
間
た
ち
は
，
今
は
も
う
な
ん
の
困
る
事
も

ひ
も
じ
い
事
も
な
く
暮
し
て
い
る
，

私
は
そ
れ
を
見
て
安
心
を
し
た
．

私
は
，
も
う
年
老
い
，
衰
え
弱
っ
た

の
で
，
天
国
へ
行
こ
う
と

思
っ
て
い
た
の
だ
け
れ
ど
も
，
私
が
守
護
し
て
い
る
人
間
の
国
に
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饑
饉
が
あ
っ
て
人
間
た
ち
が
餓
死
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
に

構
わ
ず
に
行
く
事
が
出
来
な
い
の
で
，

こ
れ
ま
で
居
た
の
だ
け
れ
ど
も
，
今
は
も
う

な
ん
の
気
が
か
り
も
無
い
か
ら
，
最
も
強
い
者

若
い
勇
者
を
私
の
あ
と
に
お
き
人
間
の
世
を

守
護
さ
せ
て
，
今
天
国
へ
行
く
所
な
の
だ
．

と
，
国
の
守
護
神
な
る
翁
神
（
梟
）
が

物
語
っ
て
天
国
へ
行
き
ま
し
た
．
と
．
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   R
epun K

am
ui yaieyukar,

“A
tuika

  tom
atom

aki kuntuteashi hm
 hm

!

”

A
tuika tom

atom
aki  kuntuteashi hm

 hm
!

Tanneyupi  iw
an yupi  tanne sapo  iw

an sapo

takne yupi  iw
an yupi  takne sapo  iw

an sapo

unreshpa w
a  okayash ko  chiokai anak

ikittukari  chituyeam
set  am

set kashi

chiehorari,  kepushpenuye  shirkanuye

chikokipshirechiu,  neam
be patek
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m
onraike ne  chiki kane  okayash.

K
eshtoanko  kunnew

ano  chiyuputari

ikayop se w
a  chisautari tura  soyunpa w

a,

onum
ananko  sem

iporkan  toine kane

nepka sakno  hoshippa w
a,  chisautari

shinki shiri  shuke kiw
a  unkoipunpa,

okaiutar nakka  ipe w
a  iperuw

oka  chishiturire ko,

orow
ano  chiyuputari  aikarneap  kotekkankari,

ikayop shik ko,  opittano  shinkipne kushu,

hotke w
a  etorohaw

e  m
eshrototke.

N
e shim

keanko  kunnenisat  pekernisat 

197



ehopunpa,  chisautari  shuke w
a  unkoipunpa,

opittano  ipeokere ko  too shui ikayop se w
a

paye w
a isam

.  Shui onum
ananko

sem
iporkan  toine kane  nepka sakno  arki w

a,

chisautari  shuke,  chiyuputari  aikar kane

hem
para nakka  ikichi kor okai.

Shineantota shui  chiyuputari  chisautari

ikayop se w
a  soyunpa w

a isam
.

Ikorkanuye  chiki kor  okayash aine

am
set kata  hopunpaash  konkani ponku

konkani ponai  chiukoani,  soineash w
a

198アイヌ神謡集



inkarash aw
a,  netokurkashi  teshnatara,

shiatuipa w
a  shiatuikesh w

a  hum
peutar

shinotshirkonna  chopopatki ko,

shiatuipata  tanne sapo  iw
an sapo  sai kar ko,

takne sapo  iw
an sapo  sainikor un  hum

pe okeupa,

tanne yupi  iw
an yupi  takne yupi  iw

an yupi

sainikor un  hum
pe ram

ante ko  neanhum
pe

chorpoke aikush  enkashi aikush.

K
eshtokeshto  eneanikichi  kikor okairuw

e

nerokokai.  Inkarash ko  atuinoshkita

shinokorhum
pe  upokorhum

pe  heperai  hepashi
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shinot shiri  chopopatki,  chinukar w
akushu

otuim
ashir w

a  konkani ponku  konkani ponai

chiuw
eunu  chitukan aw

a  earai ari

shineikinne  upokorhum
pe  chishirko chotcha.

Tataotta  shinehum
pe  noshki chituye

hum
pearke  chisautari  sainikorun

chieyapkir,  orow
ano  hum

pearke etuhum
pe

chiishpokom
are,  ainum

oshir

kopake un  yapash aine  O
tashut kotan

chikoshirepa,  hum
pearke  etutum

pe

kotanrakehe  chikooputuye.
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Taporow
a  atuiso kata m

oireherori

chikoyaikurka  om
akane,  hoshippaash w

a

arpaash aw
a,  kanakankunip

hesehaw
e  taknatara,  unpishkani  ehoyupu,

ingarash aw
a  atuichakchak  ne kane an.

Tashkan tuitui kor  ene itaki:

　
　

“Tom
inkarikur  K

am
uikarikur  Isoyankekur

kam
uiram

etok  pasekam
ui,

nep ekarkushu  toyainuutar  w
enainuutar

kuntuiso  ekoyanke ruw
etan.

Toyainuutar  w
enainuutar  m

ukar ari
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iyoppe ari  kuntuiso  taukitauki  toppatoppa

keurekor okaina,  kam
uiram

etok

pasekam
ui  keke hetak  kuntuiso

okaetaye yan.  Tepeshkeko  iso ayanke yakka

toyainuutar  w
enainuutar

eyairaike ka  som
okino  ene ikichii tan.

”

haw
okai chiki  chiem

ina,  itakash haw
e

naikosanu,  ene okai:

　
　

“A
inupitoutar  chikorparep  ne kushu

tane anakne  korpe new
a anpe  A

inupitoutar

yaikota korpe  iyoppe ari hene  m
ukar ari hene
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tokpatokpa  m
eshpam

eshpa  nekona hene

ene kanrushuii nepkor  kar w
a epa ko

nekonne haw
e?

” itakash aw
a

atuichakchak  eram
uka  patek kane  okai korka,

senne ponno  chiekottanu  atuiso kata

m
oireherori  chikoyaikurka  om

a kane

tane chipahun  kotpoketa  chikor atui

chikoshirepa.  Inkarash aw
a

tunikashm
a  w

anchiyupi  tunikashm
a

w
anchisaha  nea hum

pearke  nim
pakoyaikush

ukohayashi  turpa kane,

203



shiatuipa ta  ukoyaeram
ushitne  kor okai.

Shiyorokeutum
  chiyaikore.

Senne chiekottanu  chiunchisehe

chikohekom
o,  am

setkashi  chiehorari.

Taporow
a  shioka un  ainu m

oshir  chikohosari

inkarash aw
a,  chiyankea  hum

pearke

etuhum
pe  okarino  nishpautar

katkem
atutar  ushiyukko  turpa kane

isoetapkar  isoerim
se,  m

akunhunki

hunki kata  okitarunpe  sohonew
a

kashike ta  O
tashut kotan  kotankornishpa
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iw
an kosonte  kokutkor  iw

an kosonte

opannere,  kam
uipaunpe  ekashpaunpe

kim
uirarire  kam

uiranketam
  shitom

ushi

kam
uishirine  tekrikikur  puni kane

onkam
i koran.  A

inupitoutar  chishturano

isoenupetne kor okai.

N
eike tapne  atuichakchak  ainupitoutar

m
ukar ari  iyoppe ari  chiyankehum

pe

tokpatokpa ari  haw
okai aw

a,  kotankor nishpa hem
em

kotankorutar,  hushkotoi w
ano

ikorsokkarne kor  kam
ui posom

i  sapte w
a
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ari icha w
a  rurpa kor okai.

O
row

ano  chiyuputari  chisautari  arkishiri

oararisam
.

Tutko rerko  shiran aw
a  purai orun

chishiksam
a  chiikurure,  tam

pe kusu

ingarash aw
a,  rorunpurai purai kata

kani tuki  kam
pashuikan  m

om
natara,

sakeo kane  kashiketa

kikeushpashui

（
１
） an kane shiran ko,

hoshipi ranke  sonkoye haw
e  eneokai:

　
　

“C
hiokai anak  O

tashutunkur  chine w
a
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oripakash yakka  pashuiepuni  aki shirinena.

” ari

O
tashut kotan  kotankor nishpa  kor utari

oppittano  kotchakene  unkoyairaike katuhu

om
om

m
om

o,

“Tom
inkarikur  K

am
uikarikur  Isoyankekur

pase kam
ui  kam

ui ram
etok  som

ooyape

tan korachi  chikor kotani  kem
ush w

a

tane anakne  yaiw
enukarash pakno

epsakashrapokta  uneram
pokiw

enpe tan.

C
hikor kotani  chiram

atkore  unekarkan ruw
e,

iyairaikere,  iso chienupene kushu
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pon tonotopo  chikar kiw
a  pon inaupo

chikotam
a  pasekam

ui  chikoyayattasa

kishiri tapan na.

” ari okaipe,

kikeushpashui  hoshipi ranke  echaranke.

Shirki chiki  chirikipuniash  kani tuki

chiuina w
a  chirikunruke  chiraunruke

rorunso kata  iw
an shintoko  puta chim

aka,

pirkasake  ponno ranke  chiom
are ine

kani tuki  puraika un  chiande.

Taporow
a  am

setkashi  chiosorushi,

inkarash aw
a  nea tuki  pashui turano
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oararisam
.  O

row
ano  kepushpenuye

shirkanuye  chiki kor  okayash aine,

hunakpaketa  hepuniash w
a  ingarash aw

a

chiseupshoro  pirka inau  chieshikte,

chiseupshoro  retar urar  etushnatki,  retar im
eru

eshim
aka kor shiran.  A

nram
ashu  chiuw

eshuye.

O
row

ano shui  tutko rerko  shiran aike,

otta eashir  chisesoike un  chiyuputari

chisautari  ukohayashi  turpa kane,  nea hum
pe

nim
pa w

a  arki hum
ash.  Shiyorokeutum

chiyaikore.  C
hiseupshorun  ahup shiri
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chinukar ko,  chiyuputari  chisautari

shinkiruipe  ipottum
konna  shum

natara.

Shiaw
oraipa,  inauikir  nukanrokw

a

hom
atpa w

a  onkam
irok onkam

irok.

R
apoketa  rorunso kata  iw

an shintoko

kam
pashuikan  m

om
natara,  kam

uierushuipe

sakehura  chiseupshor  epararse.

O
row

ano  chiseupshoro  pirka inau  chietom
te,

tuim
a kam

ui  hanke kam
ui  ashkechiuk,

shisak tonoto  chiukoante.  C
hisautari

hum
pe shuipa  kam

uiutar  kopum
pa ko
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kam
uiutar  ukoohapse  echiu kane.

C
hikupnoshki  om

an kane  chirikipuniash,

tapnetapne  ainum
oshir  kem

 ush w
a

chieram
pokiw

en,  iso chiyankekatuhu hem
em

ainupitoutar  chipirkare ko  w
en kam

uiutar

unkeshke kushu,  atuichakchak  unkeutum
w

ente

katuhu hem
em

,  O
tashut kotan

kotankor nishpa  eneene  unkoyairaike w
a

kikeushpashui  sonkokor w
a  ek katuhu

chiom
om

m
om

o  chiecharanke ko,  kam
uiutar

irhetchehau  irihum
sehau  ukoturpa
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iram
ye haw

e  kari kane.

O
row

ano shui  shisak tonoto  chiukoante,

kam
uiutar  chikupshopata

chikupshokeshta  tapkar hum
i rim

sehaw
e

tununitara,  chisautari  nim
araha

anipuntari  am
pa kane  chikupshoutur

erututtke,  nim
araha  kam

uim
enokutar

eutanne  hechiri haw
e  tununitara.

Tutko rerko  shiran ko  iku aokere.

K
am

uiutar  pirka inau  tup rep ranke

chikorpare ko  kam
uiutar  ikkeunoshki
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kom
kosanpa,  onkam

irok  onkam
irok,

opittano  unchisehe  kohekom
pa.

O
kakeheta  ram

m
akane  tanne yupi  iw

an yupi

tanne sapo  iw
an sapo  takne sapo  iw

an sapo

takne yupi  iw
an yupi  tura okayash.

A
inupitoutar  sakekar ko  pishnopishno

unnom
i  un orun  inauepum

pa ranke.

Tane anakne  ainupitoutar  nep erushui

nep  erannakpe ka  iram
no  ratchitara

okaikushu,  chieram
ushinne w

a okayash.
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（
１
）
　
御
幣
で
飾
り
を
つ
け
た
も
の
で
あ
っ
て
，
神
様
に
お
神
酒
を
上
げ

　
る
時
に
使
い
ま
す
．
こ
の kike-ush-pashui 

は
人
間
の
代
理
を
勤
め
て
，

　
人
間
が
神
様
に
云
お
う
と
思
う
事
を
神
様
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
，
伝
え
る

　
と
云
い
ま
す
．
御
幣
を
つ
け
て
い
な
い
普
通
の
箸
を iku pashui 

と
云
い

　
ま
す
（
酒
宴
の
箸
）
．
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海
の
神
が
自
ら
歌
っ
た
謡
「
ア
ト
イ
カ

　
　
　
ト
マ
ト
マ
キ
　
ク
ン
ト
テ
ア
シ
　
フ
ム
　
フ
ム
！
」

ア
ト
イ
カ
　
ト
マ
ト
マ
キ
　
ク
ン
ト
テ
ア
シ
　
フ
ム
フ
ム

長
い
兄
様
，
六
人
の
兄
様
，
長
い
姉
様
，
六
人
の
姉
様

短
い
兄
様
，
六
人
の
兄
様
，
短
い
姉
様
，
六
人
の
姉
様
が

私
を
育
て
て
居
た
が
，
私
は

宝
物
の
積
ん
で
あ
る
傍
に
高
床
を
し
つ
ら
え
，
そ
の
高
床
の
上
に

す
わ
っ
て
鞘さや
刻
み
鞘
彫
り

そ
れ
の
み
を
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事
と
し
て
暮
し
て
い
た
．

毎
日
，
朝
に
な
る
と
兄
様
た
ち
は

矢
筒
を
背
負
っ
て
姉
様
た
ち
と
一
し
ょ
に
出
て
行
っ
て

暮
方
に
な
る
と
疲
れ
た
顔
色
で

何
も
持
た
ず
に
帰
っ
て
来
て
姉
様
た
ち
は

疲
れ
て
い
る
の
に
食
事
拵
こ
し
らえ
を
し
，
私
に
お
膳
を
出
し
て

自
分
た
ち
も
食
事
を
し
て
食
事
の
あ
と
が
片
附
く
と
，

そ
れ
か
ら
兄
様
た
ち
は
矢
を
作
る
の
に
忙
し
く
手
を
動
か
す
．

矢
筒
が
一
ぱ
い
に
な
る
と
，
み
ん
な
疲
れ
て
い
る
も
の
だ
か
ら

寝
る
と  

高    

鼾  

た
か
い
び
き

を
響
か
せ
て
ね
む
っ
て
し
ま
う
．

そ
の
次
の
日
に
な
る
と
ま
だ
暗
い
中
に

216アイヌ神謡集



み
ん
な
起
き
て
姉
様
た
ち
が
食
事
拵
え
を
し
て
私
に
膳
を
出
し

み
ん
な
食
事
が
済
む
と
，
ま
た
矢
筒
を
背
負
っ
て

行
っ
て
し
ま
う
．
ま
た
夕
方
に
な
る
と

疲
れ
た
顔
色
で
何
も
持
た
ず
に
帰
っ
て
来
て

姉
様
た
ち
は
食
事
拵
え
，
兄
様
た
ち
は
矢
を
作
っ
て
，

何い
時つ
で
も
同
じ
事
を
し
て
い
た
．

あ
る
日
に
ま
た
兄
様
た
ち
姉
様
た
ち
は

矢
筒
を
背
負
っ
て
出
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
．

宝
物
の
彫
刻
を
私
は
し
て
い
た
が
や
が
て

高
床
の
上
に
起
き
上
り
金
の
小
弓
に

金
の
小
矢
を
持
っ
て
外
へ
出
て
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見
る
と
海
は
ひ
ろ
び
ろ
と
凪な
ぎ
て

海
の
東
へ
海
の
西
へ
鯨
た
ち
が

パ
チ
ャ
パ
チ
ャ
と
遊
ん
で
居
る
．
す
る
と

海
の
東
に
長
い
姉
様
，
六
人
の
姉
様
が
手
を
つ
ら
ね
て
輪
を
つ
く
る
と
，

短
い
姉
様
，
六
人
の
姉
様
が
，
輪
の
中
へ
鯨
を
追
い
込
む
，

長
い
兄
様
，
六
人
の
兄
様
，
短
い
兄
様
，
六
人
の
兄
様
が

輪
の
中
へ
鯨
を
ね
ら
い
射
つ
と
，
そ
の
鯨
の

下
を
矢
が
通
り
上
を
矢
が
通
る
．

毎
日
毎
日
彼
等
は
こ
ん
な
事
を
し
て

い
た
の
で
あ
っ
た
．
見
る
と
海
の
中
央
に

大
き
な
鯨
が
親
子
の
鯨
が
上
へ
下
へ
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パ
チ
ャ
パ
チ
ャ
と
遊
ん
で
居
る
の
が
見
え
た
の
で

遠
い
所
か
ら
金
の
小
弓
に
金
の
小
矢
を

番つが
え
て
ね
ら
い
射
っ
た
と
こ
ろ
，
一
本
の
矢
で

一
度
に
親
子
の
鯨
を
射
貫
い
て
し
ま
っ
た
．

そ
こ
で
一
つ
の
鯨
の
ま
ん
な
か
を
斬
っ
て

そ
の
半
分
を
姉
様
た
ち
の
輪
の
中
へ

ほ
う
り
こ
ん
だ
．
そ
れ
か
ら
鯨
一
ツ
半
の
鯨
を

尾
の
下
に
い
れ
て
人
間
の
国
に

む
か
っ
て
行
き
オ
タ
シ
ュ
ツ
村
に

着
い
て
一
ツ
半
の
鯨
を

村
の
浜
へ
押
し
上
げ
て
や
っ
た
．
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そ
れ
か
ら
海
の
上
に
ゆ
っ
く
り
と

游
い
で
帰
っ
て

来
た
と
こ
ろ
が
，
誰
か
が

息
を
切
ら
し
て
そ
の
側
を
は
し
る
も
の
が
あ
る
の
で

見
る
と
，
海
の
ご
め
で
あ
っ
た
．

息
を
き
ら
し
な
が
ら
云
う
こ
と
に
は
，

「
ト
ミ
ン
カ
リ
ク
ル
　
カ
ム
イ
カ
リ
ク
ル
　
イ
ソ
ヤ
ン
ケ
ク
ル

勇
マ
シ
イ
神
様
，
大
神
様
，

あ
な
た
は
な
ん
の
為
に
，
卑
し
い
人
間
共
，
悪
い
人
間
共
に

大
き
な
海
幸
を
お
や
り
に
な
っ
た
の
で
す
．

卑
し
い
人
間
共
，
悪
い
人
間
共
は
，
斧
も
て
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鎌
を
も
て
大
き
な
海
幸
を
ブ
ツ
ブ
ツ
切
っ
た
り
突
っ
つ
い
た
り

削
り
取
っ
て
い
ま
す
，
勇
ま
し
い
神
様

大
神
様
さ
あ
早
く
大
海
幸
を

お
取
り
返
し
な
さ
い
ま
せ
．
あ
ん
な
に
沢
山
，
海
幸
を
お
や
り
に

な
っ
て
も
卑
し
い
人
間
た
ち
悪
い
人
間
た
ち
は

有
難
い
と
も
思
わ
ず
こ
ん
な
事
を
し
ま
す
．
」

と
云
う
の
で
私
は
笑
っ
て
云
う

こ
と
に
は,

「
私
は
人
間
た
ち
に
呉
れ
て
や
っ
た
も
の
だ
か
ら

今
は
も
う
自
分
の
物
だ
か
ら
，
人
間
た
ち
が

自
分
の
持
物
を
鎌
で
つ
つ
こ
う
が
斧
で
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削
ろ
う
が
ど
う
で
も

自
分
た
ち
の
自
由
に
食
べ
た
ら
い
い
で
は
な
い
か

そ
れ
が
ど
う
な
の
だ
．
」
と
云
う
と

海
の
ご
め
は
所
在
無
げ
に
し
て
い
る
け
れ
ど
も

私
は
そ
れ
を
少
し
も
構
わ
ず
海
の
上
を

ゆ
っ
く
り
と
お
よ
い
で

も
う
日
が
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
る
時
に
，
私
の
海
へ

着
い
た
．
見
る
と

十
二
人
の
兄
様
，
十
二
人
の

姉
様
は
，
彼
の
半
分
の
鯨
を
は
こ
び

き
れ
な
く
て
み
ん
な
で
掛
声
高
く
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海
の
東
に
，
グ
ズ
グ
ズ
し
て
い
る
．

私
は
実
に
あ
き
れ
て
し
ま
っ
た
．

私
は
そ
れ
に
構
わ
ず
に
家
へ

帰
り
，
高
床
の
上
に
す
わ
っ
た
．

そ
こ
で
後
ふ
り
か
え
っ
て
人
間
の
世
界
の
方
を

見
る
と
，
私
が
打
ち
上
げ
た
一
ツ

半
の
鯨
の
ま
わ
り
を
と
り
ま
い
て
り
っ
ぱ
な
男
た
ち
や

り
っ
ぱ
な
女
た
ち
が
盛
装
し
て

海
幸
を
ば
喜
び
舞
い
海
幸
を
ば
歓
び
躍
り
，
後
の
砂
丘

の
上
に
は
り
っ
ぱ
な
敷
物
が
敷
か
れ
て

そ
の
上
に
オ
タ
シ
ュ
ツ
村
の
村
長
が
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六
枚
の
着
物
に
帯
を
束たば
ね
，
六
枚
の
着
物
を

羽
織
っ
て
，
り
っ
ぱ
な
神
の
冠
，
先
祖
の
冠
を

頭
に
冠
り
，
神
授
の
剣
を
腰
に
佩は
き

神
の
様
に
美
し
い
様
子
で
手
を
高
く
さ
し
上
げ

礼
拝
を
し
て
い
る
．
人
間
た
ち
は
泣
い
て

海
幸
を
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
．

何
を
ご
め
が
人
間
た
ち
が

斧
で
鎌
で
私
の
押
し
上
げ
た
鯨
を

突
っ
つ
い
て
い
る
と
云
っ
た
が
，

村
長
を
は
じ
め

村
民
は
，
昔
か
ら
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宝
物
の
最
も
尊
い
も
の
と
し
て
い
る
神
剣
を
取
り
出
し
て

そ
れ
で
肉
を
斬
っ
て
搬はこ
ん
で
い
る
．

そ
れ
か
ら
，
私
の
兄
様
た
ち
姉
様
た
ち
は
帰
っ
て
来
る

様
子
も
な
い
．

二
日
三
日
た
っ
た
時
，
窻
の
方
に

何
か
見
え
る
様
だ
，
そ
れ
で

振
り
か
え
っ
て
見
て
見
る
と
，
東
の
窻
の
上
に

か
ね
の
盃
に
あ
ふ
れ
る
程

酒
が
は
い
っ
て
い
て
そ
の
上
に

御
幣
を
取
り
つ
け
た
酒
箸
が
載
っ
て
い
て
，

行
き
つ
戻
り
つ
，
使
者
と
し
て
の
口
上
を
述
べ
て
云
う
に
は
，
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「
私
は
オ
タ
シ
ュ
ツ
村
の
人
で

畏
れ
多
い
事
な
が
ら
お
み
き
を
差
し
上
げ
ま
す
．
」
と

オ
タ
シ
ュ
ツ
村
の
村
長
が
村
民

一
同
を
代
表
し
て
私
に
礼
を
の
べ
る

次
第
を
く
わ
し
く
話
し
，

「
ト
ミ
ン
カ
リ
ク
ル
　
カ
ム
イ
カ
リ
ク
ル
　
イ
ソ
ヤ
ン
ケ
ク
ル

大
神
様
，
勇
ま
し
い
神
様
で
な
く
て
誰
が
，

こ
の
様
に
私
た
ち
の
村
に
饑
饉
が
あ
っ
て

も
う
，
ど
う
に
も
仕
様
が
な
い
程

食
物
に
窮
し
て
い
る
時
に
哀
れ
ん
で
下
さ
れ
ま
し
ょ
う
．

私
た
ち
の
村
に
生
命
を
与
え
て
下
さ
い
ま
し
た
事
，
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誠
に
有
難
う
御
座
い
ま
す
，
海
幸
を
よ
ろ
こ
び

少
し
の
酒
を
作
り
ま
し
て
，
小
さ
な
幣ぬさ
を

添
え
，
大
神
様
に
謝
礼

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
．
」
と
い
う
事
を

幣
つ
き
の
酒
箸
が
行
き
つ
戻
り
つ
申
し
立
て
た
．

そ
れ
で
私
は
起
き
上
っ
て
，
か
ね
の
盃
を

取
り
，
押
し
い
た
だ
い
て

上
の
座
の
六
つ
の
酒
樽
の
蓋ふた
を
開
き

美
酒
を
少
し
ず
つ
入
れ
て

か
ね
の
盃
を
窻
の
上
に
の
せ
た
．

そ
れ
が
済
む
と
，
高
床
の
上
に
腰
を
下
し
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見
る
と
彼
の
盃
は
箸
と
共
に

な
く
な
っ
て
い
た
．
そ
れ
か
ら
，
鞘
を
刻
み

鞘
を
彫
り
，
し
て
い
て
や
が
て

ふ
と
面
を
あ
げ
て
見
る
と
，

家
の
中
は
美
し
い
幣
で
一
ぱ
い
に
な
っ
て
い
て

家
の
中
は
白
い
雲
が
た
な
び
き
白
い
い
な
び
か
り
が

ピ
カ
ピ
カ
光
っ
て
い
る
．
私
は
あ
あ
美
し
い
と
思
っ
た
．

そ
れ
か
ら
ま
た
，
二
日
三
日
た
つ
と
，

そ
の
時
や
っ
と
，
家
の
そ
と
で
，
兄
様
た
ち
や

姉
様
た
ち
が
掛
声
高
く
彼
の
鯨
を

引
っ
張
っ
て
来
た
の
が
き
こ
え
だ
し
た
．
私
は
あ
き
れ
て
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し
ま
っ
た
．
家
の
中
へ
は
い
る
様
子
を

眺
め
る
と
，
兄
様
た
ち
や
姉
様
た
ち
は

た
い
へ
ん
疲
れ
て
，
顔
色
も
萎しお
れ
て
い
る
．

み
ん
な
は
い
っ
て
来
て
，
沢
山
の
幣
を
見
る
と
，

驚
い
て
み
ん
な
な
ん
遍
も
な
ん
遍
も
拝
し
た
．

そ
の
う
ち
に
，
東
の
座
の
六
つ
の
酒
樽
は

溢
れ
る
ば
か
り
に
な
っ
て
，
神
の
好
物
の

酒
の
香
が
家
の
中
に
漂
う
た
．

そ
れ
か
ら
私
は
，
美
し
い
幣
で
家
の
中
を
飾
り
つ
け
，

遠
方
の
神
，
近
所
の
神
を
招
待
し

盛
ん
な
酒
宴
を
張
っ
た
．
姉
様
た
ち
は
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鯨
を
煮
て
，
神
た
ち
に
出
す
と
，

神
た
ち
は
，
舌
鼓
を
打
っ
て
よ
ろ
こ
ん
だ
．

宴
酣
た
け
な
わの
頃
私
は
起
き
上
り

 

斯  

々 

か
く
か
く

，
人
間
世
界
に
饑
饉
が
あ
っ
て

あ
わ
れ
に
思
い
，
海
幸
を
打
ち
上
げ
た
次
第
や

人
間
た
ち
を
よ
く
し
て
や
る
と
，
悪
い
神
々
が

そ
れ
を
ね
た
み
，
海
の
ご
め
が
私
に
中

傷
し
た
事
や
，
オ
タ
シ
ュ
ツ
村
の

村
長
が
斯
々
の
言
葉
を
と
っ
て
私
に
礼
を
の
べ

幣
つ
き
の
酒
箸
が
使
者
に
な
っ
て
来
た
事
な
ど

詳
し
く
物
語
る
と
，
神
た
ち
は
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一
度
に
揃
っ
て
打
ち
う
な
ず
き
つ
つ
，

私
を
ほ
め
た
た
え
た
．

そ
れ
か
ら
ま
た
，
盛
な
宴
を
は
り

神
た
ち
の
，
そ
こ
に

こ
こ
に
舞
う
音
，
躍
る
音
は

美
し
き
響
を
な
し
，
姉
様
た
ち
は

 

提  

子 

ち
ょ
う
し

を
持
っ
て
席
の
間
を
酌
し
て

ま
わ
る
も
あ
り
，
女
神
た
ち

と
共
に
美
し
い
声
で
歌
う
も
あ
る
．

二
日
三
日
た
っ
て
宴
を
閉
じ
た
．

神
々
に
美
し
い
幣
を
二
つ
三
つ
ず
つ
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上
げ
る
と
神
々
は
腰
の
央なか
を

ギ
ッ
ク
リ
屈
め
て
な
ん
遍
も
な
ん
遍
も
礼
を
し
て
，

み
ん
な
自
分
の
家
に
立
ち
帰
っ
た
．

そ
の
あ
と
，
何
時
で
も
同
じ
く
長
い
兄
様
，
六
人
の
兄
様

長
い
姉
様
，
六
人
の
姉
様
，
短
い
姉
様
，
六
人
の
姉
様

短
い
兄
様
，
六
人
の
兄
様
と
一
し
ょ
に
い
，

人
間
た
ち
が
酒
を
造
る
と
そ
の
度
毎
に

私
に
酒
を
送
り
私
の
と
こ
ろ
へ
幣
を
よ
こ
す
．

今
は
も
う
，
人
間
た
ち
も
食
物
の
不
足
も

な
ん
の
困
る
事
も
無
く
平
穏
に

暮
し
て
い
る
の
で
，
私
は
安
心
を
し
て
い
ま
す
．
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233



            Terkepi yaieyukar,

       

〝Tororo hanrok hanrok!

〞

Tororo hanrok, hanrok!

Shineantota  m
untum

 peka  terketerkeash

shinotashkor  okayash aine  ingarash aw
a,

shine chise  an w
akusu  apapaketa  payeash w

a

inkarash aw
a,  chiseupshotta  ikittukari

chituyeam
set  chishireanu.  A

m
set kata

shine okkaipo  shirkanuye  kokipshirechiu
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okai chiki  chirara kusu  tonchikam
ani kata

rokash kane.

〝Tororo hanrok, hanrok!

〞 ari

rekash aw
a,  nea okkaipo  tam

 tarara

unnukar aw
a,  sancha otta  m

ina kane,

“Eyukari ne ruw
e?  esakehaw

e ne ruw
e?

na henta chinu.

” itak w
akushu

chienupetne,

〝Tororo hanrok, hanrok!

〞 ari

rekash aw
a  nea okkaipo  ene itaki:

　
　

“Eyukari ne ruw
e? esakehaw

e ne ruw
e?

na hankenota  chinu okai.

”

haw
ashchiki chienupetne,  outurun
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inum
pe kata  terkeashtek,

〝Tororo hanrok, hanrok!

〞 rekash aw
a

nea okkaipo shui  ene itaki:

　
　

“Eyukari ne ruw
e?  esakehaw

e ne ruw
e?

na hankenota  chinu okai.

” haw
ash chiki,

shino chienupetne,  roruninum
pe

shikkew
eta  terkeashtek,

〝Tororo hanrok, hanrok!

〞 rekash aw
a

arekushkonna  nea okkaipo  m
atke hum

i

shiukosanu,  hontom
ota  shi apekesh

teksaikari  unkaun  eyapkir hum
i
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chiem
onetok  m

ukkosanu,  pateknetek

nekona neya  chieram
ishkare.

H
unakpaketa  yaishikarunash  inkarash aw

a,

m
intarkeshta  shine piseneterkepi

rai kane an ko  ashurpeututta  okayash kanan.

pirkano  inkarash aw
a,  useainu  unchisehe

ne kuni  chiram
uap  O

kikirm
ui  kam

ui ram
etok

unchisehe  neaw
okai ko

O
kikirm

ui  nei ka  chieram
peutekno

iraraash ruw
e  neaw

an.

C
hiokai anak  tane tankorachi  toi rai w

en rai
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chikishiri tapan na,  tew
ano okai

terkepiutar  itekki ainuutar otta  irara yan.

    ari piseneterkepi haw
ean kor raiw

a isam
.
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蛙
が
自
ら
を
歌
っ
た
謡

　
　
　
　
「
ト
ー
ロ
ロ
　
ハ
ン
ロ
ク
　
ハ
ン
ロ
ク
！
」

ト
ー
ロ
ロ
　
ハ
ン
ロ
ク
　
ハ
ン
ロ
ク
！

「
あ
る
日
に
，
草
原
を
飛
び
廻
っ
て

遊
ん
で
い
る
う
ち
に
見
る
と
，

一
軒
の
家
が
あ
る
の
で
戸
口
へ
行
っ
て

見
る
と
，
家
の
内
に
宝
の
積
ん
で
あ
る
側
に

高
床
が
あ
る
．
そ
の
高
床
の
上
に

一
人
の
若
者
が
鞘
を
刻
ん
で
う
つ
む
い
て
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い
た
の
で
，
私
は
悪
戯
を
し
か
け
よ
う
と
思
っ
て
敷
居
の
上
に

坐
っ
て
，
「
ト
ー
ロ
ロ
　
ハ
ン
ロ
ク
　
ハ
ン
ロ
ク
！
」
と

鳴
い
た
，
と
こ
ろ
が
，
彼
の
若
者
は
刀
持
つ
手
を
上
げ

私
を
見
る
と
，
ニ
ッ
コ
リ
笑
っ
て
，

「
そ
れ
は
お
前
の
謡
か
え
？
　
お
前
の
喜
び
の
歌
か
え
？

も
っ
と
聞
き
た
い
ね
．
」
と
い
う
の
で

私
は
よ
ろ
こ
ん
で
「
ト
ー
ロ
ロ
　
ハ
ン
ロ
ク
　
ハ
ン
ロ
ク
！
」
と

鳴
く
と
，
彼
の
若
者
の
い
う
事
に
は
，

「
そ
れ
は
お
前
の
ユ
ー
カ
ラ
か
え
？
　
サ
ケ
ハ
ウ
か
え
？

も
っ
と
近
く
で
聞
き
た
い
ね
．
」

私
は
そ
れ
を
き
い
て
嬉
し
く
思
い
下
座
の
方
の

240アイヌ神謡集



炉
縁
の
上
へ
ピ
ョ
ン
と
飛
ん
で

「
ト
ー
ロ
ロ
　
ハ
ン
ロ
ク
　
ハ
ン
ロ
ク
！
」
と
鳴
く
と

彼
の
若
者
の
い
う
こ
と
に
は
，

「
そ
れ
は
お
前
の
ユ
ー
カ
ラ
か
え
？
　
サ
ケ
ハ
ウ
か
え
？

も
っ
と
近
く
で
聞
き
た
い
ね
．
」
そ
れ
を
聞
く
と
私
は
，

本
当
に
嬉
し
く
な
っ
て
，
上
座
の
方
の
炉
縁
の

隅
の
と
こ
ろ
へ
ピ
ョ
ン
と
飛
ん
で

「
ト
ー
ロ
ロ
　
ハ
ン
ロ
ク
　
ハ
ン
ロ
ク
！
」
と
鳴
い
た
ら

突
然
！
彼
の
若
者
が
パ
ッ
と
起
ち

上
っ
た
か
と
思
う
と
，
大
き
な
薪
の
燃
え
さ
し
を

取
り
上
げ
て
私
の
上
へ
投
げ
つ
け
た
音
は
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体
の
前
が
ふ
さ
が
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
て
，
そ
れ
っ
き
り

ど
う
な
っ
た
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
．

ふ
と
気
が
つ
い
て
見
た
ら

 

芥  

捨 

あ
く
す
て

場
の
末
に
，
一
つ
の
腹
の
ふ
く
れ
た
蛙
が

死
ん
で
い
て
，
そ
の
耳
と
耳
と
の
間
に
私
は
す
わ
っ
て
い
た
．

よ
く
見
る
と
，
た
だ
の
人
間
の
家

だ
と
思
っ
た
の
は
，
オ
キ
キ
リ
ム
イ
，
神
の
様
に

強
い
方
の
家
な
の
で
あ
っ
た
，
そ
し
て

オ
キ
キ
リ
ム
イ
だ
と
い
う
事
も
知
ら
ず
に

私
が
悪
戯
を
し
た
の
で
あ
っ
た
．

私
は
も
う
今
こ
の
様
に
つ
ま
ら
な
い
死
方
，
悪
い
死
方
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を
す
る
の
だ
か
ら
，
こ
れ
か
ら
の

蛙
た
ち
よ
，
決
し
て
，
人
間
た
ち
に
悪
戯
を
す
る
の
で
は
な
い
よ
．

　
　
と
，
ふ
く
れ
た
蛙
が
云
い
な
が
ら
死
ん
で
し
ま
っ
た
．
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        Pon O
kikirm

ui yaieyukar,

        

〝K
utnisa kutunkutun

〞

〔K
utnisa kutunkutun

〕
Shineantota  petetok un  shinotash kushu

payeash aw
a,  petetokta  shine ponrupnekur

neshko urai  kar kushu  uraikik neap

kosanikkeukan  punashpunash.

U
nnukar aw

a  ene itaki:

　
　

〝Ehum
na?  C

hikarkunekur  unkashui yan.
〞
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ari haw
ean.  Inkarash ko  neshko urai

nepne kushu  neshko w
akka  nupki w

akka

chisanasanke,  kam
uicheputar

hem
eshpako  neshko w

akka  kow
en kushu

chish kor hoshippa.  C
hirushka kushu

ponrupnekur  kor uraikiktuchi

chieshikari,  ponrupnekur  ikkeunoshki

chikik hum
i  tokkosanu.  Ponrupnekur

ikkeunoshki  chioarkaye,  chioanraike

poknam
oshir  chikooterke.  N

ea neshko uraini

chiosausaw
a  inuash aike,  iw

an

（
１
） poknashir
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im
akakehe  chioushi hum

iash.

O
row

ano  ikkeukiror  m
ontum

kiror

chiyaikosanke,  neuraini  shinrichi w
ano

chioarkaye,  poknam
oshir  chikooterke.

Petetoko w
a  pirka rera  pirka w

akka

chisanasanke,  chishkor hoshippa.

K
am

uicheputar  pirka rera  pirka w
akka

eyaitem
ka  w

enm
inahau  w

enshinothau

pepunitara kor  hem
eshpa shiri

chopopatki.  C
hinukar w

a  chieram
eshinne

petesoro  hoshippaash.  ari
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    Pon O
kikirm

ui isoitak.
（
１
）
　iw

an poknashir

…
…
六
つ
の
地
獄
．
地
の
下
に
は
六
段
の
世
界

　
が
あ
っ
て
そ
こ
に
は
種
々
な
悪
魔
が
住
ん
で
い
ま
す
．
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小
オ
キ
キ
リ
ム
イ
が
自
ら
歌
っ
た
謡

　
　
　
　
　
　
「
ク
ツ
ニ
サ
　
ク
ト
ン
ク
ト
ン
」

ク
ツ
ニ
サ
　
ク
ト
ン
ク
ト
ン

あ
る
日
に
水
源
の
方
へ
遊
び
に

出
か
け
た
ら
，
水
源
に
一
人
の
小
男
が

胡
桃
く
る
み
の
木
の
簗やな
を
た
て
る
た
め
杭
を
打
つ
の
に

腰
を
曲
げ
曲
げ
し
て
い
る
．

私
を
見
る
と
，
い
う
事
に
は
，

「
誰
だ
？
　
私
の
甥
よ
，
私
に
手
伝
っ
て
お
呉
れ
．
」
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と
い
う
．
見
る
と
，
胡
桃
の
簗

な
も
の
だ
か
ら
，
胡
桃
の
水
，
濁
っ
た
水

が
流
れ
て
来
て
鮭
ど
も
が

上
っ
て
来
る
と
胡
桃
の
水
が
嫌
な
の
で

泣
き
な
が
ら
帰
っ
て
ゆ
く
．
私
は
腹
が
立
っ
た
の
で

小
男
の
持
っ
て
い
る
杭
を
打
つ
槌
を

引
っ
た
く
り
小
男
の
腰
の
央
を

私
が
た
た
く
音
が
ポ
ン
と
響
い
た
．
小
男
の

腰
の
央
を
折
っ
て
し
ま
っ
て
殺
し
て
し
ま
い

地
獄
へ
踏
み
落
し
て
や
っ
た
．
彼
の
胡
桃
の
杭
を

揺
り
動
か
し
て
見
る
と
六
つ
の
地
獄
の
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彼
方
ま
で
届
い
て
い
る
様
だ
．

そ
れ
か
ら
，
私
は
腰
の
力
，
か
ら
だ
中
の
力
を

出
し
て
，
そ
の
杭
を
根
本
か
ら

折
っ
て
し
ま
い
，
地
獄
へ
踏
み
落
し
て
し
ま
っ
た
．

水
源
か
ら
清
い
風
，
清
い
水
が

流
れ
て
来
て
，
泣
き
な
が
ら
帰
っ
て
行
っ
た
．

鮭
ど
も
は
清
い
風
，
清
い
水
に

気
を
恢
復
し
て
，
大
さ
わ
ぎ
大
笑
い
し
て
遊
び

な
が
ら
，
パ
チ
ャ
パ
チ
ャ
と

上
っ
て
来
た
．
私
は
そ
れ
を
見
て
，
安
心
を
し

流
れ
に
沿
う
て
帰
っ
て
来
た
．
と
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小
さ
い
オ
キ
キ
リ
ム
イ
が
物
語
っ
た
．
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       Pon O
kikirm

ui yaieyukar,

         
〝Tanota hurehure

〞

Tanota hurehure

Shineantota  petturashi  shinotash kushu

payeash aw
a,  pon nitnekam

ui  chikoekari.

N
eita kusu  pon nitnekam

ui  shirka w
ena

nanka w
ena,  kunne kosonte  utom

echiu

neshko ponku  neshko ponai  ukoani,

unnukar aw
a,  sanchaotta  m

ina kane
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ene itaki:

　
　

“Pon O
kikirm

ui  shinotash ro!

K
eke hetak  chepshuttuye  chiki kushne na.

”

itak kane  neshko ponku  neshko ponai

uw
eunu  petetok un  aieak aw

a,

petetoko w
a  neshko w

akka  nupki w
akka

chisanasanke,  kam
uicheputar  hem

eshpa ko

neshko w
akka  kow

en w
a  chish turano

orhetopo  m
om

 w
a paye,  pon nitnekam

ui

new
aanpe  sanchaotta  m

ina kane an.

Shirki chiki  new
aanpe  chirushka kushu,
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chikor shirokani ponku  shirokani ponai

chiuw
eunu,  petetok un  akash aw

a,

petetok w
a  shirokani w

akka  pirka w
akka

chisanasanke,  chishturano  m
om

 w
a paye

kam
uicheputar  pirka w

akka  eyaitem
ka,

w
enshinothau  w

enm
inahau  pepunitara

hem
eshpa shiri  chopopatki.

Shirki chiki  pon nitnekam
ui  korw

enpuri

enantuika  eparsere:

“Sonno hetap eiki chiki  yukshut tuye

chiki kushne na.

” itak kane,
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neshko ponku  neshko ponai  uw
eunu,

kanto kotor  chotcha aike  kenashso kaw
a

neshko rera  shupne rera  chisanasanke,

kenashso kaw
a  apkatopa  shinnai kane

m
om

anpetopa  shinnai kane  rerapunpa,

toop kanto orun  rikip shirikan  m
aknatara,

pon nitnekam
ui  sancha otta em

ina kane an.

Shirki chiki  w
en kinra ne  unkohetari

shirokani ponku  shirokani ponai

chiuw
eunu  yuktopa oshi  akash aw

a
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kanto orow
a  shirokani rera  pirka rera

chiranaranke,  reraetoko  apkatopa

shinnai kane  m
om

anpetopa  shinnai kane

kenashso ka  chiorapte.

Shiriki aw
a  pon nitnekam

ui

kor w
enpuri  enantuika  eparsere,

“A
chikarata

（
１
） sonnohetap

eiki chiki  ukirornukar  aki kushne na.

”
itak kane  hokanachim

ip  yaikoare.

C
hiokai nakka  earkaparpe  chiyaikonoye,

chikotetterke  unkotetterke.  O
row

ano
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upoknareash  ukannareash  ukoterkeash ko,

ineapkushu  pon nitnekam
ui  okirashnu w

a

hum
ashnankora.  K

ipnekorka  hunakpaketa

ikkeukiror  m
ontum

kiror

chiyaikosanke,  pon nitnekam
ui

shikautapkurka  chieshitaiki,

kim
un iw

a  iw
akurkashi  chiekik hum

i

rim
natara.  C

hioanraike  poknam
oshir

chikooterke,  hum
okake  chakkosanu.

Taporow
a  petesoro  hoshippaash ko

pet otta  kam
uicheputar  m

ina haw
e
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shinot haw
e  pepunitara kor  hem

eshpa shiri

chopopatki,  kenashso kata

apkautar  m
om

anpeutar  w
enm

inahau

w
enshinothau ronroratki,

taanta  toonta  ipeshirkonna

m
oinatara.  C

hinukar w
a

chieram
ushinne  chiunchisehe

chikohoshipi.

    ari pon O
kikirm

ui isoitak.

（
１
）
　achikara

…
…
「
き
た
な
い
」
．
お
か
し
い
，
生
意
気
な
と
い
う
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意
味
を
ふ
く
む
．

　
こ
の
物
語
は O

kikirm
ui 

の
父
と pon nitnekam

ui 

の
父
と
は
，
前
に
大

　
層
激
し
い
戦
争
を
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
，
こ
の pon okikirm

ui 

と pon

　 nitnekam
ui 

と
は
敵
ど
う
し
に
な
っ
て
い
ま
す
．
そ
の
親
た
ち
の
戦
争
し

　
た
模
様
は
別
な
物
語
に
詳
し
く
出
て
い
ま
す
．
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小
オ
キ
キ
リ
ム
イ
が
自
ら
歌
っ
た
謡

　
　
　
　
　
　
　
「
こ
の
砂
赤
い
赤
い
」

〔
こ
の
砂
赤
い
赤
い
〕

あ
る
日
に
流
れ
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
遊
び
に

出
か
け
た
ら
，
悪
魔
の
子
に
出
会
っ
た
．

い
つ
で
も
悪
魔
の
子
は
様
子
が
美
し
い

顔
が
美
し
い
．
黒
い
衣
を
着
け
て

胡
桃
く
る
み
の
小
弓
に
胡
桃
の
小
矢
を
持
っ
て
い
て

私
を
見
る
と
，
ニ
コ
ニ
コ
し
て
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い
う
こ
と
に
は
，

「
小
オ
キ
キ
リ
ム
イ
，
遊
ぼ
う
．

さ
あ
こ
れ
か
ら
，
魚
の
根
を
絶
や
し
て
見
せ
よ
う
．
」

と
言
っ
て
，
胡
桃
の
小
弓
に
胡
桃
の
小
矢
を

番つが
え
水
源
の
方
へ
矢
を
射
放
す
と
，

水
源
か
ら
胡
桃
の
水
，
濁
っ
た
水
が

流
れ
出
し
，
鮭
ど
も
が
上
っ
て
来
る
と

胡
桃
の
水
が
厭
な
の
で
泣
き
な
が
ら

引
き
返
し
て
流
れ
て
行
く
．
悪
魔
の
子
は

そ
れ
を
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
．

私
は
そ
れ
を
見
て
腹
が
立
っ
た
の
で
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私
の
持
っ
て
い
た
，
銀
の
小
弓
に
銀
の
小
矢
を

番
え
水
源
へ
矢
を
射
は
な
す
と

水
源
か
ら
銀
の
水
，
清
い
水
が

流
れ
出
し
，
泣
き
な
が
ら
流
れ
て
行
っ
た

鮭
ど
も
は
清
い
水
に
元
気
を
恢
復
し

大
笑
い
を
し
て
遊
び
さ
わ
い
で

パ
チ
ャ
パ
チ
ャ
川
を
上
っ
て
行
っ
た
．

す
る
と
，
悪
魔
の
子
は
，
持
前
の  
癇    

癪  
か
ん
し
ゃ
く

を

顔
に
表
し
て
，

「
本
当
に
お
前
そ
ん
な
事
を
す
る
な
ら
，
鹿
の
根
を

絶
や
し
て
見
せ
よ
う
．
」
と
云
っ
て
，
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胡
桃
の
小
弓
に
胡
桃
の
小
矢
を
番
え

大
空
を
射
る
と
，
山
の
木
原
か
ら

胡
桃
の
風
，
つ
む
じ
風
が
吹
い
て
来
て

山
の
木
原
か
ら
，
牡
鹿
の
群
は
別
に

牝
鹿
の
群
は
ま
た
別
に
，
風
に
吹
き
上
げ
ら
れ

ず
ー
っ
と
天
空
へ
き
れ
い
に
な
ら
ん
で
上
っ
て
行
く
．

悪
魔
の
子
は
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
．

そ
れ
を
見
た
私
は
か
っ
と
癪
に
さ
わ
っ
た
の
で

銀
の
小
弓
に
銀
の
小
矢
を

番
え
て
，
鹿
の
群
の
あ
と
へ
矢
を
射
放
す
と
，

天
上
か
ら
，
銀
の
風
，
清
い
風
が
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吹
き
降
り
，
牡
鹿
の
群
は

別
に
，
牝
鹿
の
群
は
ま
た
別
に
，

山
の
木
原
の
上
へ
吹
き
下
さ
れ
た
．

す
る
と
，
悪
魔
の
子
は

持
前
の
癇
癪
を
顔
に
現
し
，

「
生
意
気
な
，
本
当
に

お
前
そ
ん
な
事
を
す
る
な
ら
，
力
競
べ
を
や
ろ
う
．
」

と
云
い
な
が
ら
上
衣
を
脱
い
だ
．

私
も
薄
衣
一
枚
に
な
っ
て

組
み
付
い
た
．
彼
も
私
に
組
み
付
い
た
．
そ
れ
か
ら
は

互
に
下
に
し
た
り
上
に
し
あ
っ
た
り
相
撲
を
と
っ
た
が
，
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大
へ
ん
に
悪
魔
の
子
が
力
の
あ
る
事
に
は

驚
い
た
．
け
れ
ど
も
，
と
う
と
う
，
あ
る
時
間
に
，

私
は
腰
の
力
，
か
ら
だ
の
力
を

み
ん
な
出
し
て
，
悪
魔
の
子
を

肩
の
上
ま
で
引
っ
担
ぎ
，

山
の
岩
の
上
へ
彼
を
打
ち
つ
け
た
音
が

が
ん
と
響
い
た
．
殺
し
て
し
ま
っ
て
地
獄
へ

踏
み
落
し
た
あ
と
は
し
ん
と
静
ま
り
返
っ
た
．

そ
れ
が
済
ん
で
，
私
は
流
れ
に
沿
っ
て
帰
っ
て
来
る
と
，

川
の
中
で
は
鮭
ど
も
が
笑
う
声

遊
ぶ
声
が
か
ま
び
す
し
く
の
ぼ
っ
て
来
る
の
が
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パ
チ
ャ
パ
チ
ャ
き
こ
え
る
．
山
の
木
原
で
は
，

牡
鹿
ど
も
，
牝
鹿
ど
も
が
笑
う
声

遊
ぶ
声
が
そ
こ
ら
一
ぱ
い
に
な
っ
て

そ
こ
に
こ
こ
に
物
を

食
べ
て
い
る
．
私
は
そ
れ
を
見
て

安
心
を
し
，
私
の
家
へ

帰
っ
て
来
た
．

　
　
と
，
小
さ
い
オ
キ
キ
リ
ム
イ
が
物
語
っ
た
．

266アイヌ神謡集



           Esam
an yaieyukar,

        
〝K

appa reureu kappa

〞

K
appa reureu kappa.

Shineantota  petesoro  shinotash kor

m
aash w

a  sapash kiw
a,  Sam

ayunkur

kor w
akkataru  putuhu ta  sapash aw

a,

Sam
ayunkur  kot tureshi  kam

ui shiri ne

oattekkor  niatush ani  oattekkor

kinatantuka

（
１
）  anpa kane  ek koran w

akusu
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petparurketa  chisapaha patek  chietukka,
“O

na ekora?

U
nu ekora?

” itakash aw
a

pon m
enoko  hom

aturuipe  shikkankari

unnukar aw
a  kor w

enpuri  enantui ka

eparsere,

“Toi sapakaptek,  w
en sapakaptek,

iokapushpa,

（
２
） nim

akitarautar,  cho cho......

”

ari, haw
ean aw

a  poro nim
akitarautar

（
３
）

usaw
okuta,  unnukar aw

a  notsep hum
i

taunatara.  C
hiehom

atu,  petasam
a
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chikoraw
oshm

a,  nani petasam
 peka

kiraash w
a sapash.

Sapash aine  O
kikirm

ui  kor w
akkataru

putuhu ta  chisapaha patek  chietukka,

inkarash aw
a  O

kikirm
ui  kot tureshi

kam
ui shirine  oattekkor  niatush ani

oattekkor  kinatantuka  anpa kane

ek w
akushu  itakash haw

e  ene okai:

　
　

“O
na ekora?

U
nu ekora?

” itakash aw
a

ponm
enoko  hom

aturuipe  shikkankari
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unnukar aw
a  kor w

em
puri  enantuikashi

eparsere,

“Toi sapakaptek  w
en sapakaptek

iokapushpa,  nim
akitarautar,  cho cho......

”

itak aw
a  poro nim

akitarautar  chisaokuta.

Shirki chiki  eshiranpe  chieshikarun,

chiem
inarushui kor  petasam

a  chikoraw
oshm

a

kiraash kushu  ikichiash aw
a,

sennekashui  nim
akitarautar  ikichi kuni

chiram
uai  notsep hum

i  taunatara,

petasam
 pakno  unkotetterke

270アイヌ神謡集



yaoro unekatta,  chisapaha chinetopake

apukpuk  arishparishpa  ki aineno

nekonaneya  chieram
ishkare.

H
unakpaketa  yaishikarunash  inkarash aw

a,

poro esam
an  ashurpeututta  rokash kane

okayash.

Sam
ayunkur ka  O

kikirm
ui ka

ona ka sak  unu ka sak ruw
e  chieram

an w
a

enean irara  chiki kushu  aunpanakte,

O
kikirm

ui kor  setautar orow
a  aunraike,

toi rai  w
en rai  chiki  shiri tapan.
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Tew
ano okai  esam

anutar  itekki irara yan.

    ari esam
an yaieyukar.

（
１
）
　kinatantuka

…
…
蒲
の
束
．
蒲
は
編
ん
で
筵
の
様
な
敷
物
に
す
る

　
の
で
す
が
，
よ
く
乾
い
て
い
る
の
を
そ
の
ま
ま
編
む
と
い
け
ま
せ
ん
か
ら

　
，
少
し
湿
し
て
か
ら
つ
か
い
ま
す
．
こ
の
話
に
あ
る
の
も
，
そ
の
た
め
に

　
女
が
川
へ
持
っ
て
行
く
の
で
し
ょ
う
．

（
２
）
　i-okapushpa

．
人
は
死
ん
で
し
ま
っ
た
親
や
親
類
な
ど
の
名
を
言

　
っ
た
り
，
そ
の
事
を
ふ
だ
ん
話
し
た
り
す
る
事
を i-okapushpa 

と
言
っ

　
て
大
へ
ん
嫌
い
ま
す
．
ま
た
，
人
の
か
く
し
て
い
た
事
を
そ
ば
か
ら
ほ
じ

　
り
出
し
て
，
み
ん
な
に
言
っ
た
り
，
そ
の
人
の
聞
き
に
く
い
様
な
そ
の
人
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の
前
の
行
為
な
ど
を
口
に
出
し
た
り
す
る
事
を
も i-okapushpa 

と
言
い

　
ま
す
．

（
３
）
　nim

akitara

…
…
牙
の
剥
き
出
し
て
い
る
．
こ
れ
は
犬
の
事
．
山

　
の
け
も
の
た
ち
は
，
人
が
猟
に
行
く
と
犬
を
連
れ
て
行
き
ま
す
が
，
そ
の

　
犬
に
歯
を
む
き
出
し
て
か
か
ら
れ
る
の
が
一
ば
ん
恐
い
の
で
，
犬
に
こ
ん

　
な
名
を
つ
け
て
恐
が
っ
て
い
ま
す
．
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獺
か
わ
う
そが
自
ら
歌
っ
た
謡

　
　
　
　
　
　
「
カ
ッ
パ
　
レ
ウ
レ
ウ
　
カ
ッ
パ
」

カ
ッ
パ
　
レ
ウ
レ
ウ
　
カ
ッ
パ

あ
る
日
に
，
流
れ
に
沿
う
て
遊
び
な
が
ら

泳
い
で
下
り
サ
マ
ユ
ン
ク
ル
の

水
汲
路
の
と
こ
ろ
に
来
る
と
，

サ
マ
ユ
ン
ク
ル
の
妹
が
神
の
様
な
美
し
い
容
子
で

片
手
に
手
桶
を
持
ち
片
手
に

蒲
の
束
を
持
っ
て
来
て
い
る
の
で

274アイヌ神謡集



川
の
縁
に
私
は
頭
だ
け
出
し
，

「
お
父
様
を
お
持
ち
で
す
か
？

お
母
様
を
お
持
ち
で
す
か
？
」
と
云
う
と
，

娘
さ
ん
は
驚
い
て
眼
を
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
さ
せ

私
を
見
つ
け
る
と
，
怒
の
色
を
顔
に

現
し
て
，

「
ま
あ
，
に
く
ら
し
い
扁
平
頭
，
悪
い
扁
平
頭
が

人
を
ば
か
に
し
て
．
犬
た
ち
よ
，
コ
コ
…
…
」

と
言
う
と
，
大
き
な
犬
ど
も
が

駈
け
出
し
て
来
て
，
私
を
見
る
と
牙
を
鳴
ら

し
て
い
る
．
私
は
ビ
ッ
ク
リ
し
て
川
の
底
へ
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潜
り
込
ん
で
直
ぐ
そ
の
ま
ま
川
底
を
通
っ
て

逃
げ
下
っ
た
．

そ
う
し
て
，
オ
キ
キ
リ
ム
イ
の
水
汲
路
の

川
口
へ
頭
だ
け
だ
し
て

見
る
と
，
オ
キ
キ
リ
ム
イ
の
妹
が

神
の
様
に
美
し
い
様
子
で
片
手
に
手
桶
を
持
ち

片
手
に
蒲
の
束
を
持
っ
て

来
た
の
で
私
の
い
う
こ
と
に
は
，

「
御
父
様
を
お
持
ち
で
す
か
？

御
母
様
を
お
持
ち
で
す
か
？
」
と
い
う
と
，

娘
さ
ん
は
驚
い
て
眼
を
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
さ
せ
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私
を
見
る
と
，
怒
り
の
色
を
顔
に

表
し
て
，

「
ま
あ
，
に
く
ら
し
い
扁
平
頭
，
悪
い
扁
平
頭
が

人
を
ば
か
に
し
て
．
犬
た
ち
よ
，
コ
コ
…
…
」

と
言
う
と
大
き
な
犬
ど
も
が
駈
け
出
し
て
来
た
．

そ
れ
を
見
て
私
は
先
刻
の
事
を
思
い
出
し

可
笑
し
く
思
い
な
が
ら
川
の
底
へ

潜
り
こ
ん
で
逃
げ
よ
う
と
し
た
ら
，

ま
さ
か
犬
た
ち
が
そ
ん
な
事
を
し
よ
う
と
は

思
わ
な
か
っ
た
の
に
，
牙
を
鳴
ら
し
な
が
ら

川
の
底
ま
で
私
に
飛
び
付
き
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陸
へ
私
を
引
き
摺
り
上
げ
，
私
の
頭
も
私
の
体
も

噛
み
つ
か
れ
噛
み
む
し
ら
れ
て
，
し
ま
い
に

ど
う
な
っ
た
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
．

ふ
と
気
が
付
い
て
見
る
と
，

大
き
な
獺
の
耳
と
耳
の
間
に
私
は
す
わ
っ
て

い
た
．

サ
マ
ユ
ン
ク
ル
も
オ
キ
キ
リ
ム
イ
も

父
も
な
く
母
も
な
い
の
を
私
は
知
っ
て

あ
ん
な
悪
戯
を
し
た
の
で
罰
を
当
て
ら
れ

オ
キ
キ
リ
ム
イ
の
犬
ど
も
に
殺
さ
れ

つ
ま
ら
な
い
死
方
，
悪
い
死
方
を
す
る
の
で
す
．
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こ
れ
か
ら
の
獺
た
ち
よ
，
決
し
て
悪
戯
を
し
な
さ
る
な
．

　
　
と
，
獺
が
物
語
っ
た
．
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  Pipa yaieyukar,

〝Tonupeka ranran

〞

Tonupeka ranran

Satshikush an w
a  ottaokayashi ka

sat w
a okere,  tane anakne  raiash kushki.

“N
enkatausa  w

akka unkure

untem
ka okai!  W

akkapo!

” ohai  chiraikotenke,

okayash aw
a,  too hosashi  shine m

enoko

saranip se kane  arki kor okai.

C
hishash kor  okayash aw

a  unsam
a kush
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unnukar aw
a,

“Toi pipa  w
en pipa,  neptap  chishkar haw

e

iram
shitnere  okaipe neya?

” itak kane

unotetterke  unureetursere  unseikoyaku,

toop ekim
un  paye w

a isam
.

〝A
yapo, oyoyo!  W

akkapo!

〞 ohai chiraikotenke

okayash aw
a,  too hosashi shui  shine m

enoko

saranip se kane  arki kor okai.

“N
enkatausa  w

akka unkure  untem
ka okai!

A
yapo, oyoyo!  W

akkapo!

” ohai  chiraikotenke,

okayash aw
a  pon m

enoko  kam
ui shirine
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unsam
ta arki  unnukat chiki,

“Inunukashki  shirsesek w
a  pipautar

sotkihi ka  satw
a okere,  w

akkaew
en haw

e

neshun okaine,  nekonanep  okai ruw
e tan,

aotetterke  apkor okai.

” itak kane

unopitta  unum
om

are,  korham
 oro

unom
are,  pirka to oro  unom

are.

Pirka nam
w

akka  chieyaitem
ka,

shino tum
ashnuash.  O

tta eashir

nea m
enokutar  shinrichihi  chihunara

inkarash aw
a,  hoshkino ek  unureeyaku
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shirun m
enoko  w

en m
enoko anak  Sam

ayunkur

kottureshi new
a,  uneram

pokiw
en

unshiknure  pon m
enoko  kam

ui m
oirem

at anak

O
kikirm

ui  kottureshi  ne aw
an.

Sam
ayunkur  kottureshi  chiepokpa kushu

kor am
am

toi  chishum
ka w

a,  O
kikirm

ui

kottureshi  kor am
am

toi  chipirkare.

N
e paha ta  O

kikirm
ui  kottureshi  shino harukar.

chirenkaine  ene shirkii  eram
an w

a,

pipakap ari  am
am

push tuye.

O
row

ano  keshpaanko  ainu m
enokutar
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am
am

push tuye ko  pipakap eiw
anke ruw

e ne.

    ari shine pipa yaieyukar.
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沼
貝
が
自
ら
歌
っ
た
謡
「
ト
ヌ
ペ
カ
　
ラ
ン
ラ
ン
」

ト
ヌ
ペ
カ
　
ラ
ン
ラ
ン

強
烈
な
日
光
に
私
の
居
る
所
も

乾
い
て
し
ま
っ
て
今
に
も
私
は
死
に
そ
う
で
す
．

「
誰
か
，
水
を
飲
ま
せ
て
下
す
っ
て

助
け
て
下
さ
れ
ば
い
い
．
水
よ
水
よ
」
と
私
た
ち
が
泣
き
叫
ん
で

い
ま
す
と
，
ず
ー
っ
と
浜
の
方
か
ら
一
人
の
女
が

籠
を
背
負
っ
て
来
て
い
ま
す
．

私
た
ち
は
泣
い
て
い
ま
す
と
，
私
た
ち
の
傍
を
通
り
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私
た
ち
を
見
る
と
，

「
お
か
し
な
沼
貝
，
悪
い
沼
貝
，
何
を
泣
い
て

う
る
さ
い
事
さ
わ
い
で
い
る
の
だ
ろ
う
．
」
と
言
っ
て

私
た
ち
を
踏
み
つ
け
，
足
先
に
か
け
飛
ば
し
，
貝
殻
と
共
に
つ
ぶ
し
て

ず
ー
っ
と
山
へ
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
．

「
お
お
痛
，
苦
し
い
，
水
よ
水
よ
．
」
と
泣
き
叫
ん
で

い
る
と
，
ず
っ
と
浜
の
方
か
ら
ま
た
一
人
の
女
が

籠
を
背
負
っ
て
来
て
い
ま
す
．
私
た
ち
は

「
誰
か
私
た
ち
に
水
を
飲
ま
せ
て
助
け
て
下
さ
る
と
い
い
，

お
お
痛
，
お
お
苦
し
い
，
水
よ
水
よ
．
」
と
叫
び
泣
き
ま
し
た

す
る
と
，
娘
さ
ん
は
，
神
の
様
な
美
し
い
気
高
い
様
子
で
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私
の
側
へ
来
て
私
た
ち
を
見
る
と
，

「
ま
あ
か
わ
い
そ
う
に
，
大
へ
ん
暑
く
て
沼
貝
た
ち
の

寝
床
も
乾
い
て
し
ま
っ
て
水
を
欲
し
が
っ
て

い
る
の
だ
ね
，
ど
う
し
た
の
で
し
ょ
う

何
だ
か
踏
み
つ
け
ら
れ
で
も
し
た
様
だ
が
…
…
」
と
言
い
つ
つ

私
た
ち
み
ん
な
を
拾
い
集
め
て
蕗
の
葉
に

入
れ
て
，
き
れ
い
な
湖
に
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
．

清
い
冷
水
で
ス
ッ
カ
リ
元
気
を
恢
復
し

大
へ
ん
丈
夫
に
な
り
ま
し
た
．
そ
こ
で
始
め
て

か
の
女
た
ち
の
気
性
を
探
っ
て

見
る
と
，
先
に
来
て
，
私
を
踏
み
つ
ぶ
し
た
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に
く
ら
し
い
女
，
わ
る
い
女
は
サ
マ
ユ
ン
ク
ル
の

妹
で
，
私
た
ち
を
憫
み

助
け
て
下
さ
っ
た
若
い
娘
さ
ん
淑しと
や
か
な
方

は
，
オ
キ
キ
リ
ム
イ
の
妹
な
の
で
あ
り
ま
し
た
．

サ
マ
ユ
ン
ク
ル
の
妹
は
悪にく
ら
し
い
の
で

そ
の
粟
畑
を
枯
ら
し
て
し
ま
い
，
オ
キ
キ
リ
ム
イ
の

妹
の
そ
の
粟
畑
を
ば
よ
く
実
ら
せ
ま
し
た
．

そ
の
年
に
，
オ
キ
キ
リ
ム
イ
の
妹
は
大
そ
う
多
く
収
穫
を
し
ま
し
た
．

私
の
故せ
為い
で
そ
う
な
っ
た
事
を
知
っ
て

沼
貝
の
殻
で
粟
の
穂
を
摘
み
ま
し
た
．

そ
れ
か
ら
，
毎
年
，
人
間
の
女
た
ち
は
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栗
の
穂
を
摘
む
時
は
沼
貝
の
殻
を
使
う
様
に
な
っ
た
の
で
す
．

　
　
と
，
一
つ
の
沼
貝
が
物
語
り
ま
し
た
．
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岩
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※
謡
の
改
行
位
置
は
原
則
と
し
て
底
本
に
合
せ
ま
し
た
。
な
お
、
底
本
で
字

下
げ
を
行
っ
て
い
る
行
は
前
の
行
に
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け
、
左
右
の
ペ
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ジ
の
行
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の
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。
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校
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鈴
木
厚
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2008

年1

月25

日
作
成
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青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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